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はじめに 

 

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構においては、被評価プロジェ

クトごとに当該技術の外部専門家、有識者等によって構成される研究評価分科会を

研究評価委員会によって設置し、同分科会にて被評価対象プロジェクトの研究評価

を行い、評価報告書案を策定の上、研究評価委員会において確定している。 

 

本書は、「次世代大型低消費電力液晶ディスプレイ基盤技術開発」の事後評価報告

書であり、第３１回研究評価委員会において設置された「次世代大型低消費電力液

晶ディスプレイ基盤技術開発」（事後評価）研究評価分科会において評価報告書案を

策定し、第３４回研究評価委員会（平成２５年１月１５日）に諮り、確定されたも

のである。 

 

 

 

平成２５年１月 

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 

研究評価委員会 
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審議経過 

 

● 第１回 分科会（平成２４年８月９日） 

公開セッション 

１．開会、分科会の設置、資料の確認 

２．分科会の公開について 

３．評価の実施方法と評価報告書の構成について 

４．プロジェクトの概要説明 

非公開セッション 

５．プロジェクトの詳細説明 

６．実用化、事業化の見通しについて 

７．全体を通しての質疑 

公開セッション 

８．まとめ・講評 

９．今後の予定、その他 

１０．閉会 

 

● 第３４回研究評価委員会（平成２５年１月１５日） 
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評価概要 

 

１．総論 

１）総合評価 

次世代の大型液晶ディスプレイのための基盤技術の開発を目指した本プロジェク

トは、広く課題を抽出し多岐にわたる技術開発を行い、所定の目標を達成したこと

を高く評価する。また、パネル企業が不調の時期に、「低消費電力」に光を当てたテ

ーマは時機を得た内容である。多くのテーマで期間が短縮され当初の想定以上に成

果が上がっている。各個別の技術については、微結晶シリコンを用いた薄膜トラン

ジスタ、LED バックライトを用いた低消費電力化、「液晶モジュールの低消費電力

化」の活動をサポートする製造技術で、具体的な成果が数多く得られた。今後の技

術展開に期待したい。 

一方、本事業の趣旨、競合技術の進展状況、諸外国の技術レベルから考えると、

本事業の中で革新的と位置づけられる技術開発こそが、本来、最重要課題として注

力すべき課題であったのではないか。また、テーマ間の情報共有が不十分で効率が

悪く感じられる点が見られた。今後の事業化に於いても企業間の情報共有・協力が

なければ十分な成果を上げることは難しいと考えられる。そのため、是非もう一歩

進んだ情報共有により成果を実効あるものとすることを望みたい。 

 

２）今後に対する提言 

事業化時期が、プロジェクト終了から更に数年程度の年月を要する。一刻も早く

プロジェクトの成果を実際の製品に展開して、世の中に成果をアピールすべきであ

る。 

「画像表示技術の開発」では、「標準化」等の活動を主導権を持って進め、世界の

FPD（フラットパネルディスプレイ）産業をリードし、各国のパネルメーカー、セ

ットメーカーも巻き込んだ積極的な展開を望む。この分野は、まだ日本が主導権を

取って業界を引っ張っていけるところであり、「低消費電力化」の成果を着実に広め

る重要な活動である。 
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２．各論 

１）事業の位置付け・必要性について 

液晶ディスプレイの市場動向、競合する諸外国の技術開発の動向や国際競争力の

確保の点から、低消費電力化と高画質化を鍵とした基盤技術の開発はわが国の液晶

ディスプレイ産業の育成の観点から、妥当かつ実効的な取り組みであったと判断で

きる。成果による効果も消費エネルギーに関する差異化技術になり得るという点か

ら適切なものである。現在の状況下において、民間企業だけで独自にこれだけの成

果を出す事は難しく、セットメーカー・パネルメーカー・装置メーカーの 3 者（全

6 社）の協業というのは、NEDO を中心とする枠内で、初めて達成可能になった。 

しかしながら、低消費電力化は本事業の切り口として、検討されたすべての課題

はその評価軸で評価されているが、液晶ディスプレイ産業の振興という観点からも、

各課題の位置づけを明確にする必要があったのではないか。 

 

２）研究開発マネジメントについて 

研究開発目標は「大型」、「低消費電力」というキーワードが入っており、戦略的

な目標設定になっている。また、中間評価の結果が適切に反映された点や液晶ディ

スプレイの市場状況を見ての目標設定の修正も、柔軟な対応でよい。 

一方で、本事業で取り上げられた課題は多岐にわたっており、検討された個別の

課題については、開発された技術を現状の製造工程に活かすという点から考えると、

開発期間の短縮や予算の配分等について更に考慮すべき点もあったと考えられる。

本事業の中で革新的と位置づけられる技術開発こそがもっと注力すべきではなかっ

たかと思われる。 

また、目標は、プロジェクト当初は妥当ではあったが、中間時点で世の中の動き

を見て、もっとアグレッシブな数値とプロジェクト終了時点での製品化を目指す内

容に修正すべきであったと考える。「液晶ディスプレイモジュールの低消費電力化」

についてのコンセプトは示されたが、その実現性（製品適用）に関しては、更に数

年先の計画であり、その時点で競争力の有る技術かどうかは疑問が残る。少なくと

も本プロジェクトの終了時点に、プロトタイプでも良いから世の中に公表できるレ

ベルまで持って行くべきであろう。 

さらに、各々の研究開発チームの成果はすばらしいが、個々の企業の論理が優先

されプロジェクトとしての最適化が不十分であるという印象を受ける。現在の非常

時とも言うべき状況では、ディスプレイメーカーの技術者全員が全ての情報を共有

することがあってもいいのではないか。今後是非検討いただきたい。 
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３）研究開発成果について 

本事業の成果は基本的に目標を達成しており、特に、人間工学を考慮した高画質

化の取り組みや画像評価技術はすぐにでも応用可能であろう。また、標準化の指標

は産業界としての液晶ディスプレイ技術のレベル向上に寄与する。得られた成果は

世界最高標準のものであり、汎用性、優位性をもつ。投入された予算に見合った成

果が得られていると考える。 

しかしながら、検討された課題には完成すれば革新的な技術となりうる課題がい

くつかあるが、このような課題こそ、実用に持ち込めるレベルまで踏み込んだ取り

組みがほしかった。 

また、世の中の「低消費電力化」の動きは非常に早い為、本技術の成果を早く世

の中にアピールして欲しい。 

知的財産権等の取得状況は現時点では格段の問題はないと考えられるが、事業化

を強力に推進させるには、知財のシステマチックな取得が欠かせないので、再度、

検討を尽くしてほしい。今後、学会・論文発表を積極的に行い、広く情報発信する

必要がある。なお、測定技術などに対する知財は、保護するだけでなく積極的に標

準化を推し進め、海外のデバイスメーカーを積極的に引っ張り、主導権を握ってい

くことが、本プロジェクトの成果を最大限に活かす方法であると考える。 

 

４）実用化、事業化の見通しについて 

中間評価後、早期の実用化が困難なテーマが整理され、インパクトの高い目標に

向けて、展開され、全てのテーマで実用化を十分考慮した成果となっている。基本

的に従来技術の代替やその技術導入によって、従来製品の性能の向上や信頼性に資

する技術が多く含まれており、これらは競合技術の動向や企業間の競争の中で時宜

を踏まえて、実用化されるであろう。特に、製造装置に関連する成果は他分野への

波及も期待される。 

一方、露光プロセス技術や画像表示技術は実用化までにはまだ継続的な開発が必

要である。実用化への道筋は示されているが、その克服には時間と更なる研究開発

が必要で実用化への意欲が問われる。また、低消費電力液晶モジュールに関しては、

今回デモした試作機で課題は見えていると考えるので、早く実用化を前提としたプ

ロト機を世の中に示すべきである。 

製品として海外を凌駕するためには、本プロジェクトにかかわった企業の連携が

重要である。プロジェクト終了後も低消費電力に最適な技術の組み合わせを実施す

るために、参加企業間で連携して進めて欲しい。
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研究評価委員会におけるコメント 

 

第３４回研究評価委員会（平成２５年１月１５日開催）に諮り、本評価報告

書は確定された。研究評価委員会からのコメントは特になし。 
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第 1 章 評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この章では、分科会の総意である評価結果を枠内に掲載している。なお、枠

の下の「○」「●」「・」が付された箇条書きは、評価委員のコメントを原文のま

ま、参考として掲載したものである。 
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１．プロジェクト全体に関する評価結果 

１．１ 総論 

１）総合評価 

次世代の大型液晶ディスプレイのための基盤技術の開発を目指した本プロジ

ェクトは、広く課題を抽出し多岐にわたる技術開発を行い、所定の目標を達成

したことを高く評価する。また、パネル企業が不調の時期に、「低消費電力」に

光を当てたテーマは時機を得た内容である。多くのテーマで期間が短縮され当

初の想定以上に成果が上がっている。各個別の技術については、微結晶シリコ

ンを用いた薄膜トランジスタ、LED バックライトを用いた低消費電力化、「液晶

モジュールの低消費電力化」の活動をサポートする製造技術で、具体的な成果

が数多く得られた。今後の技術展開に期待したい。 

一方、本事業の趣旨、競合技術の進展状況、諸外国の技術レベルから考える

と、本事業の中で革新的と位置づけられる技術開発こそが、本来、最重要課題

として注力すべき課題であったのではないか。また、テーマ間の情報共有が不

十分で効率が悪く感じられる点が見られた。今後の事業化に於いても企業間の

情報共有・協力がなければ十分な成果を上げることは難しいと考えられる。そ

のため、是非もう一歩進んだ情報共有により成果を実効あるものとすることを

望みたい。 

 

〈肯定的意見〉 

○ 次世代の大型液晶ディスプレイのための基盤技術の開発を目指して、低消

費電力化と画質向上を鍵として、材料、製造技術、新規表示技術、人間工

学に基づいた高画質化、画像評価技術について広く課題を抽出し多岐にわ

たる技術開発を行い、所定の目標を達成したことを高く評価する。実施さ

れた課題の中には従来のディスプレイ製造技術への導入によって、画質向

上や技術の簡略化に貢献するものも含まれており、本事業の成果を実用的

に活かす上では良い取り組みであった。 

○ 本プロジェクトの掲げる当初の達成目標としては、妥当な研究テーマであ

った。装置開発等においては、今後の実用化に対して有用なプロジェクト

であった。 

○ パネル企業が不調の時期に、「低消費電力」に光を当てたテーマは時機を

得た内容と思われる。5 年間の取り組みは先日の評価委員会で議論された

内容から判断して、「成功」と考えられる．今後の道筋は平坦ではないと

思われるが、技術展開に期待したい。 

○ プロジェクトは着実に実行され、多くのテーマで期間が短縮され当初の想

定以上に成果が上がっている。全てのテーマは NEDO の趣旨に合ってお
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り、また中間評価のフィードバックも十分に行われている。 

○ 各個別の技術については、すばらしい成果である。特に、微結晶シリコン

を用いた薄膜トランジスタの研究成果については、目を瞠るものがある。

また、LED バックライトを用いた低消費電力化についても、すばらしい

成果である。 

○ プロジェクト目標である「液晶モジュールの低消費電力化」の活動をサポ

ートする製造技術で、具体的な成果が数多く得られたこと。 

○ 3 テーマとも高度な結果が得られており、十分に評価できる。 

 

〈問題点・改善すべき点〉 

● 開発された技術レベルは実用化という視点からは各課題ごとに幅があり、

実用化という点から考えると、今後の技術開発によると判断される課題も

ある。次世代大型液晶ディスプレイの基盤技術と言う点では、各課題ごと

に研究開発の期間を設定して、取り組むことにより、より効率的に実施で

きたのではないかと思われる。特に、本事業の趣旨、競合技術の進展状況、

諸外国の技術レベルから考えると、本事業の中で革新的と位置づけられる

技術こそが、本来、最重要課題として注力すべき課題であったのではない

かと思われる。 

● テーマ間の情報共有が不十分で効率が悪く感じられる点が見られた。また

今後の事業化に於いても企業間の情報共有・協力がなければ十分な成果を

上げることは難しいと考えられる。そのため、是非もう一歩進んだ情報共

有により成果を実効あるものとすることを望みたい。 

● この分野の研究進展のスピードに対して、十分対応したとは言い切れない

面が感じる。特に、デバイス開発においては、実用化のためのコスト面か

らの十分な検討が必要である。 

● テーマ間の連携については、十分にとれているとは思われない。ディスプ

レイは、様々な技術の集大成であり、連携によって初めて全体の特長（特

に低消費電力化）が発揮できるものである。今後の連携を十分にとって開

発を継続していただきたい。 

● プロジェクトの主目標である「液晶モジュールの低消費電力化」では、世

の中の「低消費電力化」の動きが速く、既にプロジェクト目標と同等の所

まで来ている為、プロジェクトの成果を強調する為には、「パネル技術」

の成果を具体的に実用化できることを早期にアピールする必要がある。 

● 個人的には、2番目のテーマを除いて、成果の公開が不十分であると思う。

論文や学会で発表すべきだと思うし、事業原簿（公開版）には、もう少し

詳しく書いてほしいと思う。たとえば、マスクレスとかカラーフィルタレ
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スというのは、マスクやカラーフィルタを使わないのはわかるが、では何

をどうしたのかわからない。成果を公開する理由は 2 つあり、まず第 1

に、エレクトロニクスやディスプレイの業界では、2 つの技術が共存する

のは難しく、たいがい 1 つに淘汰されてきた。たとえば超大型高精細高速

駆動の液晶ディスプレイの TFT は、IGZO TFT が有望であるというのが

業界のトレンドであると思う。これに反して微結晶 Si TFT をやるのであ

れば、業界全体のテクノロジートレンドをつくる必要があって、そのため

には成果を公開し、仲間づくりをすることが必要である。また第 2 に、1/2

は公的な助成金であるので、ある程度は社会に還元すべきではないかと思

うからである。 

● 成果の公表に関しては現時点では十分ではないが、今後の活動を期待した

い。 

 

〈その他の意見〉 

・ 日本の大型液晶ディスプレイを取り巻く経済環境はこの 5 年間で大きく

変わってしまった。そのことを踏まえて、成果をどのように活用するか現

時点で最善策が検討されることが重要である。 

・ 研究組織の協力体制が十分であったか、検討が必要である。 

・ 「装置技術とプロセス技術の開発」「画像表示技術の開発」では、プロジ

ェクト開始時の目標が無く、終了時の成果のみが強調されているが、予算

を使うプロジェクトであれば、開始時からそれぞれの目標を定めて進むべ

きであろう。 

・ 成果の公開の問題に関係することであるが、1/2 は公的な助成金であるの

で成果は公開すべきといえる一方で、逆に 1/2 は企業の持ち出しなので得

られた結果を無条件には公開しないという理由も成り立つ。ほかにもたく

さんあるが、1/2 助成金システムのあいまいなところであると思う。全額

助成なら（金額は総額で 1/2 となるが）全面公開となりスッキリする。（こ

こに書くべきことかわかりませんが）公から選ばれたわれわれ評価委員が、

それぞれの企業の非公開ぶんの成果や事業化計画まで評価するのは、不自

然な気がする。企業の持ち出しぶんの1/2は企業が思うように使えばよく、

われわれは1/2の公的な助成金のぶんが正しく使われるかをチェックする

だけでよいように思う。ということは、公開分の成果のみをチェックすれ

ばよいように思われる。 

・ 知財権の取得に関しては、技術、国、時期の三次元マップを作製し、取り

こぼしのない様に取得していってほしい。 
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２）今後に対する提言 

事業化時期が、プロジェクト終了から更に数年程度の年月を要する。一刻も

早くプロジェクトの成果を実際の製品に展開して、世の中に成果をアピールす

べきである。 

「画像表示技術の開発」では、「標準化」等の活動を主導権を持って進め、世

界の FPD（フラットパネルディスプレイ）産業をリードし、各国のパネルメー

カー、セットメーカーも巻き込んだ積極的な展開を望む。この分野は、まだ日

本が主導権を取って業界を引っ張っていけるところであり、「低消費電力化」の

成果を着実に広める重要な活動である。 

 

〈今後に対する提言〉 

・ プロジェクトの主目標である「液晶モジュールの低消費電力化」の事業化

目標時期が、プロジェクト終了から更に数年程度の年月を要する。その頃

には、世の中の「低消費電力化」も更に進んでいると予想される為、プロ

ジェクトの真価が問われることになるであろう。一刻も早くプロジェクト

の成果を実際の製品に展開して、世の中に成果をアピールすべきである。

「画像表示技術の開発」では、「標準化」等の活動を主導権を持って進め、

世界の FPD 産業をリードしていくことによって、本プロジェクトの成果

が活きてくる。ガイドラインの提言だけでなく、各国のパネルメーカー、

セットメーカーも巻き込んだ積極的な展開を望む。この分野は、まだ日本

が主導権を取って業界を引っ張っていけるところであり、「低消費電力化」

の成果を着実に広める重要な活動である。 

・ 開発された技術には、従来の製造技術に導入することによって画質の質的

向上や技術の簡略化、低コスト化に寄与する技術も含まれており、時宜を

踏まえて有効に活用されることを期待する。開発された技術のなかで、大

型表示技術の技術革新につながる先進的な技術と位置づけられるものに

ついてはその基盤が構築できたと考えられる。この基盤をどのように実用

化に結び付けて行くかは、競合する技術開発が急ピッチで進む中、その技

術開発の動向を見極めながら判断することが必要であろう。 

・ 今回のプロジェクトで得られた成果を各社が個別に実施を検討するので

はなく、企業の枠を取り払ってどのような技術の組み合わせが最も優れて

いるのか再検討しもっともよい組み合わせを実施することが成果を最大

限に活かすうえで必要である。そのためには、本事業終了後も実務レベル

の連絡会を継続することが有効である。 

・ 現在のディスプレイ技術の進歩のスピードは非常に早く、このような分野

における技術評価期間の短縮の必要性を感じた。また、大前提のテーマ変
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更は難しいが、個別のテーマ変更に対しては、適宜検討する必要がある。 

・ 今回のプロジェクトによって、いろいろな技術の芽がうまれていると思う。

学会等で、積極的に成果発表していただき、業界全体を盛り上げてほしい。 

・ プロジェクトの期間は完了してしまったが、得られた成果はぜひ論文や学

会で公開していただくとよいと思う。 

・ 委員会でも発言したが、今後、これらの貴重な成果をどの様にパネル事業

の最前線に投入していくか、という事が非常に重要である。企業ではいろ

いろ制約が多いので、経済産業省、NEDO さんが緩やかなリーダーシッ

プを取りながら、先導していくという事はできないだろうか？中国、韓国、

台湾、他東南アジアの国々が競争相手となり、熾烈さを極めており、日米

半導体摩擦の時の様な国家間の交渉も重要になってくると思われる。 

 

〈その他の意見〉 

・ 様々な表示技術の技術開発が進められる中、わが国の産業技術として、液

晶技術をどのように位置づけ、どう展開していくかを考えるべき最後の時

期に来ているように思われる。 

・ 人間工学・色再現性指標による画質指針等はそれが得られ、公開されたこ

と自体優れた成果であるが、それを日本のディスプレイ産業のためにどの

ように活かして行くのか今後も検討を続ける必要がある。国際標準化提案

等が予定されているがそのための継続的な活動が必要である。標準化及び

知財の成立には時間を要するため、最終的にどうなったか、さらに実施に

関する調査のため追跡調査が行われる必要がある。 

・ 技術の進歩は必要であるが、コスト等を考えた総合的判断による個別の研

究テーマの検討が必要である。 
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１．２ 各論 

１）事業の位置付け・必要性について 

液晶ディスプレイの市場動向、競合する諸外国の技術開発の動向や国際競争

力の確保の点から、低消費電力化と高画質化を鍵とした基盤技術の開発はわが

国の液晶ディスプレイ産業の育成の観点から、妥当かつ実効的な取り組みであ

ったと判断できる。成果による効果も消費エネルギーに関する差異化技術にな

り得るという点から適切なものである。現在の状況下において、民間企業だけ

で独自にこれだけの成果を出す事は難しく、セットメーカー・パネルメーカー・

装置メーカーの 3 者（全 6 社）の協業というのは、NEDO を中心とする枠内で、

初めて達成可能になった。 

しかしながら、低消費電力化は本事業の切り口として、検討されたすべての

課題はその評価軸で評価されているが、液晶ディスプレイ産業の振興という観

点からも、各課題の位置づけを明確にする必要があったのではないか。 

 

〈肯定的意見〉 

○ 大型化が進むと考えられる液晶ディスプレイの市場動向、競合する諸外国

の技術開発の動向や国際競争力の確保の点から、低消費電力化と高画質化

を鍵とした次世代大型液晶ディスプレイの基盤技術の開発はわが国の液

晶ディスプレイ産業の育成の観点から、妥当かつ実効的な取り組みであっ

たと判断できる。実用化という視点からは達成された成果の技術レベルに

は幅があるものの、その技術には従来の液晶ディスプレイ製造技術に導入

することによって、画質向上や技術の簡略化に寄与するものも含まれてお

り、成果の実用化という点では有効であった。 

○ 開始段階におけるテーマの設定は、IT・エネルギーイノベーションに関す

る NEDO のテーマとして適切であった。得られた成果による効果も大型

ディスプレイの消費エネルギーに関する差異化技術になり得るという点

から適切なものである。これらの技術はエネルギーの需給動向に十分寄与

するものである。 

○ 今回のプログラムは NEDO の事業としては妥当であると思う。現在の状

況下において、民間企業だけで独自にこれだけの成果を出す事は難しく、

この様な NEDO を中心とする枠内で開発を進め、十分な予算手当てがあ

って、初めて達成可能なものと思われる。 

○ ディスプレイは IT の主要な一分野であり、またエネルギー消費の大きな

一角を占めるので、IT やエネルギーのイノベーションプログラムとして

取り上げられたのは、当然のことである。特に、セットメーカー・パネル

メーカー・装置メーカーの 3 者（全 6 社）の協業というのは、民間活動の
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みではとうてい不可能で、NEDO としてこれらの協業を実現したのは、

大いに意味があることであろう。 

○ 本プロジェクトの掲げる研究テーマは、今後の省エネ・高画質等の要求と

マッチしているので、十分妥当性があると認められる。 

○ 本プロジェクトは、IT の顔と呼ばれるディスプレイに関するものであり、

さらに消費電力の低減を目指したものである。従って内容そのものにつて

は、NEDO プロジェクトに最適である。 

○ 本事業開始当初の視点である「液晶ディスプレイの消費電力低減」は、重

要な内容である。 

 

〈問題点・改善すべき点〉 

● 低消費電力化は本事業の切り口ではあるが、検討されたすべての課題はそ

の評価軸で整理されており、違和感を感じる。本事業の目的はあくまでわ

が国における液晶ディスプレイ産業の振興である。各課題の位置づけをそ

れに沿って明確にし、評価軸を明確にする必要があるのではないか。 

● ディスプレイ産業を取り巻く経済環境が変化し日本のディスプレイメー

カーで大型ディスプレイを製造するメーカーが残らない可能性が高くな

っている。そのため、そのことへの対応として大型ディスプレイ以外への

技術の転用の可能性、知財の有効な活用方法が検討されるべきである。ま

た、今後環境変化に対応できているか追跡調査を十分行うべきである。 

● 個々の研究テーマに関しては、技術的に新規で興味の持てるテーマもみら

れるが、NEDO で行う必要があるかどうかに関しては疑問がある。 

● この分野の技術革新や製品動向は非常にめまぐるしい。従って、5 年間の

長期に及ぶプロジェクトは、目標の設定をかなり慎重にしないといけない。

今回の課題においては、各社の情報開示の観点から、連携が非常にむずか

しい。この部分をどのようにクリアしてゆくのかが、課題である。 

● 液晶モジュールの性能に関する内容は、本来パネルメーカーの競争ポイン

トであり、各社寄り合いのプロジェクトで低消費電力化という性能に関す

る開発を行う事は難しさを伴う。実際に世の中では、パネルメーカー各社

の競争で、プロジェクト期間中に「消費電力半減」の数値はほぼ実現され

ている。NEDO プロジェクトとしては、産業の共通基盤となる「製造装

置」や「測定技術」といった内容で、成果を産業界全体にフィードバック

できるものが妥当かと思う。パネルメーカーやデバイスメーカーは、この

共通基盤を実現する為のサポーターとなるべきであろう。 
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〈その他の意見〉 

・ 企業間の協力体制が十分であったかに関しては、疑問である。 

・ 国民の税金が約 27 億円投入されているので、今回の成果を国民によく見

える形で公開する事が必要である。本プロジェクト成果により、例えば、

10 年後にパネル事業が現時点と比較して数値的に増加している、という

様な具体的数値を公表できれば分りやすく、理解を得られるであろう。 
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２）研究開発マネジメントについて 

研究開発目標は「大型」、「低消費電力」というキーワードが入っており、戦

略的な目標設定になっている。また、中間評価の結果が適切に反映された点や

液晶ディスプレイの市場状況を見ての目標設定の修正も、柔軟な対応でよい。 

一方で、本事業で取り上げられた課題は多岐にわたっており、検討された個

別の課題については、開発された技術を現状の製造工程に活かすという点から

考えると、開発期間の短縮や予算の配分等について更に考慮すべき点もあった

と考えられる。本事業の中で革新的と位置づけられる技術開発こそがもっと注

力すべきではなかったかと思われる。 

また、目標は、プロジェクト当初は妥当ではあったが、中間時点で世の中の

動きを見て、もっとアグレッシブな数値とプロジェクト終了時点での製品化を

目指す内容に修正すべきであったと考える。「液晶ディスプレイモジュールの低

消費電力化」についてのコンセプトは示されたが、その実現性（製品適用）に

関しては、更に数年先の計画であり、その時点で競争力の有る技術かどうかは

疑問が残る。少なくとも本プロジェクトの終了時点に、プロトタイプでも良い

から世の中に公表できるレベルまで持って行くべきであろう。 

さらに、各々の研究開発チームの成果はすばらしいが、個々の企業の論理が

優先されプロジェクトとしての最適化が不十分であるという印象を受ける。現

在の非常時とも言うべき状況では、ディスプレイメーカーの技術者全員が全て

の情報を共有することがあってもいいのではないか。今後是非検討いただきた

い。 

 

〈肯定的意見〉 

○ 研究開発目標は「大型」、「低消費電力」というキーワードが入っており、

戦略的な目標設定になっている。研究開発計画も遂行可能なものであり、

又、約 54 億円という額も適切なものであろう。事業体制もパナソニック、

ソニー、シャープという業界を先導する企業が中心になっており、妥当で

ある。研究開発成果の実用化、事業化に向けたマネジメントは今後、今回

の企業群と NEDO が中心になって推進していく必要がある。社会・経済

の情勢変化は近年著しく、頻繁な、且つ、細かな対応が求められる。 

○ 目標・計画・マネジメントは妥当であった。特に中間評価の結果が適切に

反映され、そのことで全てのテーマで十分な成果が得られた。またプロジ

ェクトリーダーが適切に選任されており、効率的な運営が行われている。 

○ この事業では、材料技術、デバイス製造にかかわるプロセス技術、光学技

術、製品管理に関わる画像評価技術など、低消費電力化と高画質化の観点

から開発されるべき技術課題が広く拾われているばかりでなく、革新的な
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技術開発を積極的に盛り込んだ取り組みは、今後の液晶ディスプレイ技術

の大きな技術革新を期待する上で重要であった。研究開発の進捗や中間評

価の結果を踏まえて行なわれた研究計画の見直しは適切と判断する。 

○ 具体的な数値目標については、十分はっきりしていた。 

○ 画質を保ったままでの低消費電力化の目標は、妥当である。液晶ディスプ

レイの市場状況を見ての目標設定の修正も、柔軟な対応でよい。 

○ 本課題は、今後の日本におけるディスプレイ産業を推進していくという観

点において、非常にタイムリーである。目標の数値設定も適切である。 

 

〈問題点・改善すべき点〉 

● 本事業では多岐に渡る技術課題が取り上げられている。現状の諸外国にお

ける大型液晶ディスプレイ技術の開発動向から考えると、わが国の液晶デ

ィスプレイ産業の巻き返しを図るために必要な技術開発とは、従来技術の

改良ではなく、競合他社に圧倒的な差をつける革新的な技術や製造コスト

を劇的に引き下げる技術開発であり、その開発にもっと注力すべきではな

かったかと思われる。本事業で取り上げられた課題は多岐にわたっており、

検討された個別の課題については、開発された技術を現状の製造工程に活

かすという点から考えると、開発期間の短縮や予算の配分等について考慮

すべきで点もあったと思われる。 

● 「液晶モジュール消費電力 70%（中間）50%以下（最終）」の目標は、プ

ロジェクト当初は妥当ではあったが、中間時点で世の中の動きを見て、も

っとアグレッシブな数値とプロジェクト終了時点での製品化を目指す内

容に修正すべきであったと考える。 

● 消費電力を下げるキーの技術は、TFT 性能向上と CF（カラーフィルタ）

レスであり、測定技術など他の技術も、寄与のカウントに入っているが、

全体の体系的な関係が解りづらく、事業体制および開発マネジメントが全

体として統率できていないと見受けられることが多々あった。本プロジェ

クトには、「液晶ディスプレイモジュールの低消費電力化」と共に、製造

装置の開発、測定技術の確立といった内容も入っているが、これらの位置

付け（低消費電力化に対する役割）も必ずしも明確ではない。「液晶ディ

スプレイモジュールの低消費電力化」についてのコンセプトは示されたが、

その実現性（製品適用）に関しては、更に数年先の計画であり、その時点

で競争力の有る技術かどうかは疑問が残る。少なくとも本プロジェクトの

終了時点（今回）に、プロトタイプでも良いから世の中に公表できるレベ

ルまで持って行くべきであろう。 

● 各々の研究開発チームの成果はすばらしいが、だからこそ、それが完全に
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共有できていないのはもったいない。途中の経過はまあいいとして、少な

くとも最終結果だけは、参画企業の全員が共有したほうが効果的なプロジ

ェクトになったと思う。 

● 大型ディスプレイをめぐる日本企業の環境は極めて厳しい。そのため、通

常より効率的な体制で取り組むことが望まれる。その観点からみると、ま

だ個々の企業の論理が優先されプロジェクトとしての最適化が不十分で

あるという印象を受ける。現在の非常時とも言うべき状況では、ディスプ

レイメーカーの技術者全員が全ての情報を共有することがあってもいい

のではないか。そのことは契約で解決できることではないかと思う。今後

是非検討いただきたい。 

● プロジェクトで開発して技術の実用化に関して、市場動向・技術動向を十

分検討したかというと、現時点では疑問である。 

● 推進体制自身は、よく考えられていると思われるが、一方で、企業同士の

情報の壁により、どれだけ連携がはかられてきたのかが疑問である。 

 

〈その他の意見〉 

・ 本事業における課題は低消費電力化と高画質化の観点から選択されてお

り、その目標の設定を省電力化という評価指標で一義的に行なうことは現

実的とは思われない。 
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３）研究開発成果について 

本事業の成果は基本的に目標を達成しており、特に、人間工学を考慮した高

画質化の取り組みや画像評価技術はすぐにでも応用可能であろう。また、標準

化の指標は産業界としての液晶ディスプレイ技術のレベル向上に寄与する。得

られた成果は世界最高標準のものであり、汎用性、優位性をもつ。投入された

予算に見合った成果が得られていると考える。 

しかしながら、検討された課題には完成すれば革新的な技術となりうる課題

がいくつかあるが、このような課題こそ、実用に持ち込めるレベルまで踏み込

んだ取り組みがほしかった。 

また、世の中の「低消費電力化」の動きは非常に早い為、本技術の成果を早

く世の中にアピールして欲しい。 

知的財産権等の取得状況は現時点では格段の問題はないと考えられるが、事

業化を強力に推進させるには、知財のシステマチックな取得が欠かせないので、

再度、検討を尽くしてほしい。今後、学会・論文発表を積極的に行い、広く情

報発信する必要がある。なお、測定技術などに対する知財は、保護するだけで

なく積極的に標準化を推し進め、海外のデバイスメーカーを積極的に引っ張り、

主導権を握っていくことが、本プロジェクトの成果を最大限に活かす方法であ

ると考える。 

 

〈肯定的意見〉 

○ 本事業の成果は基本的に目標を達成しており、開発された技術の中には従

来の液晶ディスプレイ製造に活用できる成果もあり、実質的な成果が上が

っていると判断できる。特に、人間工学を考慮した高画質化の取り組みや

画像評価技術はすぐにでも応用可能であろう。また、標準化の指標は産業

界としての液晶ディスプレイ技術のレベル向上に寄与するものと思われ

る。 

○ 全てのテーマで具体的に十分評価できる成果が得られている。得られた成

果は世界最高標準のものである。権利化が必要なものは、権利化が行われ

ており、テーマによっては公開され高い評価を得ている。投入された予算

に見合った成果が得られていると考える。 

○ 目標設定は良く、成果は目標値をクリアしている。成果は世界最高水準で

あり、汎用性、優位性をもつ。本成果の運用により、今後、市場の更なる

拡大を期待できる。 

○ 「低消費電力化」に対して、積み上げた数値としては目標値をクリアして

いるが、示された事業化計画を実際に実現した時に始めて目標達成を宣言

すべきであろう。 
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○ 総論にも書いたとおり、3 テーマとも高度な結果が得られており、十分に

評価できる。 

○ 数値目標、特許・論文等の発表は、十分である。 

○ 目標をクリアし、インパクトの高い成果を多く出している。 

 

〈問題点・改善すべき点〉 

● 検討された課題には完成すれば革新的な技術となりうる課題がいくつか

ある。こうした課題こそ、今後行なわれると思われる数年間の開発期間で

実用に持ち込めるレベルまで踏み込んだ取り組みがほしかった。 

● 世の中の「低消費電力化」の動きは非常に早い為、プロジェクト終了から

数年後に計画されている実用化を前倒しで実現し、本技術の成果を早く世

の中にアピールすべきである。 

● 知的財産権等の取得状況は現時点では格段の問題はないと考えられるが、

事業化を強力に推進させるには、知財のシステマチックな取得が欠かせな

いので、再度、検討を尽くしてほしい。成果の普及に関しては、まだ学会

に発表されてない成果も数多くあり、今後、学会・論文発表を積極的に行

い、広く情報発信する必要ある。 

● 成果の普及に関しては、十分ではない。プロジェクトにかかわった企業だ

けでなく、分野の発展のために、広く成果をアピールしていただきたい。

学会などを通して、学生の指導にも活用してほしい 

● 総論にも書いたとおり、個人的には、2 番目のテーマを除いて、成果の公

開が不十分であると思う。 

 

〈その他の意見〉 

・ 測定技術などに対する知財は、保護するだけでなく積極的に標準化を推し

進め、海外のデバイスメーカーを積極的に引っ張り、主導権を握っていく

ことが、本プロジェクトの成果を最大限に活かす方法であると考える。 

・ 大学等との共同研究の場合、どの技術が大学等からの寄与になったか、具

体的な報告が必要。 
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４）実用化、事業化の見通しについて 

中間評価後、早期の実用化が困難なテーマが整理され、インパクトの高い目

標に向けて、展開され、全てのテーマで実用化を十分考慮した成果となってい

る。基本的に従来技術の代替やその技術導入によって、従来製品の性能の向上

や信頼性に資する技術が多く含まれており、これらは競合技術の動向や企業間

の競争の中で時宜を踏まえて、実用化されるであろう。特に、製造装置に関連

する成果は他分野への波及も期待される。 

一方、露光プロセス技術や画像表示技術は実用化までにはまだ継続的な開発

が必要である。実用化への道筋は示されているが、その克服には時間と更なる

研究開発が必要で実用化への意欲が問われる。また、低消費電力液晶モジュー

ルに関しては、今回デモした試作機で課題は見えていると考えるので、早く実

用化を前提としたプロト機を世の中に示すべきである。 

製品として海外を凌駕するためには、本プロジェクトにかかわった企業の連

携が重要である。プロジェクト終了後も低消費電力に最適な技術の組み合わせ

を実施するために、参加企業間で連携して進めて欲しい。 

 

〈肯定的意見〉 

○ 中間評価で早期の実用化が困難なテーマが整理され、全てのテーマで実用

化の目途が立っている。また、知的財産権の手当てもされている。特に、

製造装置に関連する成果は他分野への波及が期待される。 

○ インパクトの高い目標に向けて、展開され、実用化を十分考慮した成果と

なっている。 

○ 全体から見ると、基本的に従来技術の代替やその技術導入によって、従来

製品の性能の向上や信頼性に資する技術が多く含まれており、競合技術の

動向や企業間の競争の中で時宜を踏まえて、実用化されるものと思われる。 

○ 「低消費電力液晶モジュール」に関しては、今回デモした試作機で課題は

見えていると思うので、早く実用化を前提としたプロト機を世の中に示す

べきである。 

○ 装置技術に関しては、実用化に対する十分な成果が出たと思う。 

○ かなりの技術が事業化の可能性が高く、評価できる。 

○ 成果の実用化、事業化はテーマ内容としてはこのまま開発を続けて行けば

よい形になるであろう。 

 

〈問題点・改善すべき点〉 

● コストを軽減する露光プロセス技術や新規原理を用いた画像表示技術は

実用化までにはまだ継続的な開発が必要と思われる。実用化への道筋は示
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されているが、その克服には時間と更なる研究開発が必要で実用化への意

欲が問われる。 

● ただし、製品として海外を凌駕するためには、本プロジェクトにかかわっ

た企業の連携が重要である。この部分が、どこまで達成できるかは、疑問

である。 

● ディスプレイの低消費電力の手法に関しては各企業が個別に実施しても

社会全体の効果は少ない。プロジェクト終了後も低消費電力に最適な技術

の組み合わせを実施するために、参加の企業間で連携して進めるべきであ

る。 

● デバイスに関しては、コストや技術的な問題で、十分実用化にメリットあ

る研究であったかは疑問が残る。 

● 時代の動きは非常に速いため、5 年間かけた開発成果を更に数年後に製品

化するのではなく、プロジェクトの終了時には製品化できているようなス

ケジュールを組むべきである。 

● しかし、周囲の環境変化が読みきれないと、現在の様な、変化著しい時代

においては、事業化までのシナリオが大きく狂う。時機を見た適切な判断

が要求される事になり、日本全体を取り纏めるリーダーの存在が必要であ

る。 

 

〈その他の意見〉 

・ 開発された技術の実用化については技術ごとに達成レベルがまちまちで、

個別の技術ごとに実用化の可能性を見極める必要がある。 

・ 大型ディスプレイの日本における製造が困難になっているので、今後日本

ではなく海外で実施する場合も想定する必要がある。そのため、想定され

る国での権利化を十分検討することが必要である。 

・ 人材育成等に関しては、チャレンジングなテーマもあったので、技術的波

及効果はあったと思う。 

・ 製造装置に関しては、日本市場（日本のパネルメーカー数）が少なく、必

然的に海外市場（特に今後は中国）に向けた販売を進めて行かなければな

らない。このため知財権を確保しつつ、日本の技術で世界の FPD 産業の

発展に貢献することを前提とした販売戦略を立てていくことが重要であ

る。評価・測定技術に関しては、今回の成果を持って、日本がこの分野で

リードしていき、ひいては国際標準などを武器に FPD 産業を日本に引き

戻す様な戦略が重要である。 
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２．評点結果 

２．１ プロジェクト全体 

1.4 

2.1 

1.4 

2.4 

0.0 1.0 2.0 3.0 

４．実用化、事業化の見通し

３．研究開発成果

２．研究開発マネジメント

１．事業の位置付け・必要性

 

 

評価項目 平均値 素点（注） 

１．事業の位置付け・必要性について 2.4 A B B A A C A 

２．研究開発マネジメントについて 1.4 B B B C C D B 

３．研究開発成果について 2.1 B B A B A C B 

４．実用化、事業化の見通しについて 1.4 C C C C B C A 

（注）A=3，B=2，C=1，D=0 として事務局が数値に換算し、平均値を算出。 

 

〈判定基準〉  

１．事業の位置付け・必要性について ３．研究開発成果について 

・非常に重要          →A 

・重要             →B 

・概ね妥当           →C 

・妥当性がない、又は失われた  →D 

・非常によい         →A 

・よい            →B 

・概ね妥当          →C 

・妥当とはいえない      →D 

２．研究開発マネジメントについて ４．実用化、事業化の見通しについて 

・非常によい          →A 

・よい             →B 

・概ね適切           →C 

・適切とはいえない       →D 

・明確            →A 

・妥当            →B 

・概ね妥当であるが、課題あり →C 

・見通しが不明        →D 
 

 

 

平均値 
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事業原簿 

次ページより、当該事業の事業原簿を示す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「次世代大型低消費電力 

液晶ディスプレイ基盤技術開発」 

 

 

 

事業原簿(公開) 

 

 

担当部 
独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 

電子･材料･ナノテクノロジー部 
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概要－１ 

概 要 

作成日 平成２４年 ７月 ５日 

プログラム（又は施策）

名 
課題設定型助成事業 次世代大型低消費電力ディスプレイ基盤技術開発プロジェクト 

プロジェクト名 次世代大型低消費電力液晶ディスプレイ基盤技術開発 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ番号 P07011 

担当推進部/担当者 新エネルギー・産業技術総合開発機構 電子･材料・ナノテクノロジー部 

０．事業の概要 

次世代高速・大容量データ通信技術の進展や放送・通信の融合による有線・無線イ

ンフラ整備に伴い、高画質・高解像度液晶ディスプレイは巨大なＩＴ産業の中でも今

後益々重要になってくる。全世界のテレビ市場規模は 2008年で約 2億台と推計され、

CRTから大型液晶ディスプレイに置き換わる度合いが益々大きくなる。液晶ディスプ

レイは今後、テレビ産業を支える重要な柱となり、日々、性能・精細度の向上や、画

面サイズの大型化が進んでいくものと考えられる。一方、これに伴いテレビ 1台当た

りの消費電力も増加傾向にあり、このままでは、電力エネルギーの大幅な増加が懸念

される。この抜本的な課題対策に向けて、大画面かつ高精細・高画質でありながら電

力消費の少ない次世代液晶ディスプレイの要素技術確立が必須となってくる。 

このような動向を踏まえて本プロジェクトは、現状の液晶ディスプレイ技術を根本

的に見直し、主要な革新的基盤技術を開発するとともに、中間評価時点で、液晶モジ

ュールの特性向上、生産プロセスの効率向上に関わる効果を確認する。これら次世代

技術のトータル的な開発により、高精細・高画質でありながら、従来比１/２以下の低

消費電力型液晶ディスプレイを実現する。 

Ⅰ．事業の位置付け・必

要性について 

テレビをはじめとするディスプレイの大型化が進み、1 台当たりの消費電力は増大の傾向に

あるため、大画面かつ高精細・高画質でありながら電力消費の少ない次世代 FPD の基盤技

術の確立が必須である。 

全世界に広がるテレビ市場にわが国の産業界が、従来の先陣を堅持継続し、経済発展に

寄与するためにも、このような国際競争力のある技術開発を国家規模で進めることが非常に

重要である。従って、本事業では、このような社会変化を背景として、大型低消費電力液晶デ

ィスプレイの実現に向けて革新的な技術開発をわが国の産官学・研究機関が一体となって取

り組むべきである。 

Ⅱ．研究開発マネジメントについて 

 

                                                              

 

事業の目標 
次世代液晶ディスプレイ技術のトータル的な開発により、高精細・高画質でありな

がら、従来比１／２以下の低消費電力型液晶ディスプレイを実現する。 

事業の計画内容 

主な実施事項 Ｈ19fy Ｈ20fy Ｈ21fy Ｈ22fy Ｈ23fy 

 

①装置技術およびプロセス

技術の開発 
     

②画像表示技術の開発      

③高効率部材の開発      

開発予算(助成金額) 

助成率 1/2 

(単位：百万円) 

総事業費 

\4,491百万円 

会計・勘定 Ｈ19fy Ｈ20fy Ｈ21fy Ｈ22fy Ｈ23fy 総額 

一般会計 - - - - - - 

特別会計（高度化） 683 720 692 582- 63- 2739 

総予算額（助成金額） 683 720 692 582- 63- 2739 

開発体制 

経産省担当原課 経済技術環境局 研究開発課 

開発責任者 

水嶋繁光（平成 22年 3月～平成 24年 2月 29日） 

寺川雅嗣（平成 20年 10月～平成 22年 2月） 

水嶋繁光（平成 19年～平成 20年 9月） 
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助成先 

シャープ株式会社、パナソニック液晶ディスプレイ株式

会社(*1)、ソニー株式会社、東京エレクトロン株式会社、

芝浦メカトロニクス株式会社、株式会社ブイ・テクノロ

ジー 

共同研究：東北大学、静岡大学、成蹊大学、東京大学、

東京工業大学、東京工芸大学 

情勢変化への対応 

ディスプレイ業界は、国際的な技術開発競争がますます熾烈になっている状況にある

ため、我が国も早急に次世代大型ディスプレイの技術開発に取り組むことが重要であ

る。従って、このような社会情勢を背景として、低消費電力ディスプレイの実現に向

けて革新的な技術開発をわが国の産官学・研究機関が一体となって取り組む。 

Ⅲ．研究開発成果につい

て 

平成 23年度に最終目標を達成した。以下に研究開発項目ごとの成果をまとめる。 

研究開発項目①「装置技術およびプロセス技術の開発」 

 新規成膜装置で作製した絶縁膜と微結晶 Si膜を用いて移動度及び信頼性面で高性能

と言える TFT を実現した。また、新規成膜装置では、開発した要素技術による大型基

板対応の装置構想設計によって、その実現可能性を確認した。新規ウエット洗浄装置

技術開発では、新液による高洗浄効果とメカニズムを検証し、実験装置にてその再現

性を確認できた。新規露光装置技術開発では、マスク不要かつパターン重ね合わせの

高精度化技術を開発し、実験装置と実基板による総合的な評価により検証を終えた。

よって、所期計画を完遂した。 

研究開発項目②「画像表示技術の開発」 

 画像表示技術として、好画質かつ低消費電力を両立する人間工学的指標 及び 色再

現指標の策定を完了し、所期計画を完遂した。人間工学的指標では、主観と外部環境

を考慮した表示評価方法を確立のうえ、その手法を用いて必要画質を明確化し、最終

的には人間工学会からガイドラインという形式で公開した。色再現指標では、新たに

標準となる評価方法・測定機を開発し、それらを用いて色再現の基準となる評価パラ

メーター導出した。そのパラメーターは主観評価を用いてその妥当性を検証し、指標

としてまとめた。この指標は IECからの要望を受け、国際標準化の提案を行なった。 

研究開発項目③「高効率部材の開発」 

 高効率かつ高品質なバックライトシステムの実現のために 2 つの基盤技術開発を完

了し、所期計画を完遂した。一つはバックライト均一性向上に関し、従来では主観評

価のみに頼っていた輝度むら、色むらを物理量による定量評価が可能であることを明

らかにした。これに加えて、その評価システムと高効率化を狙った新規バックライト

の駆動方法の開発も完了した。もう一つは、カラーフィルタが不要な新規高効率バッ

クライトシステムに関し、原理確認を経て試作・評価を通じてその実用化前段までの

開発を終えた。 

投稿論文 ５９件（学会発表および論文発表） 

特  許 ８７件 

Ⅳ．実用化、事業化の見

通しについて 

本プロジェクトによって次世代大型低消費電力液晶ディスプレイ基盤技術としての要

素技術開発を完了し、量産技術への展開可能性の見極めができた。開発技術と研究参

加各社の独自技術との融合化ならびに開発成果実用化のための量産技術開発を引き続

き推進する。本プロジェクトで得られた成果は、今後、次世代大型低消費電力液晶大

型ディスプレイ市場の拡大と研究参加各社の事業成果の最大化に貢献するものであ

る。 

 

Ⅴ．評価に関する事項 

事前評価 平成 19年 2月実施 担当部 電子・情報技術開発部 

中間評価 平成 21年度 中間評価実施 

 

Ⅵ．基本計画に関する事

項 

 

作成時期 平成 19年 3月 作成 

変更履歴 
平成 20年 7月 改訂（イノベーションプログラム基本計画の制定に

よる） 

(*1)平成 22 年 7 月 1 日に株式会社 IPS アルファテクノロジ（旧社名）として株式会社日立ディスプレイズより

事業承継、平成 22 年 10 月 1 日より現社名に変更 
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プロジェクト用語集  

用語 説明 

＜あ＞  

アモルファスシリコン 非晶質。固体材料で構成原子が規則正しい配列をもたない状態のもの。ガラ

ス質ともいう。アモルファスシリコンは不規則的構造で無定型状態のシリコ

ンであるが、半導体の性質をもつ。 

移動度 固体中のキャリアの移動のしやすさを示す量。本報告書では、ＴＦＴの飽和

特性領域の移動度を指す。 

色再現 元の風景、画像の色を再現すること。色の分光特性を再現する分光カラーマ

ッチングと色の見えを再現する等色カラーマッチングがある。 

＜か＞  

開口率 液晶の画素の中で光を通す（表示に有効な領域）部分の面積比率。 

重ね合わせ精度 ＴＦＴアレイパネルは４～５層の露光を行うことで構成される。ＴＦＴの性

能はこれらの層間の位置関係により大きく左右される為、各層をできる限り

同じ位置に積み重ねることが必要であり、この積み重ね精度を指す。 

カラーフィルタ 液晶パネルの構成部品でＴＦＴアレイパネルと対になるＲＧＢ３色を（一般

的には格子状に）Ｂ（黒）で分離された表示色をつける為のフィルタ。 

カラーフィルタレス化 カラーフィルタを用いるカラー表示では、表示色以外の色は着色層で吸収さ

れるため、光利用効率には上限（約 30%）が存在する。カラーフィルタを用

いない方式では、この上限が無くなるため大幅な光利用効率の向上が達成出

来る。 

輝度 光源や二次光源（反射面や透過面）から観測者の方向へ向かって発する「光

の強さ」を人間の目の感度で評価した測光量で、特定方向（観測方向）のみ

に着目している。単位は（cd/m2）。距離に依存しない。 

高精細化 画素数を増やして、画質を向上すること。ハイビジョン映像の画素数は 1920

×1080 であるが、大画面では画素数を 4k×2k に増やすことにより画質を向

上させることができる。 

コントラスト 明暗比と訳す場合が多いが、ディスプレイ場合、一般的に最も高い階調の無

彩色の輝度 LH と最も低い階調の無彩色の輝度 LL から、LH／LL で表現す

る。光学分野では、モデュレーションコントラスト、すなわち、（LH-LL）

／（LH+LL）で表すことが多い。 

＜さ＞  

視覚特性 コントラスト感度特性、空間分解能などをさす場合が多いが、視覚の特性の

総称である。 

主観評価実験 人間の心理反応を直接測定する実験。主観評価手法には、評点法、一対比較

法、順位法、ＳＤ法などがある。 

消費電力 電気機器などを動作させるときに必要な電力。 

スループット 単位時間あたりの処理能力（枚/時）。装置についてスループットを表現する場合、

基板投入間隔で表すことも多い（タクト：秒）。 

＜た＞  

低温ポリシリコンＴＦ

Ｔ 

ガラス軟化温度以下のプロセスで結晶化した、粒径数１０ｎｍ～数μm のポ

リＳｉ膜を半導体として用いたＴＦＴ。 

追従 対象基板上の下層パターン位置ずれ、歪みに対して露光位置を調整するため

に対象基板パターンをフォトマスクのシフト等で追いかける動作のこと。 

＜な＞  

人間工学的アプローチ 機器、システム、環境の設計において、人間の特性、実行されるタスクの特
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性、環境条件を考慮して、総合的に利用する人間側の負担を最小化し、快適

性、安全性を最大化するためのアプローチ。 

＜は＞  

バックライト 液晶ディスプレイは非発光型であるので、表示の視認性を良くするために液

晶パネルの背面から光を投射する装置。光源は蛍光管とＬＥＤとに大別され、

前者には冷陰極管と熱陰極管がある。 

発光スペクトル 可視光線を分光器で分解したときに得られる、波長の順に並んだ帯状の光の

像のこと。現在では、スペクトルという言葉は可視域に限らず、電波からγ

（ガンマ）線にわたるすべての電磁波領域で、波源からの放射を分解して波

長順に並べて整理したものに対して用いられている。 

パーティクル 微細な粒子状の異物などを指す。液晶パネル製造の際、基板表面に付着する

と欠陥（defect）の原因となる。 

パネル 液晶層を挟んだ 2 枚の基板からなり、透過あるいは反射光量を電気的に制御

する光学素子。周辺部には駆動信号を供給するための電極端子群が配置され

る。 

光利用効率 光源から出射された光エネルギーのうち、各光学要素を透過した光エネルギ

ーの割合。 

フィールドシーケンシ

ャル 

一般的に３原色の光源は、時間を分けて連続的に点灯することで白色や他の

色を表現する色表現の駆動法。本研究においては、カラーフィルタ方式と対

比される。 

歩留り 生産されたすべての製品に対する、不良品でない製品の割合。不良品を取り除い

て出荷できる製品の割合が歩留まりで、歩留まりが低いと原材料費や製造コストの

無駄が大きくなるため、企業の収益を圧迫する要因となる。 

プロキシミティ露光 フォトマスクを露光対象に近接させて露光する方式。一般にプロジェクション露光

に比べて解像度が低い。 

プロジェクション露光 フォトマスクの像を光学系を介し露光対象に投影して露光する方式。プロキシミ

ティ露光に比べて解像度は高いがコストも高い。 

偏光板 入射光に対して、特定の偏光成分のみを透過させる機能を有する光学部材。 

＜ま＞  

マグニチュード推定法 刺激を感じる強さの測定方法のひとつ。まず「標準」とされる刺激を与え、

それに「係数」と呼ばれる数を割り当てる。その後被験者に刺激を与え、被

験者が標準刺激との対比で感覚の強さを数で申告する。例えば、標準刺激の

２倍の強さと感じたら係数の２倍の数を申告する。 

モンテカルロ法 シミュレーションや数値計算に於いて、乱数を用いて行う手法の総称。 

＜英数＞  

ＣＣＦＬ Cold Cathode Fluorescent Lamp の略。冷陰極管。陰極を加熱して熱電子放

出を行う一般の蛍光灯（熱陰極管）と異なり、陰極を加熱しないで電子放出

を行うもの。容易に調光出来るため、液晶バックライト用光源として多用さ

れている。 

ＣＲＴ Cathode Ray Tube の略。別名、ブラウン管。電子ビームを走査し、蛍光板に

あてて、発光させる。電子ビーム強度を、蛍光板の位置に合わせて制御し、

像を描く。 

ＬＥＤ Light Emitting Diode の略。 

ＴＦＴ Thin Film Transistor の略。薄膜トランジスター。液晶パネルではガラス基板上

にアモルファス Si や多結晶 Si などで構成され、液晶の駆動制御に使用されてい

る。 

 



Ⅰ．－１ 

Ｉ．事業の位置付け・必要性について 

１．ＮＥＤＯの関与の必要性・制度への適合性 

１．１ ＮＥＤＯが関与することの意義 

1.1.1 政策への適合性 

 ディスプレイは、テレビ用途のみならず、パーソナルコンピューターや携帯電話などのモニタ

用途としても広く使われている。また、街頭や商業施設などにおいてもディスプレイを使用して

情報発信するデジタルサイネージとしての利用も高まりつつある。情報通信（ＩＴ）技術の発達

により、情報を表示する手段としてのディスプレイの需要は高まっており、その中でディスプレ

イ技術は情報通信技術の重要な役割を担っている。その一方で、ＩＴ機器の普及によって情報通

信量が急増し、ＩＴ機器の消費電力量も増大しているため、対策が求められている。 

 こうした中、我が国の政府も情報通信分野を重視した研究開発政策を進めている。これまでに

政府は、「科学技術創造立国」を国家戦略として打ち立て、科学技術基本法の下で「科学技術基

本計画」に基づく総合的施策を強力に推進してきた。ディスプレイ技術が含まれる情報通信分野

は、「第３期科学技術基本計画」（計画年度：平成１８年度から２２年度）においても「重点推

進４分野」（ライフサイエンス、情報通信、環境、ナノテクノロジー・材料）の一つとして位置

付けられ、優先的な資源配分を行う対象となっている。経済産業省の「新産業創造戦略２００５」

（平成１７年６月）においても、情報家電分野は日本の将来を支える戦略７分野（燃料電池、情

報家電、ロボット、コンテンツ、健康・福祉・機器・サービス、環境・エネルギー・機器・サー

ビス、ビジネス支援サービス）の一つとして位置付けられ、具体的な市場規模、目標年限を明示

した政策のアクションプランが明示された。また、内閣に平成１３年から設置されたＩＴ戦略本

部（高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部）による「ＩＴ新改革戦略」（平成１８年１月）

では、ＩＴを駆使した環境配慮型社会の実現に向けて、ＩＴ機器によるエネルギーの使用量を抑

制化する取り組みが目標としてあげられており、「重点計画２００８」（平成１９年８月）の中

においてディスプレイの省エネ化が具体的な施策として取り上げられている。さらに、経済産業

省の「経済成長戦略大綱」（平成２０年６月改定）においても「持続的なＩＴの活用を可能とす

るため、技術開発などにより半導体やＩＴ機器・システムの更なる省エネルギーを強化する「Ｉ

Ｔの省エネ」と、ＩＴを活用した社会全体の省エネルギーに貢献する「ＩＴによる省エネ」を両

輪で進める「グリーンＩＴ」を推進する」と示されている。このように、情報通信技術に関する

政策は多く、国家的な戦略として支援が行われている。 

 このような位置付けのもと、経済産業省「イノベーションプログラム基本計画」（平成２０年

４月）が策定されている。このうちＩＴイノベーションプログラムでは、我が国が目指す高度情

報通信ネットワーク社会の構築に向けて、情報化の進展に伴うエネルギー消費量の増大等の課題

に考慮した情報通信技術を開発し、実社会への利用を促進することがねらいとなっている。また、

エネルギーイノベーションプログラムでは、総合エネルギー効率の向上に資する技術開発とその

成果の導入を促進する取り組みが行われる。独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構

（以下、ＮＥＤＯと略記する）が実施する本プロジェクト（次世代低消費電力液晶ディスプレイ

基盤技術開発）は、このＩＴイノベーションプログラムおよびエネルギーイノベーションプログ

ラムの一環として実施するものである。 

 以上のように、本プロジェクトが目指す情報通信技術の開発および省エネ技術の開発は、国の

産業技術政策とも合致するものとなっている。 

 

 



1.1.2 NED0中期計画における位置づけ

NED0の第2期中期計画1においては、情報通信分野の目標として、高度な情報通信(1T)

社会の実現とIT産業の国際競争力の強化があげられている。そのためのディスプレイ技術の開

発として、 NED0では大画面・高精細・高画質でありながら低消費電力化を実現する技術の開

発を推進する。

図 1.1 にNED0における電子・材料・ナノテクノロジー部の取り組みをまとめて示す。
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、^、^

で示す5つの技術分野(半導体技術、ストレージ・メモリ技術、コンピュータ技術、ネットワー

ク技術、ユーザビリティ技術)は、経済産業省の「技術戦略マップ」における情報通信分野の区

分、およびNED0の「技術口ードマップ」の区分に対応するものである。 NED0では、本プ

ロジェクトのディスプレイ技術をユーザビリティ分野に位置付け、薄型ディスプレイ市場におい

て引き続き主流となる液晶ディスプレイの低消費電力化に取り組む(図 1.2)。
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図 1.2 ＮＥＤＯ 電子・材料・ナノテクノロジー部のユーザビリティ技術に関する取り組み 
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1.1.3  ＮＥＤＯが関与する必要性・意義 

 本プロジェクトは、次の視点から、ＮＥＤＯが関与する必要性・意義がある。 

（１）公益性とＣＯ２削減効果 

ディスプレイ技術は、将来の情報通信分野における中核的・革新的技術であり、我が国のエ

レクトロニクス産業の優位性の確保と情報化社会の推進にとって大きな意義を持つものである。

また、ディスプレイの用途のひとつであるテレビは、国民にとって関心の高い商品であり、技

術開発に対する期待も大きいものである。図 1.3のように家庭内の電気使用量において、テレ

ビは約１０％を占める。このため、液晶ディスプレイの低消費電力化を実現すれば、家庭分野

における省電力化を促進することができることから、公共性が高いプロジェクトであるといえ

る。また、地球温暖化対策への取り組みとしても重要であり、本プロジェクトの成果によって

テレビやＩＴ機器に利用されているディスプレイの消費電力を削減し、ＣＯ２排出量削減に大

きく貢献できる。このように国家的な取り組みとも合致するプロジェクトであり、ＮＥＤＯが

関与して取り組む意義がある。 

 

 

図 1.3 家庭における消費電力量の割合 

（資源エネルギー庁 平成 16年度電力需給の概要より） 

   

（２）国際競争力確保 

 ディスプレイ産業は国際競争の激しい技術分野である。図 1.4 は液晶ディスプレイの２０１０

年における国別生産実績を示したものである。かつては大きなシェアを獲得していた我が国であ

るが、韓国や台湾で戦略的大規模投資が行われた結果、生産シェアは約１０％まで低下している。 

 韓国では、ディスプレイ業界における韓国の地位をより一層高めようと、国家的な戦略を打ち

出した。２０００年代前半の臨時投資税額控除政策により液晶産業は１０％～１５％の税額控除

を受けられたほか、外国投資促進法による７年間法人所得税免除、３年間税半額といった合弁会

社優遇策による外国技術の積極的導入のフェーズを経て、平成１９年５月に韓国の産業資源部は、

大手ＦＰＤメーカー４社（サムスン電子、サムスンＳＤＩ、ＬＧ電子、ＬＧフィリップスＬＣＤ）

と特許協力や共同研究開発の推進など８項目における団結を盛り込んだ「８大相互協力決議」を

採択したと発表した。さらに、韓国政府が平成１９年に策定した「第２次科学技術基本計画（２

００８-２０１２年）」は平成２０年８月に「先進一流国家に向けた李明博政権の科学技術基本計

画(５７７イニシアチブ)」として改訂され、この中でも「次世代ディスプレイ技術」が重点育成
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技術として取り上げられている。このような動きから、韓国のディスプレイ産業が活発化し、日

韓企業の競争がより激化すると考えられる。また、台湾においては二兆双星プロジェクト（平成

１４年～）やＬＣＤ製造設備産業への支援などの施策が積極的に行われている。 

 我が国は液晶ディスプレイの性能や製造技術についてトップの座を保持しているものの、海外

メーカーの猛追で国際市場環境は一層厳しくなっている。我が国の経済を牽引するための大きな

原動力の一つであるディスプレイ技術の継続的発展は重要な政策課題であり、今後も需要が見込

まれる液晶ディスプレイについても技術力、産業力の強化が必須である。 

 ＮＥＤＯには、我が国の産業競争力の源泉となる産業技術の核となるプロジェクトを実施して

いくことが期待されている、我が国ディスプレイ産業の国際競争力の維持・強化を図ることは喫

緊の課題であり、国の助成による取り組みを行うことは極めて重要である。そのためには、国内

企業間の連携や技術の共通化が必須であり、民間活動のみでは十分でなく、ＮＥＤＯが関与する

意義がある。 

 

図 1.4 液晶ディスプレイの国別生産金額シェア（2010年） 

（富士キメラ総研「2011液晶関連市場の現状と将来展望」を元に作成） 
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 ディスプレイ産業において国際的に厳しい競争環境にある中、世界市場におけるテレビの競争
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本プロジェクトの成功により、我が国ディスプレイ産業とその関連産業の国際競争力強化、およ
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１．２ 実施の効果（費用対効果） 

 本プロジェクトの目的は、液晶ディスプレイの低消費電力化技術を開発することである。プロ

ジェクトの事業期間は５年間、事業規模は約３８億円の計画で開始された。 

 液晶テレビ市場規模は、図 1.5の通り平成２２年度で約１,０００億ＵＳ＄である。この市場規

模は、ディスプレイ価格下落の影響によって、本プロジェクト開始当時の予測よりも下方修正さ

れているが、台数は年々着実に伸長を継続している。 

 

図1.5 液晶ディスプレイパネルの市場規模予測（金額） 

（第22回ディスプレイサーチフォーラム（2012年1月）をもとに作成) 

 

 世界市場における薄型テレビのメーカー別シェアでは、図 1.6 に示すようにサムソン電子が２

２％を占め、次いでＬＧ電子１４％、ソニー１２％、パナソニック８％と続き、日韓の企業で市

場の過半数を占めている。このような中、本プロジェクトの推進は、我が国のディスプレイ産業

の一層の競争力強化につながり、我が国経済の牽引役となるＩＴ産業の発展を促進することが期

待できる。同時に、大型ディスプレイ技術がコア技術である情報家電分野において、激しい国際

競争社会における我が国がＩＴ産業のプレゼンスを確保できると考えられる。                                      

 

図1.6 世界市場における薄型テレビ市場金額シェア（2010年） 

（第22回ディスプレイサーチフォーラム(2012年1月）をもとに作成） 
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平成２７年（２０１５年）における液晶テレビ市場は、図 1.5から換算すると約７．９兆円（１

＄=８０円で算出）であり、このうち本プロジェクト成果の製品シェアを３割と考えると、約２．

４兆円の製品に適用されることになる。これは本プロジェクトの予算実績の２７．４億円に対し

て、充分な大きな金額といえる。 

また、液晶テレビなどの薄型ディスプレイテレビにおいては、消費者ニーズの高まり等を踏ま

えた「大型化」、「高精細化」、「高性能化」等が進んでいるため、このままでは１台当たりの

消費電力が増加することにもなりかねない。従って、大画面かつ高精細・高画質でありながら、

低消費電力が実現できる大型低消費電力液晶ディスプレイの基盤技術の確立は、省エネという観

点からも非常に重要である。すなわち本プロジェクトの成果によって、家庭の消費者は、家庭内

テレビの消費電力を抑えることができ、電気料金の削減などの恩恵を享受できるとともに、国際

的なＣＯ２削減活動にも貢献できることになる。 

 以上のことから、本プロジェクトの助成費に対して十分大きな効果が期待できるものといえる。 
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２．事業の背景・目的・位置づけ 

２．１ 事業の背景 

2.1.1 社会的背景 

薄型ディスプレイの普及は急速に進んでおり、薄型テレビの出荷台数も平成１９年から平成２

４年の５年間で２倍以上の伸びが予測されている（図 1.7）。また、ハイビジョン対応やディスプ

レイパネルの価格低下によって、家庭内テレビの薄型テレビへの置き換えも急速に進んでおり、

テレビの平均画面サイズも年々大きくなっている（図 1.8）。画面サイズの大型化や高精細化（ハ

イビジョン化）に起因して、一台あたりの消費電力は増加傾向にあり、家庭内におけるエネルギ

ー消費も増加している。従って、ディスプレイの低消費電力化技術への取り組みは急務の課題と

なっている。  

      

            図 1.7 薄型テレビの出荷台数変化（予測） 

（第21回ディスプレイサーチフォーラム(2011年7月）をもとに作成) 

     

図 1.8 薄型テレビの平均画面サイズの変化 

（第 19回ディスプレイサーチフォーラム（2010年 7月）、 

第 21回ディスプレイサーチフォーラム（2011年 7月）をもとに作成） 
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図 1.9 大型ＴＶ向け各種ディスプレイの生産量 [百万台] 

（第21回ディスプレイサーチフォーラム(2011年7月）をもとに作成) 

 

このような環境変化の中、テレビ用ディスプレイの主流となる液晶ディスプレイ（図 1.9）は、

新しい映像文化を築く日本のディスプレイ産業の柱となっており、産業界および市場の中で大き

な地位を確立しつつある。しかしながら、エネルギー消費という観点からは、市場要求・放送イ

ンフラの整備に伴う画面大型化や画素高精細化に起因して、一台あたりの消費電力は増加傾向に

ある。したがって、一台あたりの消費電力増加への取り組みは急務の課題となっている。 

 国家レベルでのテレビ低消費電力化の政策・規制の流れも進んでいる。日本では、省エネラ

ベリング制度のプラズマテレビ、液晶テレビの多段階評価基準を引き上げた（平成２０年４月）。

また、韓国企業と競争の激しい米国市場では、平成２１年にディスプレイの ENERGY STAR プログ

ラム バージョン 5.1 にて、ディスプレイの消費電力の基準が作成されており、更にバージョン

6.0への改定作業が開始されている。またカリフォルニア州エネルギー委員会で採択されている、

テレビに関するエネルギー効率基準が改定され（2010 APPLIANCE EFFICIENCY REGURATIONS）２０

１１年から適用開始、２０１３年にも再度改定予定となっている。更に、EUでもテレビのエコデ

ザイン要件（COMISSION REGULATION(EC) No 642/2009 of 22 July 2009）が採択され、平成２２

年８月より適用が開始された。このように、低消費電力化に関する外部情勢が世界的にも大きく

変化している。 

 このような動向を踏まえて本プロジェクトは、次世代大型液晶ディスプレイに必要な低消費電

力技術を確立することを目的として取り組むものである。プロジェクト成果を取り入れた低消費

電力性能が高い製品を市場投入することにより、ＣＯ２削減に貢献することができる。 

 

2.1.2 技術的背景 

大画面液晶ディスプレイの技術開発は、更なる大画面高精細化や放送信号を超える高画質

化の方向と、低コスト化の方向へ向かうと考えられる。大画面化のためには、画面の隅々ま
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での均一性が要求される。単純に大画面化するだけであれば、消費電力量も増大する。ＣＯ２

排出量削減の観点から、消費電力を低減し、且つ高画質・大画面化する技術が求められる。

２０１５年に試験放送が開始される予定のスーパーハイビジョン放送などに向けた高精細化

のためには、バックプレーン技術として、ＴＦＴの高性能化すなわち高移動度化が必要であ

る。更に配線の低抵抗化技術、画素容量低減技術等も求められる。ＴＦＴの高移動度化のた

めには、製造プロセスを現状のアモルファスシリコンから低温ポリシリコンへ変更するとい

うモバイル型ＬＣＤ同様の方法もあるが、大型ガラス基板を使用する現行のＬＣＤにおいて

は、微結晶シリコンＴＦＴや酸化物系ＴＦＴが有効と考えられる。放送信号を超える高画質

化については、バックライト（ＣＣＦＬ）の高色純度化、ＬＥＤバックライト、カラーフィ

ルタの高演色性などによる高い色再現性や、これまでにない臨場感をもたらす技術なども必

要になる。大画面均質性のためには、光学部材の大面積化に起因する不均一を補償し、製造

マージンを拡大する光学設計技術が必要となり、かつ高輝度ＬＥＤの色調均質化、及び大規

模マウント技術による大型低消費電力バックライトシステム技術なども必要と考えられる。

高色再現性については、高演色性設計と大型バックライトシステム技術を組み合わせ、最適

化することにより、自然界に存在するあらゆる色を加工することなく忠実に再現することが

可能となる。低コスト化・低消費電力化に対しては、偏光板やバックライトに代表される光

学部材の機能統合、一括形成、局所調光制御技術なども求められる。すなわち、導光板、拡

散板、偏光板といった光学シート類を一体あるいは一括成型することによりバックライトの

光を利用する効率が向上し、バックライトの使用数を減らすことも出来るため、その両方の

効果で、低コスト・低消費電力化が計られていくものと考えられる。 

 

２．２ 事業の目的 

本プロジェクトはこのような観点から、大画面省電力を量産工程に於いてでも早期に具現化で

きる装置技術およびプロセス技術によるパネルの高効率化と、バックライト技術と関連した画像

表示技術により高品位な表示を保った省電力化に焦点を当て、液晶ディスプレイの低消費電力化

技術の開発を行うものである。 

これにより、ディスプレイ分野での産業競争力強化に資するのみならず、情報通信分野で利用

されるディスプレイデバイスおよび機器の消費電力低減を実現し、地球温暖化防止の観点から先

進国を中心に定着しつつある温室効果ガス（二酸化炭素）排出量削減に対して充分対応するＣＯ２

削減に貢献することを目的とする。 

 

２．３ 事業の位置付け 

 経済産業省の技術戦略マップ及び技術ロードマップにおいて、ディスプレイ技術は図 1.10に示

すようにユーザビリティ分野の技術開発として位置付けられており（末尾の添付資料（Ｃ）技術

戦略マップ－１参照）、ＮＥＤＯにおいても図 1.10に示すように、液晶、ＰＤＰ、有機ＥＬの各

技術について開発事業を行ってきた。 

このうち、液晶については先行プロジェクトにおいて中小型ディスプレイを対象とした高機能

化、低消費電力化を実現するための技術開発を実施しており、これに続く形で、大型ディスプレ

イの消費電力を大きく低減することを目的とした本プロジェクトを行っている。これは、消費電

力削減の世界的な要望の高まりを背景に、大型化、高精細化に伴う消費電力増加への対策として

行ったものである。 
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図1.10 NEDO電子・材料・ナノテクノロジー部（旧電子・情報技術開発部） 

におけるディスプレイ技術への取り組み 
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Ⅱ. 研究開発マネジメントについて 

1. 事業の目標 

1.1 事業全体の目標 

 来るべき高速・大容量データ通信時代は、各家庭や個人に IT 機器が普及し、その中

でも液晶テレビは、高精細・高品位・高機能など性能向上が格段と進むとともに、膨大

な数量増加が見込まれる。そのため、消費電力の抑制策が必須となっている。 

本プロジェクトは、CRT に代わって市場の主流を占めている液晶テレビを始めとし

て、次世代液晶ディスプレイの更なる低消費電力化の基盤技術を開発する。具体的には、

液晶パネルの低消費電力化に繋がる TFT の特性向上を可能とする大型装置技術の開発

を図る「装置技術およびプロセス技術の開発」、高画質かつ低消費電力な大型液晶ディ

スプレイの実現する新規表示モードとその最適表示システムの開発を図る「画像表示技

術の開発」、高効率な LED バックライトシステムを構築して液晶ディスプレイの消費

電力の大半を占めるバックライトの低消費電力化を図る「高効率部材の開発」を行う。 

研究開発全体の目標は、40 型前後のフルハイビジョン対応液晶ディスプレイのバッ

クライトシステムを含めた液晶モジュールの消費電力をプロジェクト開始時（平成 19

年 4 月モデル）に比べて大幅に低減させるための基盤技術開発を行うことである。数値

的には、中間目標は平成 21 年度までに同モジュールの消費電力を 30％低減することで

あり、最終目標は平成 23 年度までに同 50％以下にすることである。 

本事業全体の目標は、地球温暖化防止の観点から先進国を中心に定着しつつある温室

効果ガス（二酸化炭素）排出量削減に対して充分対応するものであり、妥当なものであ

ると言える。 

尚、要素技術の実証は開発レベルで行うこととする。 

 

1.2 テーマ選定の理由 

 大型ディスプレイの需要は、CRT テレビから薄型・大画面・高精細・高画質・低消

費電力を特長とするフラットパネルディスプレイへと置き換わりつつある。 

 フラットパネルディスプレイの主流を占める次世代大型テレビは、デジタル化・超高

画質化により、「高い臨場感」、「本物らしさの体感」のニーズに対応したスタイルに進

化していくと考えられる。液晶ディスプレイを中心とする次世代テレビは、その需要の

増大、大型化、高機能化などに伴って、消費電力は急激に増加するため、その低減およ

び環境影響低減を念頭に置いた技術開発が重要となる。 

本事業全体の目標を達成するために、「装置技術およびプロセス技術の開発」、「画像

表示技術の開発」、「高効率部材の開発」を研究開発テーマとして選定した。各社が独自

性を競う技術領域ではない基盤技術開発に主眼を置き、本事業のようなプロジェクトに

おいて開発を推進するに相応しい技術分野であるといえる。 

大型液晶ディスプレイ産業における競争力を今以上に強化し、地球環境にも大きく貢
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献するためには、日本の産官学が一体となって進める本事業のテーマ選定は妥当であり、

且つ重要である。 

 

1.3 個別テーマの設定  

1.3.1 装置技術およびプロセス技術の開発 

 このテーマでは大きく分けて以下２つの開発を行なう。 

（１）新規パネル製造装置技術開発 

（２）大画面用高性能 TFT アレイ技術開発 

 

1.3.1.1 設定目標とその理由 

 

１）次世代の大型 及び 高精細液晶パネル実現に必要な高性能 TFT 技術とその設計技

術確立を行なう。具体的には、現在のアモルファス TFT の移動度の 3～5 倍を達成する

要素技術とプロセス技術開発 及び その高性能 TFT に適した設計技術開発を行う。 

 

２）１）での高性能 TFT 技術を確立するため、成膜装置技術を開発する。また、次世

代パネル製造に対応した高速ウエット洗浄装置や露光装置等の基盤技術を開発し、プロ

セスエネルギー低減と高生産性を狙う。  

 

３）上記２つにより、TFT サイズの縮小化と大画面用高性能 TFT アレイ技術を確立し、

パネルの高開口率化 すなわちパネルの光利用効率向上を図り、パネルでの低消費電力

化を狙う。 

 

＜目標の根拠＞ 

次世代パネルとしては大型化 及び 高精細化は必須のものとなり、その使用台数も世

界規模で増加することが確実と予想される。従って、次世代パネルを実現するデバイス

性能の向上、パネルでの低消費電力化 及び パネル生産エネルギーの抑制が重要となる。

これらを目指した新規パネル製造装置技術・プロセス技術の基盤技術の構築することに

より、次世代大型低消費電力液晶ディスプレイの実現に貢献する。 
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1.3.1.2 計画内容 

「装置技術およびプロセス技術の開発」に関わる研究テーマの研究開発内容とそのポイ

ントを表 2.1 に示す。また、目標の概要と中間目標、最終目標を表 2.2 に、開発計画を

図 2.1 および図 2.2 および表 2.3 に示す。以下、各テーマについて詳しく述べる。 

 

（１） 新規パネル製造装置技術開発 

a)  新規プラズマ成膜装置技術の開発 

大面積用高性能TFTアレイの実現に向け、微結晶Si膜および絶縁膜を均質・大面積形

成可能で、かつ高生産性の新規プラズマ成膜装置基盤技術の開発を行う。 

 

①解決しようとしている課題 

・微結晶Si膜を高品質でありながら大面積かつ高生産に供給すること。 

 

②現状技術の限界及びその理由 

既存ラインへの即応性を優先して高性能TFT用半導体材料としてアモルファスSi

に代わり微結晶Siを選択することとした。その微結晶Si TFTを実現また実用化するた

めには微結晶Siを高品質かつ高生産に成膜する技術と装置が必要である。しかし、微

結晶Siの成膜技術として、VHF、ECRやICPなどのCVD法があるが、現状では何れも

一長一短があり、高品質かつ高生産を両立できるものは存在しない。 

 

③ブレークスルーするためのポイント 

・新規マイクロ波プラズマ技術の開発 

・大面積化が可能で安定かつ高均一なプラズマ源技術の開発 

・高品質膜・高速成膜に向けて最適化された成膜条件の構築 

 

b) 新規ウエット洗浄装置技術の開発 

プロセス上の要となる洗浄技術に関し、新規ウエット洗浄装置の要素技術を確立し、

次世代液晶ディスプレイ用パネル製造における歩留り向上による生産エネルギーロス

の低減を図る。 

 

①解決しようとしている課題 

・次世代液晶ディスプレイ用パネル製造に向けた洗浄効果の革新 

 

②現状技術の限界及びその理由 

次世代大型ディスプレイでは大型化、高精細化が必要とされ、そのパネル製造におい

ては歩留りの低下を回避し、生産性を維持・向上することが重要となる。その大きな要

因の一つがパーティクルである。前述の高精細化で解像度をフルHDから4k2kにした場

合、単純計算でもパーティクル数を1/4以下にする必要がある。大型化や高精細化にお
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けるパターン密度を考慮すると、パーティクル数を更に抑える必要がある。それを満た

すためには、機能水や二流体洗浄など現状の洗浄技術の延長では限界が生じる可能性が

極めて高く、抜本的解決に向けた新規洗浄技術が必要となる。 

 

③ブレークスルーするためのポイント 

・高効率パーティクル除去メカニズムの分析と解明 

・新規洗浄方法の考案とそれを適用した高効率洗浄装置技術の開発 

 

c) 新規露光装置技術の開発 

大画面用高性能TFTアレイ技術を用いた新規TFT設計に対応できる高精細パターン

形成及びマスクレスによるプロセス・製造エネルギー削減を狙って新規露光装置を開発

する。 

 

①解決しようとしている課題 

・露光に関わるコスト増大回避とパターンの高精度化かつ高生産性を両立する技術確立 

 

②現状技術の限界及びその理由 

液晶ディスプレイの大型化に伴い、製造工程において使用されるフォトマスクサイズ

も同時に大型化し、そのコスト増大が負荷となっている。加えて、大型フォトマスク製

造時の製造誤差と大型化に伴う露光パターンの重ね合わせ誤差の増大は、TFT回路設計

上マージンを増やさざるを得ないため負荷容量増加や開口率低下を招き、ディスプレイ

の高精細化、高速駆動化といったディスプレイの高画質化を実現する上で障壁になるの

みならず、低消費電力化にとっても大きな課題となる。上記を解決する技術として高精

度のフォトマスクレス露光が有望である。しかし現状のマスク露光（プロキシミティ露

光、プロジェクション露光など）、マスクレス露光（パターンジェネレータ露光、ビー

ム露光はマスクコスト）では、パターンの高精度化および高生産性を満足するものは存

在しないのが現状である。 

 

③ブレークスルーするためのポイント 

・大面積露光に対応可能なマスクレス露光方式の開発 

・高精度位置合せ技術及び装置技術の開発 

 

（２） 大画面用高性能 TFT アレイ技術開発 

アモルファスSiに代わり半導体膜として微結晶Si膜を適用し、TFT特性の大幅な向上

とその高性能TFTアレイに適したプロセス技術開発を行い、次世代液晶ディスプレイの

実現の可能性とその低消費電力化を検討する。 
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①解決しようとしている課題 

・次世代大画面・高精細・高画質液晶ディスプレイ用パネルとその低消費電力化の実現 

 

②現状技術の限界及びその理由 

液晶ディスプレイは、将来的には更なる大型化、高精細化の進展が予想される。ま

た、現状普及している倍速駆動も必須のものとされる。そこで、次世代ディスプレイ

に実現するためには、アモルファス Si に代わる高性能 TFT が不可欠となっている。 

現在、TFT用半導体材料としてアモルファスSiと多結晶Siが実用化されているが、

次世代ディスプレイへの適用に際しては、それぞれ駆動能力（低移動度：アモルファ

ス Si）及び 大型基板対応（大面積結晶化が難しい：多結晶 Si）の点で大きな課題が

ある。 

それを担う技術として微結晶 Si 及び IGZO を TFT 用半導体材料候補とした開発が

行われている。現時点では、微結晶 Si は、IGZO より生産性（既存ラインへの即応性）、

信頼性の面で優位であり、次世代大型ディスプレイの実現に向けて大きな可能性があ

る。 

 

③ブレークスルーするためのポイント 

 ・TFT の高性能化を実現できる微結晶 Si 膜および絶縁膜の開発 

・高性能・高信頼性を可能にする微結晶 Si TFT 構造の検証 

・微結晶 Si TFT 性能を活用した TFT アレイ設計技術の構築 
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表 2.1 「装置技術およびプロセス技術の開発」 研究開発内容とそのポイント 

 

（１）新規パネル製造装置技術開発 

 

a)新規プラズマ成膜装置の技術 

解決しようとしている課題 現状技術の限界及びその理由 ブレークスルーためのポイント 
 

微結晶 Si 膜を高品質でありなが

ら大面積かつ高生産に供給する 

 

 
微結晶Siの成膜技術として、VHF、ECRやICP

などのCVD法があるが、現状では何れも一長

一短があり、大面積基板において高品質かつ

高生産を両立できるものは存在しない。 
 

 
・新規マイクロ波プラズマ技術の開発 

・大面積化が可能な安定かつ高均一なプラズマ源技術の開発 

・高品質膜・高速成膜に向けて最適化された成膜条件の構築 

 

b)新規ウエット洗浄装置の技術 
 
次世代液晶ディスプレイ用パネル

製造に向けた洗浄効果の革新 

 

 
次世代大画面・高精細ディスプレイのパネル製

造において、現状の洗浄技術の延長では歩留り

に大きな課題が生じる可能性が極めて高い。 
 

 
・高効率パーティクル除去メカニズムの分析と解明 

・新規洗浄方法の考案とそれを適用した 

高効率洗浄装置技術の開発 

 

c)新規露光装置技術の開発 
 
露光に関わるコスト増大とかつ

パターンの高精度化かつ高生産

性を両立する技術の確立 

 

現状のマスク露光、マスクレス露光ではパター

ンの高精度化および高生産性を満足するもの

は存在しない。 
 

 

・大面積露光に対応可能なマスクレス露光方式の開発 

・高精度位置合せ技術 及び 装置技術の開発 
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（２）大画面用高性能 TFT アレイ技術 
 
次世代大画面・高精細・高画質

液晶ディスプレイ用パネルとそ

の低消費電力化の実現 

 

 

TFT 用半導体材料としてアモルファス Si と

多結晶 Si が現在実用化されているが、次世代

ディスプレイの実現にあたり、高い駆動能力及

び大型基板への適用性を両立するものではな

い。 
 

 

・TFT の高性能化を実現できる微結晶 Si 膜および絶縁膜の

開発 

・高性能・高信頼性を可能にする微結晶 Si TFT 構造の検証 

・微結晶 Si TFT 性能を活用した TFT アレイ設計技術の 

構築 
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表 2.2 「装置技術およびプロセス技術の開発」の開発目標 

 開発目標 

開発目標概要 中間目標 最終目標 

 

 

 

 

 

新規パネル製造装置技術開発 

a）新規プラズマ成膜装置技術 

高性能 TFT 用微結晶 Si 膜および

絶縁膜を均質・大面積形成かつ高生

産性を可能にする成膜装置の基盤

技術を開発する。 

・高品質膜の成膜が可能な新規成膜

装置の基本構造の明確化。 

・大面積成膜に関する装置上の要素

技術課題を抽出。 

・高品質膜の成膜技術を確立する。     

・上記技術を盛り込んだ装置の要素

技術確立とともに、大面積基板用

装置の実現性を設計によって検証

する。 

b）新規ウエット洗浄装置技術 

TFT 作製プロセスで発生するパー

ティクルを高効率で除去できる新

規洗浄装置の基盤技術を開発する。 

・新規洗浄方式の基本性能評価完了。 

・新規洗浄方式を用いた洗浄システ

ムの実験装置構築および評価完

了。 

・新規洗浄方式を適用した評価装置

にて、高効率パーティクル除去能

力を検証する。 

・上記にて装置要素技術を確立し、

実験用装置にて能力の再現性を確

認する。 

c）新規露光装置技術 

大画面用高性能 TFT アレイ技術

に対応できる高精度かつマスクレ

スの新規露光装置技術を開発する。 

・新規位置合わせ方式の要素技術 

・新規露光方式の要素技術 

・上記 2 点を組み合わせた露光技術

の基礎評価を完了し、要素技術の

中間見極めを行なう。 

・新規位置合わせ方式と新規露光シ

ステムを組み合わせた装置技術を

確立する。 

・その重ね精度と高生産性を実験装

置にて検証する。 

 

大画面用高性能 TFT アレイ 

技術 

｢新規プラズマ成膜装置技術開発｣

と連動し、次世代液晶ディスプレイ

に適用可能な微結晶 Si膜TFTの性

能を実現する。 

また、「新規露光装置技術開発」と

も連動し、大画面用高性能 TFT ア

レイ技術によるパネルの低消費電

力化を検証する。 

・新規材料膜の基本成膜条件を確立。 

・TFT を作製し、性能を評価すると

共に更なる移動度向上に関する開

発方向付けを行う。 

・微結晶 Si 膜を用いた高性能 TFT

のための最適プロセス基盤技術を

確立する。 

・量産品に近い TFT 試作品にて、そ

の性能を確認する。 
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図 2.1 「装置技術およびプロセス技術の開発」の研究開発計画 

●新規パネル製造装置技術開発 

 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 
 

a）新規プラズマ成膜装置技術 

  の開発 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

b）新規ウエット洗浄装置技術 
の開発 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

c）新規露光装置技術の開発 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 
 
 
 
 

洗浄装置システム技術開発 

新規半導体膜の成膜メカニズム解明・膜質評価及び高品質膜化検討 

新規洗浄技術の要素技術開発及び実験装置の評価 

洗浄能力評価技術の検討 

および洗浄装置システム化技術の開発 

新規成膜装置開発用要素技術の検討 

高生産性量産装置の基盤技術の開発 

新規位置合せ技術に関する要素技術開発 

新規露光装置技術のシステム化検討 

および総合的な露光技術検証 

新規露光方式に関する要素技術の開発 
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図 2.2 「装置技術およびプロセス技術の開発」の研究開発スケジュール 

●大面積用高性能 TFT アレイ技術開発 

 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 
 

大画面用高性能 TFT アレイ技術 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 
 

 

 

 

新規半導体膜および絶縁膜の諸特性評価 

新規ＴＦＴ構造検討 

ＴＦＴ作製、ＴＦＴ特性評価および特性改善 

高性能ＴＦＴ設計・検証 

新規半導体膜 

および絶縁膜の膜質改善 
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表 2.3 「装置技術およびプロセス技術の開発」 年度計画 

（１）新規パネル製造装置技術開発 

 

テーマ 

年度目標 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

a） 新規プラズマ成膜 

装置技術の開発 

 

 

b）新規ウエット 

洗浄装置技術の開発 

 

 

 

c）新規露光装置技術 

の開発 

・新規成膜装置の構造 

検討。 

・新規材料膜の基礎評価。 

・装置構造の検証。 

・膜質評価および成膜 

条件の検討。 

 

・新規装置技術の 

検証用装置作製。  

・新規材料膜の膜質 

改善。 

・大型装置用要素技術

の確立。 

・高品質膜の成膜条件

最適化。 

 

・新規洗浄技術の要素 

技術検討および基礎 

評価。 

 

・洗浄メカニズムの解明

及び洗浄能力の向上

を図る。 

 

・新規洗浄技術を適用 

した装置化技術を 

検討し、装置化への 

目処をつける。 

・新規ウエット洗浄装

置の高効率パーテ

ィクル除去性能を

検証する。 

 

・新規露光方式の基礎 

評価。 

・位置合せ技術の検討。 

・露光部品の試作と 

動作性能評価。 

・位置合せシステム 

検討。 

・露光性能（パターン 

形成）の基礎評価。 

・位置合せ要素技術の 

確立。 

・露光装置システムと

しての基礎技術検

証を実施。 

 

 

 

(２）大画面用高性能 TFT アレイ技術開発 

(２）大画面用高性能 

TFT アレイ技術 

開発 

 

 

 

・新規成膜装置で作製 

した半導体膜および 

絶縁膜の基本特性 

評価。 

・成膜条件の最適化に 

よる膜質改善および

TFT 作製プロセスの

構築。 

・新規半導体膜 TFT の

試作および特性確認

と成膜条件の最適化

による移動度の向上。 

・技術評価用 TFT 構造

の検討。 

・成膜条件と TFT 

特性の再現性検討。 

・TFT 構造の最適化 

検討。 

・高開口率 TFT 設計

と特性検証。 
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1.3.2 画像表示技術の開発 

 このテーマではディスプレイの高画質化に視点を向けて、人間（視聴者）にとって好

ましい画質の実現のために、以下２つの開発を行なう。 

（１）人間工学による画質指針 

（２）色再現指標による画質指針 

なお、当初はこれらに加えて超高速表示モードの開発がテーマとなっていたが、平

成 21 年の中間評価の結果を受けて、中止となった（５．中間評価への対応、参照）。 

 

1.3.2.1 設定目標とその理由 

 

１）液晶ディスプレイの低消費電力化に関して、従来ではバックライト（B/L）などハ

ード面での改善が主であった。その半面で低消費電力化を重視するあまり画質がなおざ

りにされることや、店頭での画質競争が激化し、あるべき（人に優しい）画質の設定が

不十分であった。そのため、本来必要としない過剰な電力を消費しているなど、画質に

関する課題が多く残されていた。本テーマでは、これらの画質に関わる問題を解決し、

低消費電力化を実現することを目的としている。 

 

２）ディスプレイメーカーが一方的に画質を提供するのではなく、ユーザー、つまり人

間に立脚した「人間にとって好ましい画質（好画質）」を究明し、好画質と低消費電力

を両立するディスプレイ性能を実現することを狙いとする。 

 

３）上記実現のための新たな評価手法を開発するとともに、評価指標を考案し、それら

を活用して得られたデータから好画質かつ低消費電力を両立するための指針を策定す

る。この成果を世の中に広めディスプレイの設計に反映するとともに、一部はディスプ

レイシステムの中に機能化し、液晶ディスプレイの低消費電力化に貢献することを狙い

とする。 

 

 具体的には、当テーマでは 2 つのアプローチを試みる。 

 

（１）新たに人間工学的評価手法を確立し、人間にとって必要な画質を明確化する。 

 

（２）好画質化で重要項目である色再現に関し、測定物理量と主観評価結果を相関付け

る新たな指標を考案し、新たな画質指針を得る。 

 

この指標と上記（１）で得られた結果に基づき、好画質の指針を策定する。 

 



Ⅱ．－１３ 

 

＜目標の根拠＞ 

ディスプレイで極めて重要な好画質の観点で検討された事例は今までにない。従って、

上記アプローチで得られた成果やこれらを画質指針提言として広く公表することは、普

及したディスプレイの低消費電力化を実現し、省エネの環境社会を構築する上で極めて

有意義である。更に得られた成果は、好画質と低消費電力を両立するディスプレイの新

機能を創出するものとなりうる。 

 

1.3.2.2 計画内容 

「画像表示技術の開発」に関わる研究テーマの研究開発内容とそのポイントを表 2.4 に

示す。また、目標の概要と中間目標、最終目標を表 2.5 に、開発計画を図 2.3 および表

2.6 に示す。以下、各テーマについて詳しく述べる。 

 

（１）人間工学による画質指針 

種々の液晶ディスプレイの視聴環境を調査し、人間工学に立脚したディスプレイの画

質評価方法を確立する。また、その手法により取得したデータから好画質かつ低消費電

力を両立する画質指針を提言する。 

 

①解決しようとしている課題 

液晶ディスプレイ（テレビ）のユーザーが実際にどのように視聴しているのか、視聴

環境条件の十分な調査・分析がなされていなかったため、大型ディスプレイ（テレビ）

の総消費電力の定量的な議論が出来ていなかった。更に、好画質の視点での評価方法・

指標が確立されていなかった。 

 

②現状技術の限界及びその理由 

従来の画質評価方法は一定視聴環境下に留まっており、実情に即したものではない。

実際にはユーザーは様々な環境でディスプレイを視聴しており、これらを正確に把握し

評価において考慮する必要がある。かつ人間工学的な主観評価結果と融合することで、

好画質化と低消費電力化を最大限に引き出す画質設定が可能となる。この手法や指針は

これまでに確立された事例はなく、好画質化と低消費電力化を両立するために、新たに

取り組む意義は大きい。 

 

③ブレークスルーするためのポイント 

・種々の大型ディスプレイの視聴環境分析と重要パラメーターの抽出 

・画質評価方法の確立 

・必要画質の明確化 

 

（２）色再現指標による画質指針 
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好画質化に関わる色再現の観点から、主観と相関のある新たな評価パラメーターを導

出する。そのために必要な評価システムや評価ツールなども新たに開発する。最終的に

は、各種視聴条件に於いて好画質が得られる数値基準を人間工学的手法により検証し、

低消費電力化に向けた画質設計の指標を得る。 

 

①解決しようとしている課題 

ディスプレイの好画質かつ低消費電力の両立を図るにあたり、表示輝度を含めた色再

現性に関して人間にとって好ましい画質の標準となる評価方法と指標がいまだに存在

しない。特に、低輝度側での評価装置がなかったために、総合的画質指針が得られてい

なかった。 

 

②現状技術の限界及びその理由 

 従来では画質に対して高画質化を目指していたものの、ユーザーが好ましいと感じる

画質提供の視点での開発は不十分であった。その理由は表示性能の物理測定値を利用し、

画質に関する十分な主観評価分析が欠落していたこと、物理測定値に於いても低輝度側

での精度の高い測定装置が無かったこと等による。そこで、本テーマでは装置作製まで

踏み込み、色再現において人が好ましいと感じる画質（主観）とその物理測定値との相

関付けを明確にし、これまでにない好画質に於ける色再現の指標の考案と数値化を図る。 

 

③ブレークスルーするためのポイント 

・画作りに必要な特性を評価する適正な評価システムと評価ツールの構築 

・評価ツールの高精度化のための補正法開発 

・上記2つを駆使した好適色再現の指標（人間工学的観点を含む ※） 

 

 ※ 人間工学：上記（１）人間工学による画質指針のテーマと融合 
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表 2.4 「画像表示技術の開発」の課題・現状技術の限界 及び ブレークスルーポイント 

 

（１）人間工学による画質指針 

解決しようとしている課題 現状技術の限界及びその理由 ブレークスルーためのポイント 

 

液晶ディスプレイ（テレビ）の

ユーザーの実際の視聴環境条件の

十分な調査・分析がなされていな

かったため、大型ディスプレイ（テ

レビ）の総消費電力の定量的な議

論が出来ていなかった。更に、好

画質の視点での評価方法・指標が

確立されていなかった。 

 

 

 

実際にはユーザーは様々な環境でディスプレイを

視聴しており、これらを画質評価において考慮され

るべき事項である。しかし、一定の環境下での画質

評価に留まっているのが現状である。 

更に前述の事項を加味した評価手法や指針がこ

れまでに確立されていないことが、人間にとって好

ましい画質を究明するうえで、現状の限界に至って

いる要因である。 

 

 

・種々の大型液晶ディスプレイの視聴環境分析と 

パラメーター 抽出。 

・画質評価方法の確立。 

・必要画質の明確化。 

 

 

 

（２）色再現指標による画質指針 

 

ディスプレイの好画質かつ低消

費電力の両立を図るにあたり、表

示輝度を含めた色再現性に関して

人間にとって好ましい画質の標準

となる評価方法と指標がいまだに

存在しない。特に、低輝度側での

評価装置がなかったために、総合

的画質指針が得られていなかっ

た。 

 

 

人間にとって好ましい色再現に関して、その指標

となるものがなく、機器による物理測定値と主観的

評価が独立しているのが現状である。 

前述の様に、これまでにない人にとって好ましい

色再現の数値化と指標を得ることが画質作りで重要

であるのに対し、これらを導く画質評価手法および

システムが存在しないことも現状限界である。 

 

・画作りに必要な特性を評価する適正な評価システムと

評価ツールの構築。 

・別途、高精度測光器の開発と人間工学に基づく補正法

開発。 

・上記２つと好適色再現の数値基準を開発し、人間工学

的評価手法での検証。 

 

 ※ 人間工学：上記テーマの成果を融合 
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表 2.5 「画像表示技術の開発」の開発目標 

 

 開発目標 

開発目標概要 中間目標 最終目標 

 

 

 

（１）人間工学による画質指針 

 

 

 

 

 

実地調査とWebアンケート調査

により、ユーザーのテレビ視聴条

件、画質不満点等を詳細に把握す

る。 

その種々の視聴条件下での主観

評価を実施し、低消費電力と好画質

を両立するための画質制御手法お

よび画質評価手法を明確にする。 

上記で得られた知見をガイドラ

インとしてまとめ、画質指針の提言

を行う。 

 

・国内および海外でのテレビ視聴に 

関する実態調査に基づく、一般家庭

でのテレビ視聴条件の分析と画質

課題の抽出を完了し、分析に移行す

る。 

・上記の種々の視聴条件や画質課題に

立脚した画質評価手法を提案し、 

その確立に向けて着手する。 

 

 

・人間工学的アプローチにより、 

低消費電力と好画質を両立する 

画質条件を評価・検討し、得られた

知見を以下の項目に集約する。 

〇 画質評価手法の確立 

〇 必要画質の明確化 

〇 画質指針の提言 

 

 

 

（２）色再現指標による 

画質指針 

 

 

 

 

色再現に関わる画質評価手法お

よびシステムを新たに開発する。 

上記を用いて好画質における色

再現に関する数値指標を定義する。 

更に、上記（１）テーマと融合し

て、好ましい色再現性を人間工学的

評価から求め、省エネ環境に対応し

た画質設計の指標とする。 

 

・色再現に関わる評価システムの構築

を完了し、評価方法確立と数値指標

の定義策定に着手する。 

・上記と並行して人間工学的評価で 

必要となるデータ群の取得を開始

する。 

 

・色再現性の指標を提案し、視聴環境

に於ける特性の変化を把握し、許容

限を求める。 

・低消費電力化に効果のある視聴環境

での好ましい色再現目標値を導出

し、画作りに貢献する。 

 



Ⅱ．－１７ 

図 2.3 「画像表示技術の開発」の研究開発計画 

 

 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

（１）人間工学による画質指針 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

（２）色再現指標による画質指針 
     

 
 

評価システムと評価ツールの開発 

画質評価方法の検討 

調査準備 

実地による視聴環境調査 

Web による視聴実態調査と分析 

高精度光学測定器 及び 補正方法開発 

画質要求特性評価 

視聴条件・課題分析 

ガイドライン準備と発行 

総合画質の評価方法の確立 

物差しの定義付け 拡張展開と確立 

人間工学的評価検証 

拡張検討 
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表 2.6 「画像表示技術の開発」 年度計画 

 

テーマ 

年度目標 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

（１）人間工学による画質指針 

 

実態調査項目を決定

し、Web調査と一般

家庭への実地調査を

開始する。 

 

 

必要画質の評価条件

と実験手順について

検討を行う。 

 

一般家庭への実地調

査を完了し、Web調査

データと合わせて、視

聴条件・画質不満度を

分析する。 

 

映像分析システム開

発に着手し、画質評価

手法の方向付け。 

 

実態調査に基づく家庭

でのテレビ視聴条件 

分析と課題抽出を行な

う。 

 

 

画質評価手法を提案

し、各画質要因／総合

画質の１次取りまとめ

を行なう。 

視聴条件と視覚疲労

との関係に関する検

討。 

 

 

 

画質評価手法の拡張

検討し、必要画質の最

終取りまとめを行な

う。 

人間工学的画質評価

手法の確立。 

低消費電力と好画質

を両立するために必

要な画質を明確化す

る。 

上記を基に、ガイド

ラインにて提案を行

なう。 

 

（２）色再現指標による画質指針 評価システムと評価

ツールの開発に着手

し、高精度光学測定

器の開発の準備を行

なう。 

評価システムと評価

ツールを構築し、高精

度光学測定器の補正

方法開発に着手する。 

評価システムと評価ツ

ール 及び 高精度光学

測技術を構築する。 

 

指標の定義付けを行な

う。 

指標を拡張展開し、確

立する。 

 

開発要素技術に関し、

好ましい色再現性を

求める人間工学的評

価による検証を実施。 
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1.3.3 高効率部材の開発 

 このテーマでは大きく分けて以下 3 つの開発を行なう。 

（１）LED を搭載した高効率・高品質バックライトの開発 

（２）バックライトの新規検査システムの構築 

（３）バックライトの光利用効率向上技術の開発 

 

1.3.3.1 設定目標とその理由 

 

１）LED を搭載したバックライトシステムで、高品質かつ高効率（低消費電力）を実

現する技術を開発する。そのために、LED 光源で生じやすい、輝度むら、色むらに着

目し、それらの物理量の定量的評価法を確立するとともに、各種主観評価との相関を

見いだす。これにより各種むらが発生しにくいバックライトの設計指針を導出する。

加えて、LED を搭載したバックライトに於いて、低消費電力化と高画質を両立する高

効率な駆動方法も開発する。 

 

２）LED を搭載した高効率なバックライトシステムを検証するためには、それらを正

確かつ高速で光学特性を評価する必要がある。よって、そのための新たな検査システ

ムを構築する。更に評価対象のデータベースも構築し、計測データ・検証結果 及び 人

の判断結果をデータベースに格納することで、日々の検査結果がより人の判断結果に

近づく検査システムを構築する。 

 

３）LED を搭載したバックライトシステムに於いて LED から出射される光を高効率に

制御することにより、ディスプレイ内部で最も光損失が生じる光吸収部材の削減を図り、

圧倒的な（従来比 1.5 倍以上）の光利用効率を実現し、低消費電力化を目指した新規デ

ィスプレイ構造を提案する。 

 

 

＜目標の根拠＞ 

液晶ディスプレイモジュールの消費電力では、バックライトが大きく占めている。そ

のため、バックライトシステムの光利用効率向上、光吸収部材の削減は低消費電力化を

図るうえで、極めて重要である。 

また、バックライトシステムに LED を搭載するにあたっては、個々の LED の発光

スペクトルや光量のばらつきなど、LED が点光源であるが故の「むら」が必ず発生す

る。この問題の解決なくして、LED を搭載したバックライトシステムは成立しない。 

よって、LED を搭載したバックライトシステムの高品質化かつ低消費電力化の両立

の観点で、上記目標で掲げた LED 光源の最適構成やそれらのバックライトシステムの
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高速検査システム、更に LED から放射光を最適に制御する高光利用技術は、LED を搭

載したバックライトの課題解決に対する抜本的な取り組みとなる。 

 

1.3.3.2 計画内容 

「高効率部材の開発」に関わる研究テーマの研究開発内容とそのポイントを表 2.7 に示

す。また、目標の概要と中間目標、最終目標を表 2.8 に、開発計画を図 2.4 および表 2.9

に示す。以下、各テーマについて詳しく述べる。 

 

 

（１）LED を搭載した高効率・高品質バックライトの開発 

 

本テーマは、LEDを搭載したバックライトシステムの高品質化と低消費電力化に貢

献するものである。即ち「むら」と認識される「輝度むら」と「色むら」に関し、その

定量評価方法を確立し、その方法で得られた結果と主観評価結果を明確にし、数値化す

る。更に、この考察から「むら」を発生し難いLEDの配置設計などバックライト設計

指針を得る。加えて、高品質と低消費電力化を両立するバックライトの駆動方法につい

ても言及する。 

 

①解決しようとしている課題 

液晶ディスプレイの大型化・高精細化に伴い、画面輝度のむらは表示の高品質化に

とって大きな支障となってきている。一方、LEDを搭載した液晶ディスプレイでは、

LEDが点光源であることから、そのスペクトルや光量のばらつきによって、色むら、

輝度むらが発生しやすい。そのむらに関する評価は主観に頼っており、その基準も曖昧

であるのが実情で、製造上で多大なロスを発生している要因となっている。従って、む

らの定量的方法を確立することが重要なポイントとなり、またこれによりバックライト

の低消費電力化の視点での考察も可能となる。 

更に、高品質と低消費電力化を両立する観点からは、LEDを搭載したバックライト

システムの駆動方法に関し、低消費電力化の余地が十分に残されている。 

 

②現状技術の限界及びその理由 

むらに対する明確な品質管理の業界統一指標が存在せず、各メーカーの製造現場に

おいて人に多大に依存する目視判定検査が行われており、上記課題を打破する定量評価

手法が見いだせていないのが現状限界である。また、LED を搭載したバックライトシ

ステムの駆動方法では各メーカー独自で画作りがされており、十分なバックデータに基

づき最適化及び統一的見解を持って決定されたものではないのが現状と認識している。 

 

 

③ブレークスルーするためのポイント 
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・むらの定量評価法の確立 

・むらの発生し難いバックライトの設計指針導出 

・高品質と低消費電力を両立する LED 搭載のバックライトの新規駆動方法の開発 

 

（２）バックライトの新規検査システムの構築 

LED を搭載した高品質バックライトシステムの開発の高効率化を主目的に、ディス

プレイまたはバックライト特性のパネル面内の定量評価を実現する。具体的には、パネ

ル面内検査精度・速度の向上とともに主観評価から客観評価への転換を可能にし、日々

検査結果がより人の判断に近づく新規検査システムを構築する。特に前述（１）での様々

な「むら」や更に様々な「色」に関するパネル面内検査にも応用展開可能なものとする。 

 

尚、本テーマで取り上げる課題と現状技術の限界は、（１）LED を搭載した高効

率・高品質バックライトのテーマと一部同期するものである。また、従来のパネル面内

二次元測定装置は、測定精度と測定速度が相反し、製造ラインとして実用的なものでは

なかった。更に人間の官能検査結果とも十分なデータに基づく対応も取れていなかった。 

 

①解決しようとしている課題 

旧来バックライトに用いられていたCCFLは比較的パネル面内の分光特性にはばら

つき・変動が少ない。一方、LEDでは点光源であるためそのばらつきが大きくなり、

二次元面での精度の高い特性測定が必要となる。しかし、従来の計測器では誤差が大き

いためLED搭載のバックライトや次世代ディスプレイの検査として十分に役割を担え

ない。 

また、バックライトの最終検査は官能検査、いわゆる人間による主観検査となってお

り、検査に時間、人を要することや、基準が曖昧であることも現状課題である。 

 

②現状技術の限界及びその理由 

現状のパネル面内二次元分光計測器は測定精度と測定速度が相反し、製造ラインとし

て実用的なものではない。更に人間の官能検査ともその測定結果は対応が取れていない。

今後、パネルの大型化や高精細化が進む中で、製造ラインとして実用可能な高精度・高

速分光放射輝度計及び検査システムの構築は極めて重要である。 

 

③ブレークスルーするためのポイント 

・高速かつ高精度に分光データを二次元で取得する装置構成 

・計測機器の高精度化（計測距離に依存しない面光源による校正・計測手法など） 

・計測タクト改善 

 

（３）バックライトシステムの光利用効率向上技術の開発 

高演色性かつ低消費電力を両立させた高画質大型液晶ディスプレイを実現するため
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に、LED から放射される拡散光を高精度に制御する光学システムにより、カラーフィ

ルタを不要とし、消費電力の大幅な削減（光利用効率：従来比 1.5 倍以上）を可能とす

る新規バックライトシステムの基盤技術を開発する。 

 

①解決しようとしている課題 

従来の液晶ディスプレイでは、カラーフィルタによる光吸収と TFT 素子や配線な

どの光遮蔽部分による画素開口率の低下が主原因で光利用効率は極めて悪く、液晶パ

ネルへの入射光量の 1/10 以下しか利用できていない。とりわけカラーフィルタでは入

射光の 2/3 程度が吸収されるため、光利用効率を著しく低下させている。本テーマは

この課題解決に向けて新たな構造を提案するものである。 

 

②現状技術の限界及びその理由 

上記項目の記述の通り、現状の液晶ディスプレイでは、バックライトで発光した光量

が、拡散板、光学フィルム、偏光板、TFT パネル、カラーフィルタ、位相差板といっ

た様々な部材により減衰してしまい、パネル出射光量は入射光量の 1/10 以下で光利用

効率は極めて悪い。 

この対策には、TFT アレイの高開口率化やフィルム透過率向上などによって、バッ

クライトの光利用効率は多少なりとも改善はできているが、飛躍的な改善は構造上の限

界がある。換言すると、光利用効率を飛躍的に高めるため、更なる低消費電力化を進め

るためには、従来延長の改善では立ち行かないのは明白であり、新規なバックライトシ

ステム構造の創案が必要である。 

 

③ブレークスルーするためのポイント 

・カラーフィルタレス化のための新規高効率バックライトシステムの創案 

・高精度光制御技術の開発 
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表 2.7 「高効率部材の開発」 課題・現状技術の限界 及び ブレークスルーポイント 

（１）LED を搭載した高効率・高品質バックライトの開発 

解決しようとしている課題 現状技術の限界及びその理由 ブレークスルーためのポイント 

液晶ディスプレイの大型化・高精細化の

みならず、LEDを搭載するにあたって、画

面輝度のむらは表示の高品質化にとって大

きな支障となってきている。しかし、その

むらに関する評価は主観に頼っており、そ

の基準も曖昧であるのが実情で、製造上で

多大なロスを発生している要因となってい

る。 

更に、高品質と低消費電力化を両立する

観点からは、LEDを搭載したバックライト

システムの駆動方法に関し、低消費電力化

の余地が十分に残されている。 

むらに対する明確な品質管理の業界統一指

標が存在せず、各メーカーの製造現場において

人に多大に依存する目視判定検査が行われて

おり、上記課題を打破する定量評価手法が見い

だせていないのが現状限界である。また、LED

を搭載したバックライトシステムの駆動方法

では各メーカー独自で画作りがされており、十

分なバックデータに基づき最適化及び統一的

見解を持って決定されたものではないのが現

状と認識している。 

 

 

・むらの定量評価法の確立。 

・むらの発生し難いバックライトの設計指針導出。 

・高品質と低消費電力を両立する LED 搭載のバッ

クライトの新規駆動方法の開発。 

 

 

 

（２）バックライトの新規検査システムの構築 

解決しようとしている課題 現状技術の限界及びその理由 ブレークスルーためのポイント 

LEDをバックライトに搭載する、また、

次世代ディスプレイの検査では従来の計測

器ではその役割は十分に担えない。LEDは

点光源であるため従来のCCFLより面内ば

らつき・変動が大きくなり、誤差が小さく

高精度な二次元面での精度の高い特性測定

が必要となる。また、バックライトの最終

検査は官能検査、いわゆる人間による主観

検査となっており、検査に時間、人を要す

ることや、基準が曖昧であることも現状課

題である。 

現状のパネル面内二次元分光計測器は測定

精度と測定速度が相反し、製造ラインとして実

用的なものではない。更に人間の官能検査とも

その測定結果は対応が取れていない。今後、パ

ネルの大型化や高精細化が進む中で、製造ライ

ンとして実用可能な高精度・高速分光放射輝度

計及び検査システムの構築は極めて重要であ

る。 

 

 

 

・高速かつ高精度に分光データを二次元で 

取得する方法。 

・計測機器の高精度化。 

（計測距離に依存しない面光源による 

校正・計測手法など） 

・計測タクト改善。 
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（３）バックライトシステムの光利用効率向上技術の開発 

従来の液晶ディスプレイでは、カラーフ

ィルタによる光吸収と TFT 素子や配線な

どの光遮蔽部分による画素開口率の低下

が主原因で光利用効率は極めて悪く、液晶

パネルへの入射光量の 1/10 以下しか利用

できていない。とりわけカラーフィルタで

は入射光の 2/3 程度が吸収されるため、光

利用効率を著しく低下させている。 

現状のパネル面内2次元分光計測器は測定精

度と測定速度が相反し、製造ラインとして実用

的なものではない。更に人間の官能検査ともそ

の測定結果は対応が取れていない。 

今後、パネルの大型化や高精細化が進む中

で、製造ラインとして実用可能な高精度・高速

分光放射輝度計 及び 検査システムの構築は

極めて重要である。 

 

 
・カラーフィルタレス化のための 

新規高効率バックライトシステムの創案 

・高精度光制御技術の開発 
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表 2.8 「高効率部材の開発」の開発目標 

 

 開発目標 

開発目標概要 中間目標 最終目標 

（１）LED を搭載した 

高効率・高品質バック 

ライトの開発 

 

「輝度むら」と「色むら」に関し、

主観評価の数値化を実現する評価

方法を確立する。また、むらを発生

し難いLEDの配置設計などバック

ライト設計指針を得る。 

加えて、高品質と低消費電力化を

両立するバックライトの新規駆動

方法を開発する。 

「輝度むら」と「色むら」に関し、定

量化評価方法を構築し、その数値化を

開始する。また、LED によるむらへの

影響の分析を完了する。 

新規駆動方法開発では、検証用バッ

クライトの試作を完了し、新規駆動方

法の１次検証を開始する。 

高効率且つ、輝度むら、色むらを感じ

させないバックライトの実現の為に

下記 3 点を目標とする。 

・むらの定量評価方法を確立する。 

・むらを発生し難いバックライトの設

計指針を策定する。 

・LED バックライトの高効率駆動技

術の開発により、高画質を維持しつ

つ消費電力を削減する。 

（２）バックライトの 

新規検査システムの構築 

 

LEDを搭載したバックライトシ

ステムの生産高効率化を目的に、デ

ィスプレイまたはバックライトの

定量検査システムを実現する。 

高速画像処理性能を有した高精度な検

査システムを構築する。 

データベースの構想を完了する。 

評価対象のデータベースを構築し、計

測データ・検査結果および人の判断結

果をデータベースに格納することで、

日々検査結果がより人の判断結果に近

づく検査システムを確立する。 

（３）バックライトシステム 

の光利用効率向上技術の

開発 

 

LED バックライトシステムにお

いて LED から放射される拡散光を

制御し、かつカラーフィルタの削減

を行い、高演色性、かつ低消費電力

を両立させた高画質大型液晶ディ

スプレイの基盤要素技術を構築す

る。 

カラーフィルタ不要な新規高効率バッ

クライトシステム技術の基礎試作を行

い、LED から出射される拡散光の制御

と光利用効率の基礎性能面から実用可

能性を判断する。 

カラーフィルタ不要な新規高効率バ

ックライトシステムの実用化試作を

行い、従来比 1.5 倍以上の低消費電力

化を実証する。 
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図 2.4 「画像表示技術の開発」の研究開発計画 

 

 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

（１）LED を搭載した高効率・高

品質バックライトの開発 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

（２）バックライトの 

新規検査システムの構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
 
 

むらの主観評価 主観評価結果の数値化 
むらの定量評価方法確立 

とその標準化 環境整備 

モデリング検討 最適化シミュレーション 

むらの発生しにくい 

バックライトの策定設計

指針策定 

環境整備 

と準備調査 設計・試作検証 
評価パターン策定と低消

費電力効果の定量化 

 

高効率駆動システム確立 

環境整備 

計測手法 

調査・検証 

高精度計測技術確立 

システム制作・検証 

ハードウェア調査 
高速画像処理システム

の制作と実験検証 

むら定量化方法調査 
アルゴリズムの 

実装と検証 

最新技術調査 
データベース 

構想・検討 

データベース 

の上記システムへの実装 

 

高速画像処理システムの

構築とネットワーク化 

検査システムの 

構築・検証 
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（３）バックライトシステムの 

光利用効率向上技術の開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
 
 

  

カラーフィルタレス方式の提案 

要素光学系の基本設計指針の確立 

表示性能向上（輝度／色度の均一性の確保） 

大型・実用化設計指針・試作検証 
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表 2.9 「高効率部材の開発」 年度計画 

 

テーマ 

年度目標 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

（１）LED を搭載した高効率・ 

高品質バックライトの開発 

 

バックライトの輝度

むら／色むらに関す

る１次主観評価実施。 

 

 

 

 

 

 

 

新規駆動方法開発に

あたり、開発環境整備

と準備調査を実施。 

バックライトの輝度

むら／色むらに関す

る２次主観評価実

施。 

 

むらを発生し難い

LEDの配置設計に

関し、LED光とむら

の相関関係を究明。 

 

新規駆動方法評価用

のバックライトを制

作し一部検証実施。 

左記１、２次主観評価

結果を持って、主観評

価の数値化。 

 

 

むらを最小とする

LED光とその配列の

究明。 

 

 

新規駆動方法における

評価画像パターンと低

消費電力効果の定量化 

バックライトの輝度

むら／色むらに関す

る評価方法を確立し

そのの標準化を検討。 

 

前年度までの研究成

果に基づくバックラ

イトの設計指針策定。 

 

 

高効率駆動システム

の検証実施。 
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表 2.9 （つづき） 

 

テーマ 

年度目標 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

（２）バックライトの新規検査 

システムの構築 

 

 

高精度計測技術を実

現する手法検討と技

術調査・検証。 

 

 

高速画像処理技術に

関しするハードウェ

ア技術調査 及び 既

知の輝度／色むら定

量化方法の調査。 

 

 

 

データベースに関し、

定義付け、最新技術情

報および格納に係わ

る各種調査。 

高精度計測技術とそ

の仕様を決定し、試

作機の作製と一部検

証を開始。 

 

高速画像処理システ

ムの制作構想・設

計・試作・実験実証。 

既知の輝度／色むら

定量化アルゴリズム

の実装・検証・演算

速度検証。 

 

データべースの内制

化か購入かの判断。

及び 前年に続き格

納に係わる各種調

査。 

高精度計測技術を確立

する。そのシステムを

制作・検証し、完成さ

せる。 

 

高速画像処理システム

の構築・ネットワーク

化の実現 及び 上記計

測機器との統合。 

 

 

 

 

データベースの上記高

速画像処理システムへ

の実装。 

前年度までの「高精度

計測技術」「高速画像

処理システム」「デー

タベース」を統合し、 

日々検査結果がより

人の判断結果に近づ

く検査システムを確立

する。 
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表 2.9 （つづき） 

 

テーマ 

年度目標 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

（３）バックライトシステムの 

光利用効率向上技術の開発 

 

・低消費電力に貢献す

る画像表示技術を研究

し、カラーフィルタ不要

な新規高効率画像表

示技術を提案する。 

・本開発技術の原理

確認を行う。 

 

・本開発技術を構成

する光学系/構成部材

などの設計を行い、光

学性能とプロセス面か

ら技術課題を抽出す

る。 

・基本設計指針に基づ

き、基礎パネル試作を

行い、光制御技術と高

効率の検証と実用可能

性を判断する。 

 

・実用化に向けての課

題を明確にする。 

・表示性能向上など実

用化に向けての課題

解決の取組みを推進

する。 

 

・本開発技術の大型/

実用化に向け、光学系

/構成部材などの設計

指針を確立する。 

 

・本開発技術の実用性

を見極めるために、光

学系/構成部材などの

最適設計と、実用化試

作を行う。 

 

・光利用効率として従

来比1.5倍を実証す

る。 



Ⅱ．－３１ 

２. 研究開発の実施体制 

2.1 実施体制の概要 

 本研究開発は平成 19 年度に新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）において策定

された基本計画に基づいて実施するものである。研究開発にあたっては、多岐にわたるテー

マに柔軟に対応するため、国内トップの技術力を有する、大型液晶のパネルメーカー３社お

よび製造装置メーカー３社から優秀な技術者を選抜し、関連分野において最先端の見識を有

する大学研究者の協力の下、装置技術およびプロセス技術の開発、画像表示技術の開発、高

効率部材の開発の３テーマにおいて共同開発を推進している。本研究開発は、予算の有効利

用と開発成果の早期実用化を目指して分散研の体制をとっている。 

 図 2.5 に全体の研究実施体制を示す。本プロジェクトへの参画団体は現在６企業（シャー

プ株式会社、パナソニック液晶ディスプレイ株式会社、ソニー株式会社、東京エレクトロン

株式会社、芝浦メカトロニクス株式会社、株式会社ブイ・テクノロジー）、６大学（国立大学

法人 東北大学、国立大学法人 静岡大学、学校法人 成蹊大学、国立大学法人 東京工業大学、

国立大学法人 東京大学、学校法人 東京工芸大学）である。 

 

2.2 各個別テーマの参加企業と共同研究先 

2.2.1 装置技術およびプロセス技術開発 

 装置技術およびプロセス技術の開発に係わる企業および共同研究先を示す。 

 

＜参画企業＞ 

①シャープ株式会社 

②ソニー株式会社 

③東京エレクトロン株式会社 

④芝浦メカトロニクス株式会社 

⑤株式会社ブイ・テクノロジー 

 

＜共同研究先＞ 

①国立大学法人 東北大学 

②国立大学法人 静岡大学 

 

2.2.2 画像表示技術開発 

画像表示技術の開発に係る企業および共同研究先を示す。 

 

＜参画企業＞ 

①シャープ株式会社 

②ソニー株式会社 

③パナソニック液晶ディスプレイ株式会社(*1) 

＜共同研究先＞ 

①学校法人 成蹊大学 

②国立大学法人 東京工業大学 

③国立大学法人 東京大学 
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2.2.3 高効率部材開発 

高効率部材の開発（システム技術）に係る企業および共同研究先を示す。 

 

＜参画企業＞ 

①シャープ株式会社 

②ソニー株式会社 

③パナソニック液晶ディスプレイ株式会社(*1) 

 

＜共同研究先＞ 

①国立大学法人 東京工業大学 

②国立大学法人 東京大学 

③国立大学法人 東北大学 

 

(*1)平成 22 年 7 月 1 日に株式会社 IPS アルファテクノロジ（旧社名）として株式会社日立ディスプレイズより

事業承継、平成 22 年 10 月 1 日より現社名に変更 
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図 2.5 本プロジェクトの事業実施体制図 

NEDO 技術開発機構 事業化運営委員会 

事務局 知財委員会 

技術委員会 

装置技術および 

プロセス技術の開発 

画像表示技術の開発 高効率部材の開発 

シャープ 

ソニー 

東京エレクトロン 

芝浦メカトロニクス 

ブイ・テクノロジー 

東北大学 

静岡大学 

シャープ 

日立ディスプレイズ 

ソニー 

東京工業大学 

成蹊大学 

東京大学 

東京大学 

東北大学 

東京工芸大学 

シャープ 

日立ディスプレイズ 

ソニー 

助成（ 1/2 以内） 

NEDO 技術開発機構 事業化運営委員会 

事務局 知財委員会 

技術委員会 

装置技術および 

プロセス技術の開発 

画像表示技術の開発 高効率部材の開発 

シャープ 

ソニー 

東京エレクトロン 

芝浦メカトロニクス 

ブイ・テクノロジー 

東北大学 

静岡大学 

シャープ 

パナソニック液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 

ソニー 

東京工業大学 

成蹊大学 

東京大学 

東京大学 

東北大学 

東京工芸大学 

シャープ 

ソニー 

助成（ 1/2 以内） 

パナソニック液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 

事業実施体制図 



Ⅱ．－３４ 

３． 研究の運営管理   

 本プロジェクトにおける運営管理体制について述べる。 

図 2.6 に示すように、本プロジェクトを統轄する最高意思決定機関として、本事業目的に

係る技術・知財・予算・運営の討議を行うための事業化運営委員会を設置した。事業化運営

委員会はプロジェクトリーダーおよび各パネルメーカーから 1 名以上選出されたメンバーか

ら成る委員で構成され、委員長はプロジェクト統轄責任者が務めるものとする。開催は適宜

行った。 

 事業化運営委員会の下に、技術委員会を設置した。技術委員会は、プロジェクト技術委員

会、パネル技術委員会およびテーマ別技術委員会に区別される。プロジェクト技術委員会は、

本事業の進捗状況の確認を行う機関である。プロジェクト技術委員会は、プロジェクトリー

ダーおよびパネルメーカー、装置メーカー各社から 1 名以上選出されたメンバーから成る委

員で構成され、半期に 1 度の頻度で開催した。パネル技術委員会は、本事業全体の技術開発

進捗状況、方向付けの討議・決定を行う機関である。パネル技術委員会は、プロジェクトリ

ーダー、各パネルメーカーから 2 名ずつ選出されたメンバーおよび各テーマから 1 名ずつ選

出されたテーマリーダーから成る委員で構成され、四半期に 1 度の頻度で開催した。テーマ

別技術委員会は、個別研究項目の技術開発進捗状況・技術の方向付け、知財の討議・決定を

行う機関である。テーマ別技術委員会は、各テーマから 1 名ずつ選出されたテーマリーダー

とテーマごとの参画メンバーから成る委員で構成され、開催は適宜行った。技術委員会で決

定できない事案がある場合、事業化運営委員会にその決定が委ねられる。 

また、知財の取り扱いの基本ルールを定め、本事業によりなされた開発技術の知財出願届

出の受理・管理、及び知財権の持分協議等の討議・決定を行う機関として、知財委員会を設

置した。知財委員会はパネルメーカー、装置メーカー各社から 1 名ずつ選出されたメンバー

から成る委員で構成され、適宜活動がなされた。 

上記の委員会を側面からサポートし、本プロジェクトの円滑な運営を図ることを目的とし

て、事務局を設置した。事務局は、技術・知財・予算・運営に関して事業化運営委員会に諮

る議案をまとめる役割を担い、パネルメーカー各社から 1 名ずつ選出されたメンバーで構成

される。 

本プロジェクトは、平成 23 年度まで、上記の体制を構築し、効率的な運営管理を行った。 
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図 2.6 本プロジェクトの運営管理体制 
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４． 情勢変化への対応 

本プロジェクトは、平成 19 年度に 5 年間の予定で開始された。この間、韓国、台湾勢

のディスプレイ産業ヘの積極的投資の継続、円高の進行、薄型 TV の予想を上回る価格低

下などの影響により、わが国のディスプレイ産業の優位性が低下する状況となった。 

一方では、地球温暖化への世界的な関心の高まりを背景に、ディスプレイの低消費電力

化に対する社会的な要求もいっそうの高まりをみせ、LED 搭載液晶 TV が、想定を超える

スピードで拡がりという状況も生じた。 

これらの状況を受け、平成 22 年度初頭には加速資金の投入を行い、早期事業化可能な

テーマについては、目標達成の 1 年前倒しによる、プロジェクト成果の早期事業化を目指

すこととした。 

一方、人間工学的なデータ蓄積と解析が前提となる画像表示技術開発の一部と、新規の

基礎技術開発という位置づけの高効率部材開発の一部については、当初の予定通りに 5 年

間の開発を行うこととした。 

 

 

５． 中間評価結果への対応 

平成 21 年度に行われた中間評価では、次世代技術として主要となる要素を適切に取り

上げて取り組んでおり、次世代省電力液晶ディスプレイ技術の進展に繋がることを確信で

きるような成果が生まれている、との評価が得られた。ただし、超高速表示モードについ

ては、現在設定している最終目標が期間内に達成される可能性はほとんどないと考えられ

るため、計画の見直しが必要である、との指摘も受けた。この指摘を受け、研究計画の見

直しを実施し、上記テーマについては平成 21 年度で研究開発を中止することにした。ま

た、上記したように、他の一部のテーマについては当初計画より１年前倒しで開発を完了

させることとした。 

また、充分な連携関係をもって事業が実施されているのか懸念される、との指摘もあっ

た。これに対しては毎月開催の技術委員会等の打ち合わせにおいて、プロジェクト参画各

社の共通認識として開発の進捗や方向付けを実施し、十分な連携関係を持った運営とする

ことを徹底した。 

 

 

６． 評価に関する事項 

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）は、技術的及び政策的観点

から、研究開発の意義、目標達成度、成果の技術的意義並びに将来の産業への波及効果等

について、外部有識者による研究開発の中間評価を平成 21 年度に実施した。また、プロ

ジェクト終了後の事後評価を平成 24 年度に実施する。 
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Ⅲ．研究開発成果について  

１．事業全体の成果 

 平成 19 年 10 月に開始した本事業は、次世代液晶ディスプレイにおいて、好画質か

つ低消費電力な「人に優しいディスプレイ」の開発を目指して、①装置技術およびプロ

セス技術の開発、②画像表示技術の開発、③高効率部材の開発、の 3 つのテーマで効率

的な研究開発を推進してきた。 

その結果、「平成 23 年度までに 40 型クラスの HDTV 対応液晶モジュールの消費電

力を平成 19 年度 4 月時点の同等モデルに比べ 50％以上削減する」とした最終目標を達

成できる基盤技術開発を完了した。 

 以下、本事業の成果技術を液晶ディスプレイに適用した場合の低消費電力効果の試算

結果について説明する。ここでは、大型液晶ディスプレイに於いて一般市場で広く受け

入れられている液晶テレビ（40 インチ前後）で試算を行なった。 

 図 3.1 に平成 19 年モデルを 100 とし、プロジェクト成果を導入した場合の低消費電

力効果の試算を示す。得られた成果を盛り込むと平成 19 年モデルに対して、約 70％以

上の低消費電力効果が見込める。 

 

 従って、下記の結果を持って、所期目標を達成できたことを確認した。 

 ＜結果＞ 

  40 型クラスの HDTV 対応液晶モジュールの消費電力で 

  平成 19 年モデル比約 70％以上削減  

 

図 3.1 プロジェクト成果の低消費電力効果試算結果 

（液晶テレビで試算し、平成 19年モデルを 100 とした場合） 
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２．研究開発項目毎の成果 

 本項では、プロジェクトで取り組んだ個別テーマの成果及び開発結果を総括する。 

 

2.1 装置技術およびプロセス技術の開発 

 「装置技術およびプロセス技術の開発」の開発結果を表 3.1 に示す。各サブテーマの

成果総括と技術開発結果を以下に述べる。 

 

（１） 新規パネル製造装置技術開発 

a)  新規プラズマ成膜装置技術の開発 

①成果総括 

ⅰ）高性能 TFT 用微結晶 Si 膜および絶縁膜を均質・大面積形成かつ高生産性を可能に

する成膜装置技術の要素技術を構築した。 

ⅱ）この実験装置で成膜した微結晶 Si 膜および絶縁膜を用い、実用デバイス（L/W サ

イズ、構成）での TFT 試作にて、a-Si TFT に比し、以下の性能を確認した。 

TFT 性能（a-Si TFT 比）：移動度 5 倍以上、高信頼性*)約 5 倍以上   

*)ストレス試験での、閾値（Vth）シフト量で評価 

 

 （ ⅱ）の成果は、テーマ（２）大画面用高性能 TFT アレイ技術開発と連係） 

②成果達成のための技術開発結果 

ⅰ）高生産性（マイクロ波）大型化に適した新規電極を開発。  

ⅱ）均一成膜を可能にした給電方式を開発 。 

ⅲ）装置技術検証 

ⅲ-1)  試作装置での成膜条件の最適化とその基本性能（高成膜速度、高品質膜な

ど）を確認。 

ⅲ-2)  微結晶 Si 膜と絶縁膜とで構成される TFT を試作し、a-Si TFT に比し、高

性能・高信頼性であることを確認。基本装置構成が高性能微結晶 Si TFT 用

成膜装置として適正であることを確認。 

ⅲ-3）大型基板対応に向けた装置構想設計を構築。 

 

b) 新規ウエット洗浄装置技術の開発 

①成果総括 

ⅰ）新規洗浄方式で実験装置を構築し、その飛躍的に高い洗浄効果を確認した。また、

このメカニズムについても考察した。 
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ⅱ）TFT 製造ラインに於いても、本試作装置の洗浄効果が極めて有効であることを検

証した。 

 

②成果達成のための技術開発結果 

ⅰ）新規洗浄方式の開発に必要な各種データを取得。 

ⅱ）優れた洗浄効果と原理的メカニズムを立証。 

ⅲ）装置化のための最適要素システムの抽出と洗浄ツールの開発。 

ⅳ）装置技術検証 

ⅳ-1)  実験装置にて条件最適化とその基本性能（パーティクル除去能力、タクト 

など）の確認。 

ⅳ-2)  試作装置を TFT 製造ラインに設置し、実基板にて高度洗浄能力の再現性を

検証。 

  

c） 新規露光装置技術の開発 

①成果総括 

ⅰ）本新規露光装置の核となる①パターン追従型システムと②新規直描画露光システ 

ム（マスクレス露光）の要素技術を構築した。 

ⅱ）上記の２つの核となる技術を組み合わせた新規検証用露光装置で、±1μm以下の重

ね合わせ精度を実証するとともに、高生産性、大型基板対応への実現可能性を確認

した。 

 

②成果達成のための技術開発結果 

ⅰ）パターン追従型システム技術の確立。 

ⅱ）新規直描画露光システム（マスクレス露光）の技術開発。 

ⅲ）装置技術検証 

ⅲ-1)  実験装置にて条件最適化とその基本性能（高タクト、高精度（重ね合わせ、

パターン形成））を確認。 

ⅲ-2）大型基板対応に向けた装置構想設計の構築。 

 

（２） 大画面用高性能 TFT アレイ技術開発 

①成果総括 

  １）a) 新規プラズマ成膜装置技術と連係し、高性能微結晶 Si TFT に必要な微結晶

Si 膜および絶縁膜の高品質化を実現した。 

２）上記の各膜を用いて実用デバイスサイズの TFT を試作し、a-Si TFT に比し以下
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の TFT 性能を達成した。  

 TFT 性能（a-Si TFT 比）：移動度 5 倍以上、高信頼性*)約 5 倍   

*)ストレス試験での、閾値シフト量で評価 

３）上記 TFT と c）新規露光装置技術を用いた場合、パネルの開口率が向上し、消

費電力が削減できることを検証した。 

 

②成果達成のための技術開発結果 

ⅰ）新規プラズマ成膜装置での絶縁膜・微結晶 Si 膜の高品質化。 

ⅱ）高品質微結晶 Si TFT構造の確立。 

ⅲ）TFT 試作による TFT 性能の検証。 

ⅳ）上記 TFT と c）新規露光装置技術を用いた場合で、TFT アレイを設計し、開口率

向上寄与をシミュレーションにより検証した。 

 

※ 研究開発項目ごとの成果詳細については内容を非公開とする。 

 非公開事業原簿を参照。 

 



Ⅲ．－５ 

表 3.1 「装置技術およびプロセス技術の開発」 開発結果 

 

（１）新規パネル製造装置技術開発            ○：初期目標達成、残件なし 

テーマ名 最終目標概要 達成度 開発結果概要 他との比較 

a)新規プラズマ 

  成膜装置技術の開発 

 

 

高性能 TFT 向けの  

・高品質膜材料（半導体、 絶縁膜）

の成膜技術確立  

・装置大型化に向けた要素技術確立 

 

 

 

○ 

①高生産性（マイクロ波）、 大型化に適した

新規電極の開発  

②新規給電方式の開発  

③高成膜速度・高品質膜の実現検証 

④新規 TFT 構造用成膜方式の確立 

（③、④：（２）で検証）  

・高生産性（スループット）  

・大型化  

・高品質成膜  

 

先進的 

b)新規ウエット洗浄 

装置技術の開発 

 

・新規洗浄方式を確立  

（原理・メカニズム解明から）  

・装置大型化に向けた要素技術確立 

 

 

 

○ 

①新規洗浄方式の有効性を確認  

②上記方式の装置化のため  

 要素システム開発とその高度  

 洗浄力が得られる条件を導出 

③実験装置にて洗浄効果の  

 再現性を検証 

 

・世界初の試み  

・高い洗浄力  

・低コスト  

・低環境負荷(廃液処理不要) 

・大型化  

 

革新的 

c)新規露光装置技術の 

開発  

 

・高精度位置合わせとマスクレス露 

光技術／システムの確立  

・装置大型化に向けた要素技術確立  

 

 

 

○ 

左記目標に対応して、①②を開発  

①パターン追従型システム  

②新規直描画露光システム  

③装置の試作検証 

①，②を組み合わせた実験露光装置にて、高

精度（重合わせ、 パターン形成）を検証  

・高生産性 （スループット）  

・低コスト（マスクレス）  

・高精度  

 

革新的 
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（２） 大画面用高性能 TFT アレイ技術開発        ○：初期目標達成、残件なし 

テーマ名 最終目標概要 達成度 開発結果概要 他との比較 

（２）大画面用高性能

TFT アレイ技術 

開発 

 

 

次世代液晶ディスプレイ向けの 

・微結晶 Si TFT 構造確立  

・その最適プロセスの確立 

 

 

 

 

 

○ 

①新規開発装置と量産・試作ラインにて

TFT を試作し、高 TFT 性能を達成  

TFT 性能（a-Si TFT 比）： 

移動度 5 倍以上  

高信頼性*) 5 倍以上   

*)ストレス試験での、閾値（Vth） 

シフト量で評価  

② 設計・シミュレーションにより、 

パネルの開口率向上（消費電力 

削減）を検証 

微結晶 Si 材料に於いて  

・実用デバイス（L/W サイズ、 

構成）で 

世界最高の移動度を達成 

  

先進的 
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2.2 画像表示技術の開発 

 「画像表示技術の開発」の開発結果を表 3.2 に示す。各サブテーマの成果総括と技術

開発結果を以下に述べる。 

 

（１） 人間工学による画質指針 

①成果総括 

ⅰ）好適輝度評価手法及び総合画質評価システム・手法を確立した。 

ⅱ）低消費電力と高画質／好画質を両立する画質条件の評価法や表示条件、好適観視条件

等、本検討により得られた知見をまとめて「薄型テレビの人間工学設計ガイドライン」を作

成し、日本人間工学会より公開を行った。 

 

②成果達成のための技術開発結果 

ⅰ）画質を評価する上での実態的なパラメーター及びその課題抽出。 

 （Web および一般家庭での実態調査により、視聴条件・画質不満度などを抽出・分析） 

ⅱ）好適輝度評価手法及び総合画質評価手法を確立。 

ⅲ）人が好む画質を明確化。 

ⅳ）低消費電力と高画質／好画質を両立する画質条件などの提言（日本人間工学会を通じ

て評価法・表示条件、好適観視条件等を提言）。 

  

（２）色再現指標による画質指針 

①成果総括 

ⅰ） 高精度の測光システムを開発するとともに人間工学に基づく特性補正方法を確立

した。 

ⅱ） 色再現に関する画質の評価方法および画質特性の優劣の尺度となる指標を導出し

た。また、特に多人数で見る時に問題となる視野角特性に関して、その指標を用

いた評価方法を IEC（国際標準化委員会）に提案した。 

ⅲ） 消費電力に大きく係わる輝度に対応した画作りの設計指標（色再現目標値）を決

定した。 

 

②成果達成のための技術開発結果 

ⅰ）色再現を評価する適正な評価システムと評価ツールを構築。 

ⅱ）評価ツールの高精度化のための補正法を開発。 

ⅲ）色再現の指標（高色再現評価数）を規定・導出。 

ⅳ）ⅲ）の指標において、人間工学的手法でその妥当性を検証。 

 

※ 研究開発項目ごとの成果詳細については内容を非公開とする。 

 非公開事業原簿を参照。 
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表 3.2 「画像表示技術の開発」 開発結果            ○：初期目標達成、残件なし 

テーマ名 最終目標概要 達成度 開発結果概要 他との比較 

（１）人間工学による 

画質指針 

 

 

様々な視聴環境に対応し、  

・「低消費電力かつ人に好ましい 

画質（好画質）」を実現するための

画質条件を明らかにする  

・「ガイドライン」にてその画質指針

を提案し、ディスプレイの低消費電

力化の普及を目指す 

 

 

 

 

○ 

 

①ディスプレイにおける人間工学に 

立脚した画質 評価手法を確立  

②①を用いて必要画質を明確化  

③ガイドライン（日本人間工学会） 

を発行・公開  

 

・従来にない、人に立脚し、 

様々な視聴環境に対応した  

「画質評価方法と必要画質指標」 

・ガイドラインの策定・提案  

・SID「Distinguished 

Paper Award」受賞 

  

先進的／高い応用性 

 

（２）色再現指標による画

質指針 

 

 

ユーザーの視聴環境に応じて好ま

しい色再現画像をえるために  

・色再現の指標を提案 

・視聴環境（特に視野角）におけ  

るその指標の許容限を決定し、 

画質設計指針を策定 

 

 

 

 

○ 

 

①色再現評価に必要な評価システム及

び ツールなどを設計・構築 

②「色再現の正しさを求める指標 

（高色再現評価数」を規定 

上記システム・ツールを用いて 

その目標値を策定 

③特に、視野角特性についての 

評価方法として IEC に国際 

標準化提案を実施 

 

・従来には無い色再現に関する  

「新規評価ツール」 

「基準となる評価指標」 

「標準画質評価方法」 

・SID「Distinguished Paper 

         Award」受賞  

・国際標準化の提案済  

 

先進的／高い応用性 
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2.3 高効率部材の開発 

 「高効率部材の開発」の開発結果を表 3.3 に示す。各サブテーマの成果総括と技術開

発結果を以下に述べる。 

 

（１）LED を搭載した高効率・高品質バックライトの開発 

①成果総括 

ⅰ）輝度むら、色むらに関して、官能評価と相関の高い定量的評価式を導出。更に、各

種むらが混在する状態に於いても評価可能な「むらの定量評価手法」を確立した。 

ⅱ）LED のピッチと光学深さの設計値について最適な相関関係を導出し、上記むらの

定量評価方法との相補的検証を行い、むらが発生し難いバックライトの設計指針を

策定した。 

ⅲ）LED バックライトに於ける高効率駆動方法を開発し、高品質かつ低消費電力効果

が得られる駆動条件を明確にした。 

 

②成果達成のための技術開発結果 

ⅰ）輝度むらや色むら、またそれらが混在したむらでの定量評価方法の確立。 

ⅱ）LED のピッチと光学深さが可変なバックライトシステム構築とむらの定量評価ア

ルゴリズムの構築。 

ⅲ）上記ⅰ）、ⅱ）の相補的検証。 

ⅳ）上記ⅲ）の結果に基づき、むらの発生し難いバックライト設計指針を策定。 

ⅴ） LED バックライトにおける高画質・低消費電力化を狙った新規駆動方法を開発し、 

実パネルでの最適駆動条件を導出。 

 

（２）バックライトの新規検査システムの構築 

①成果総括 

ⅰ）バックライトの特性評価において、新たに「高精度計測技術」、「高速画像処理シ

ステム」並びに「評価結果のデータベース」を構築した。 

ⅱ）上記３要素をシステム統合し、バックライトの検査結果がより人の判断基準に近い自動

検査システムを確立した。 

 

②成果達成のための技術開発結果 

ⅰ）高速・高精度な分光測定システムを構築。 

ⅱ）高速画像処理システムの構築とネットワーク化。 

ⅲ）むらの定量化のためのアルゴリズム作成。 

ⅳ）新たなデータベースを構築。 

ⅴ）上記をシステム統合して、新規検査システムを構築し、その効果を検証。 
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（３）バックライトシステムの光利用効率向上技術の開発 

①成果総括 

ⅰ） カラーフィルタを用いない高効率バックライトシステムを考案し、その基盤技術

を開発した。 

ⅱ）上記のシステムを搭載した試作機により、バックライトの光利用効率が従来比 1.5

倍以上（所期目標）であることを検証した。 

 

②成果達成のための技術開発結果 

ⅰ）カラーフィルタを用いない高効率バックライトシステムの原理検証。 

ⅱ）要素光学系（光制御技術）の基本設計指針の確立。 

ⅲ）開発技術を搭載した画像表示性能の検証。 

ⅳ）試作機による低消費電力効果の検証と大型・実用化のための設計指針の策定。 

 

※ 研究開発項目ごとの成果詳細については内容を非公開とする。 

 非公開事業原簿を参照
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表 3.3 「高効率部材の開発」 開発結果                 ○：初期目標達成、残件なし 

テーマ名 最終目標概要 達成度 開発結果概要 他との比較 

（１）LED を搭載した 

高効率・高品質 

バックライトの開発 

・むら（輝度むら、色むら、 

並びにそれらが混在したむら）

の定量評価方法の確立  

・むらの発生し難いバックライト 

の設計指針策定  

・高画質と低消費電力を両立 

させる新規駆動方式の開発と 

検証 

 

 

 

 

 

 

○ 

①官能評価で生じる各種むらを 

物理量で表す評価方法の構築 

及び定量評価式の導出  

②上記①に裏付けられた LED の 

ピッチと光学深さに関する 

設計指針の策定  

③画質を損なうことなく低消費 

電力化を実現する新規駆動方式を

開発し、その最適駆動条件を導出 

・従来官能検査にのみ頼っていた

「むら」に関して、客観的な定量  

評価法を創案 

・IDW「Outstanding Poster 

Paper Award」受賞 

・ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの表示評価にも適用可能  

 

革新的／高い応用性 

 

・新規駆動方式及び最適駆動条件 

に関して、現行並びに次世代 

ディスプレイに適用可能 

（高画質・低消費電力の実現） 

 

先進的／高い応用性 

 

（２）バックライトの 

新規検査システム 

の構築 

 

・高精度(輝度・色度）・高速バッ

クライト計測システムの開発  

・上記をベースに機械学習機能を

保有する自動検査システムの 

構築と効果の検証  

 

 

 

 

 

○ 

①高精度・高速度の分光計測システム

を開発 

②上記システムと高速画像処理技術、

対応する官能検査結果の大量デー

タベースを組み合わせた統合シス

テムを構築 

②「むら」評価に関して、官能評価結

果に近い高速自動検査システムを

構築  

・従来の分光測定器の性能を凌駕 

する高性能計測器 

・官能検査の分野において、 

自動化技術による高効率検査シ

ステム 

 

革新的／高い応用性 
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（３）バックライト 

システムの光利用 

効率向上技術の開発 

 

・新規高効率バックライト 

システムの考案と光利用効率 

向上の実証  

・光利用効率：従来比 1.5 倍以上  

 

 

 

 

○ 

①カラーフィルタ不要なバック 

ライトシステムの考案  

②試作にて動作原理を検証すると 

ｑともに、開発すべき要素課題を 

抽出 

③光制御技術の設計指針の確立 

③最終試作にて、光利用効率が 

 従来比 1.5 倍以上を検証 

 

・新規なカラーフィルタレス技術 

・画期的光学制御技術 

 

革新的 
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３． 特許戦略 

プロジェクト成果の実用化にあたっては、知的財産で守られていることが重要なポイント

である。特に、海外勢との競争において、障壁を築く特許戦略を推し進めた。 

 

※ 各研究開発の特許戦略は内容を非公開とする。非公開事業原簿を参照。 

 

表 3.4 特許出願件数 
 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 合計 

17 27 18 12 13 87 

 

 

４． 成果の普及 

 学会発表および論文発表実績を表 3.5 に示す。 

 

表 3.5 学会発表および論文発表件数 
 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 合計 

0 14 11 21 13 59 

 

 

 

 

 



Ⅳ．－１ 

Ⅳ． 実用化、事業化の見通しについて 

１． 実用化の見通し 

 当事業での成果は以下の方針で実用化をする見込みである。ただし、詳細は各社の戦略に

準ずるため非公開とする。 

 

1.1 装置技術およびプロセス技術の開発 

 実用化に向けた課題を解決しつつ、製造ラインでの検証を実施し、順次パネル製造ライン

への導入を図る。 

 

1.2 画像表示技術の開発 

 開発した評価手法を、各々企業で自社向けに改善したのちに液晶ディスプレイの開発で使

用する。また、得られた指標を基に、液晶ディスプレイの好画質かつ低消費電力化を両立す

るシステムや制御機能などを開発し、液晶ディスプレイに順次導入を進める。 

 

1.3 高効率部材の開発 

 開発した評価手法や検査手法を液晶ディスプレイの開発で使用するとともに、更に製造ラ

イン向けの装置化開発を製造ラインへ導入を図る。 

 カラーフィルタレス構造については、更に実用・量産化開発を進め、適切な画面サイズや

用途向けでの導入を開始し、最終は大型ディスプレイでの実用化を進める。 

 

 

２． 波及効果 

本プロジェクトの研究開発成果の効果として、高品位を保ちつつ環境負荷低減および省エ

ネとなる好画質ディスプレイの実現が可能となる。これに加えて、波及効果として液晶テレ

ビの低消費電力化による地球温暖化ガス（CO2）排出量削減が可能となる。 

以下に、本プロジェクトで成果を用いた場合の液晶ディスプレイの低消費電力化により、

CO2 排出量の低減にどれだけ寄与出来るかを試算した結果を示す。ここでも、成果の低消費

電力効果試算と同様に液晶テレビで試算を行なった。 

 

図 4.1 は、世界の TV 稼働台数（CRT および 32 型以上の LCD、PDP および OLED を除

く）である。CRT 及び液晶テレビの耐用年数を 10 年とし、例えば 2007 年の稼働数は 1998

年から 2007 に販売された TV とした。 

図 4.2 に世界の TV 稼働台数の年間消費電力量を示す。図 4.1 の稼働台数を基に、この稼働

台数とそれぞれ販売年度での消費電力を掛け合わせると、ある年度の稼働 TV による電力消

費量が算出できる。図中には、成り行き（PJ 無し）での液晶テレビ使用による電力消費とプ

ロジェクト成果を液晶テレビに適用した場合（PJ 有り）の 2 つを示している。 
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図 4.1 世界の TV稼働台数 

（出所）AV主要品目世界需要予測（JEITA）、ディスプレイサーチ  

  2019年、2020年は過去 10年のデータから近似式を求め試算  

 

  

 

 

図 4.2 世界の TV稼働台数の年間消費電力量 
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＜図 4.2 の根拠と仮定＞ 

・2019 年、2020 年の TV 出荷台数は、過去 10 年のデータから得られる近似式で予測。  

・TV の耐用年数を 10 年とし、出荷から 11 年目に廃棄されると仮定。  

・液晶 TV の年間消費電力量は、省エネ性能カタログ（省エネルギーセンター、資源エネル

ギー庁）に 掲載の同サイズ機種の単純平均値。CRT は、1998 年以前は JEITA が発表し

た出荷台数による加重平均値、1999 年以降は省エネ性能カタログに掲載のワイド 28 型の

単純平均値。  

・年間消費電力量のデータがない場合、LCD は 2012～14 年はサイズに関わらず前年比-5%、  

 2015～17 年は同-3%、2018～20 年は同-1%とし、2002～5 年は 43 型は前年比-10%、32～

42 型は同-5%とする。CRT は近似式から計算。  

・PJ の成果を採用した機種について、年間消費電力量は採用していない機種の 50%とし、そ

のシェアは導入予定年（2015 年）が 20%、2016 年が 50%、2017 年が 80%、2018～20 年が

100%とする。 

 

 この試算の結果、２つの場合で液晶テレビによる世界の年間電力消費は以下の通りとなる。 

①成り行きの場合（PJ 無し）：654 億 kWh/年 

②プロジェクト成果を適用した場合（PJ 有り）：1,133 億 kWh/年 

それぞれ、平成 24 年 1 月 17 日 環境省発表の CO2換算係数の代替値 ＝0.559kg/kWh を

用いて CO2排出量に換算した結果が下記の様になる。 

CO2削減量＝①PJ 無し：年間約 3,656 万 t 

         ②PJ 有り：年間約 6,333 万ｔ 

従って、プロジェクト成果による電力 及び CO2排出量低減効果は 

   ②－①＝479 億 kWh/年＝3,023 -CO2万 t 

この数値は、日本の平均的な火力発電所の 11 基分の削減に相当する。 

 

図 4.3 プロジェクト成果の波及効果 
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＜根拠と仮定＞ 

・2012 年 2 月時点で建設中の 18 基の火力発電所（LNG）の発電力は、48.7 万 kw／1 基 

（2012 年 資源エネルギー庁調べ）。 

・1 基あたりの年間発電量＝48.7 万 kw／1 基×24（時間）×365（日）＝42.6 億 kWh/年 

 

 

また、本プロジェクトの波及効果として、省エネルギー化、ＣＯ２排出量削減に加え、関連

産業を含めたすそ野の広い活性効果ということも考えられる。具体的には、参画各社はもと

より、部材メーカー（バックライトシステムの光利用効率向上技術などの部材関連）や装置

部品メーカーの活性化やそれに伴う雇用創出、また関連する継続研究活動の成果による競争

力の一層の向上が考えられる。 

更に本プロジェクトでは人間工学的な調査や、基礎開発の部分で７大学と共同に開発を行

っており、大学現場における人材育成や産学協同という点にも大きく寄与できた。 

 

  

 

 

  



（Ａ）プロジェクト基本計画－１ 

（添付資料） 

 

（Ａ）プロジェクト基本計画 

 

 プロジェクト基本計画は、独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（以下、ＮＥＤＯと表記

する）のプロジェクトを効率的かつ効果的に実施するために、次に掲げるプロジェクトの基本的事項を定

めたものである。 

  ①プロジェクトの目的、目標及び内容 

  ②プロジェクトの実施体制 

  ③研究開発の実施期間 

  ④評価に関する事項 

  ⑤その他の重要事項 

 

 基本計画は、原則として全研究開発期間に亘り有効であるが、技術評価の結果や内外の研究開発動向・

政策動向、研究開発予算の確保状況等の外部状況変化、あるいは研究体制、当該研究開発の進捗状況等の

内部変化に応じて、適宜・適切にその内容を変更する。 

 本プロジェクト「次世代大型低消費電力液晶ディスプレイ基盤技術開発」の基本計画2を次ページ以降に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                
2 「次世代大型低消費電力液晶ディスプレイ基盤技術開発」基本計画：http://www.nedo.go.jp/content/100084100.pdf  

  



（Ａ）プロジェクト基本計画－２ 

P07011 

（省エネルギー技術開発プログラム） 

（高度情報通信機器・デバイス基盤プログラム） 

「次世代大型低消費電力液晶ディスプレイの基盤技術開発」基本計画 

                        電子・材料・ナノテクノロジー部 

 

１． 研究開発の目的・目標・内容 

（１） 研究開発の目的 

 次世代高速・大容量データ通信技術の進展や放送・通信の融合による有線・無線イン

フラ整備に伴い、高画質・高解像度液晶ディスプレイは巨大な IT 産業の中でも今後益々

重要になってくる。 

全世界のテレビ市場規模は 2008 年では 2 億台と予測され、CRT から大型液晶ディス

プレイに置き換わる度合いが益々大きくなる。液晶ディスプレイは今後、テレビ産業を

支える重要な柱となり、日々、性能・精細度の向上や、画面サイズの大型化が進んでき

ている。一方、これに伴いテレビ 1 台当たりの消費電力も増加傾向にあり、このままで

は、電力エネルギーの大幅な増加が懸念される。この抜本的な課題対策に向けて、大画

面かつ高精細・高画質でありながら電力消費の少ない次世代液晶ディスプレイの要素技

術確立が必須となってくる。加えて、市場拡大に伴うディスプレイの製造エネルギーの

低減も重要課題であり、装置、プロセスを含めてエネルギー低減が必要である。このよ

うな動向を踏まえて本プロジェクトは、次世代大型液晶ディスプレイに必要な低消費電

力技術を平成 23 年度までに確立すると共に、IT イノベーションプログラムおよびエネ

ルギーイノベーションプログラムの一環として実施する。 

全世界に広がる高度映像市場に国内産業界が従来の先陣を堅持し、経済発展に寄与す

るためには、国際競争力のある技術開発を国家規模で進めることが重要である。従って、

本事業では、このような社会変化を背景として、高速・大容量データ通信時代に最適な

次世代大型低消費電力液晶ディスプレイの実現に向けて、これに関わる革新的な基盤技

術の開発を国内の企業・研究機関が一体となって取り組むものである。これにより、デ

ィスプレイ分野での産業競争力強化と新規産業創造に資するのみならず、情報通信分野

で利用されるディスプレイデバイス機器の 50％程度消費電力低減に資する。 

 

（２）研究開発の目標 

 現状の液晶テレビは、フルスペックハイビジョン対応に技術移行をしているが、今後

の放送、情報インフラの進展との整合性を考慮すると、次世代液晶ディスプレイでは表

示性能や解像度を飛躍的に向上させる必要がある。また、これに加えて、今後 5 年間で

2～3 倍の薄型テレビ出荷台数の伸びが予測されるため、低消費電力化技術は極めて重要

である。この観点より、現状の液晶ディスプレイ技術を根本的に見直し、主要な革新的
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基盤技術を開発するとともに、中間評価時点で、液晶モジュールの特性向上、生産プロ

セスの効率向上に関わる効果を確認する。これら次世代技術のトータル的な開発により、

高精細・高画質でありながら、従来比１/２以下の低消費電力型液晶ディスプレイを実現

する。 

 

 

（３）研究開発の内容 

 上記目標を達成するために、以下の研究開発項目について、別紙の研究開発計画に基づ

き研究開発を実施する。 

①装置技術およびプロセス技術の開発 

②画像表示技術の開発 

③高効率部材の開発 

 

２．研究開発の実施体制 

 本研究開発は、独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（以下、「NEDO

技術開発機構」という。）が、原則本邦の企業、研究組合、公益法人等の研究機関（原則、

国内に研究開発拠点を有していること。ただし、国外企業の特別の研究開発能力、研究

施設等の活用あるいは国際標準獲得の観点から国外企業との連携が必要な部分はこの限

りではない。）から、公募によって研究開発実施者を選定し、助成（助成率１/２）によ

り実施する。 

 

３．研究開発の実施期間 

 本研究開発の期間は、平成 19 年度から平成 23 年度までの 5 年間とする。 

 

４．評価に関する事項 

 NEDO 技術開発機構は、技術的及び政策的観点から見た技術開発の意義、目標達成度、

成果の技術的意義並びに将来の産業への波及効果等の観点から、外部有識者による技術

開発の中間評価を平成 21 年度、事後評価を平成 24 年度に実施する。また、中間評価結

果を踏まえ、必要に応じてプロジェクトの加速・縮小・中止等、見直しを迅速に行う。

なお、評価の時期については、当該研究開発に係る技術動向、政策動向や当該研究開発

の進捗状況等に応じて、前倒しする等、適宜見直すものとする。 

 

５．その他の重要事項 

（１）基本計画の変更 

 NEDO 技術開発機構は、研究開発内容の妥当性を確保するため、社会・経済的状況、

内外の研究開発動向、政策動向、プログラム基本計画の変更、評価結果、研究開発費の
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確保状況、当該研究開発の進捗状況等を総合的に勘案し、達成目標、実施期間、開発体

制等、基本計画の見直しを弾力的に行う。 

 

（２）根拠法 

 本プロジェクトは、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構法第 15 条第 1

項第 3 号に基づき実施する。 

 

６．基本計画の改訂履歴 

 （１）平成 19 年 3 月、制定 

（２）平成 20 年 7 月、イノベーションプログラム基本計画の制定により、「（１）研究

開発の目的」の記載を改訂 
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（別紙）研究開発計画 

 

研究開発項目①装置技術およびプロセス技術の開発 

１．研究開発の必要性 

 パネルの大型化・使用台数は世界規模で増加しており、消費電力および生産エネルギ

ーの抑制、デバイス性能の向上が重要となっている。これらを目指した装置技術および

プロセス技術の新規基盤技術の構築を行う。 

 

２．研究開発の具体的内容 

（１）新規装置技術の開発 

 ディスプレイの大型化・高精細化に向けて、生産能力の向上とプロセスエネルギーの

低減を狙った新規装置技術の開発を行う。また、大画面用高性能 TFT を作製するための

新規装置技術開発を行い、ディスプレイの低消費電力化を図る。 

（２）大画面用高性能 TFT アレイ技術開発 

TFT 特性の向上および TFT サイズ縮小化等による光利用効率向上を狙った大画面用高

性能 TFT アレイ技術開発を行い、低消費電力化を図る。 

 

３．達成目標 

（１）大型の低消費電力パネル実現に必要な大画面用高性能 TFT 技術を確立するため、

成膜装置技術を開発する。また、高精細大型パネルに対応した高速ウエット装置や露光

装置および検査装置等の基盤技術を開発し、プロセスエネルギー低減と高生産性を狙う。 

（２）（１）の技術開発に加えて、TFT 特性の向上を狙ったプロセス技術開発および設

計技術開発等を行うことにより、現在のアモルファス TFT 移動度の３～５倍を達成し、

基板の大型化対応のための要素技術を確立する。また、TFT サイズの縮小化による光利

用効率向上を図るとともに、大画面用高性能 TFT アレイ技術開発を行い、低消費電力化

を狙う。 
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研究開発項目②画像表示技術の開発 

 

１．研究開発の必要性 

 パネルの大型化・使用台数は世界規模で増加しており、台数増加に伴う莫大なエネル

ギーの消費を抑制する必要があり、次世代液晶ディスプレイとして、高画質化・低消費

電力化を最大限に引き出す画像表示技術が重要である。 

 

２．研究開発の具体的内容 

 次世代液晶ディスプレイの画像表示技術として、低消費電力かつ高画質な大型液晶デ

ィスプレイを実現する新規表示モードの開発と、高画質化・低消費電力化を最大限に引

き出す最適駆動システムの開発を行う。 

 

３．達成目標 

低消費電力かつ大画面・高画質液晶ディスプレイの実現に向け、高速・広視野角・高

コントラストを兼ね備えた新規表示モードの探索研究および技術開発を行う。また、新

規液晶パネルおよびバックライトシステムの最適駆動技術を開発することにより、高画

質な大画面液晶ディスプレイの消費電力を従来の半分以下にする。 
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研究開発項目③高効率部材の開発 

 

１．研究開発の必要性 

 パネルの大型化・使用台数は世界規模で増加しており、台数増加に伴う莫大なエネル

ギーの消費を抑制する必要があり、液晶ディスプレイの高画質化・低消費電力化が必要

である。また、それに伴って益々増加する部材の使用量や生産エネルギーを削減する技

術開発も必要である。 

 中でも、バックライトは液晶テレビモジュールの消費電力の約２/３を占めており、低

消費電力化のためにはバックライトの高効率化が不可欠である。さらに環境配慮の面か

らも水銀レス化が必要である。よって、CCFL に代替するバックライトとして、高効率・

高演色実現の可能性が期待できる LED バックライトシステムの開発が重要である。 

 

２．研究開発の具体的内容 

 高効率な LED バックライトシステムの構築を行い、液晶ディスプレイの消費電力の

大半を占めるバックライトの低消費電力化を図る。 

 

３．達成目標 

LED を搭載した高効率バックライトシステムを構築し、その消費電力を従来の３０％

削減する。また、LED バックライトシステムにおける光の指向性制御・色バラツキの低

減により、高演色性を備えた高画質大型液晶ディスプレイを実現する。 
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（Ｂ）イノベーションプログラム基本計画 

 

 経済産業省が実施している研究開発プロジェクトは、７つの政策目標のもとにまとめられ、市場化に必要な関

連施策（規制改革、標準化等）と一体となった施策パッケージである「イノベーションプログラム」として推進

されている。本プロジェクト（「次世代大型低消費電力液晶ディスプレイ基盤技術開発」）は、そのうちＩＴイノ

ベーションプログラムおよびエネルギーイノベーションプログラムの一環として実施されている。この２つのイ

ノベーションプログラム基本計画3のうち、本プロジェクトに関係ある部分を中心に抜粋したものを次ページ以

降に示す。 

 なお、「次世代大型低消費電力液晶ディスプレイ基盤技術開発」は、「課題設定型助成事業 次世代大型低消費

電力ディスプレイ基盤技術開発」の一部として実施しているものであり、次のプログラムの一部として実施する

ものである。 

 

・ ＩＴイノベーションプログラム基本計画 

 Ⅱ．省エネ革新 

  [ii]情報機器の徹底的省エネの実現 

   （１）次世代大型低消費電力ディスプレイ基盤技術開発プロジェクト 

 

・ エネルギーイノベーションプログラム基本計画 

 ４－Ⅰ 総合エネルギー効率の向上 

  ４－Ⅰ―iv 省エネ型情報生活空間創生技術 

   （３）次世代大型低消費電力ディスプレイ基盤技術開発プロジェクト 

 

 

                                                
3 イノベーションプログラム基本計画(経済産業省）： http://www.meti.go.jp/committee/materials2/downloadfiles/g90427b18j.pdf 
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（抜粋） 

平 成 2 1 ･ 0 3 ･ 2 3  産 局 第 2 号 

平 成 ２  １  年 ４  月 １  日 

 

ＩＴイノベーションプログラム基本計画 

 

１．目的 

我が国が目指す高度情報通信ネットワーク社会の構築に向け、経済成長戦略大綱、ＩＴ新改革戦略、

科学技術基本計画及び技術戦略マップ等に基づき、情報化の進展に伴うエネルギー消費量の増大等の課

題にも考慮しつつ、その基盤となる情報通信機器・デバイス等の情報通信技術を開発し、実社会への利

用を促進する。また、情報システム・ソフトウェアについて品質、信頼性及び生産性の向上を推進し、

組込みソフトウェア産業強化、オープンソースソフトウェアを安心して活用するための環境整備、独創

的な人材の発掘等、我が国産業競争力強化のための必要な基盤整備を実施することによって、ＩＴの利

活用の深化・拡大を図り、より豊かな国民生活を実現するとともに、我が国の経済活力の向上を図るこ

とを目的とする。 

 

 

２．政策的位置付け 

○「経済成長戦略大綱」（２００６年７月財政・経済一体改革会議。２００７年６月改訂・経済財政諮

問会議報告、２００８年６月改訂・経済財政諮問会議報告） 

 ＩＴ革新による競争力強化、ＩＴ革新を支える産業・基盤の強化に必要な研究開発の推進に対応 

○「第３期科学技術基本計画」(２００６年３月閣議決定) 

 国家的・社会的課題に対応した研究開発の重点推進４分野である情報通信分野、分野別推進戦略

（２００６年３月総合科学技術会議）における重点分野である情報通信分野に位置づけられるもの。 

○「ＩＴ新改革戦略」（２００６年１月高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部） 

次世代のＩＴ社会の基礎となる研究開発の推進等に対応。「ＩＴによる地域活性化等緊急プログラム」

（２００８年２月）、「ＩＴ政策ロードマップ」（２００８年６月）、「重点計画－２００８（２００８

年８月）」等を策定。 

 

 

３．達成目標 

（１）情報経済社会を形成する上で必要不可欠な基盤技術である情報通信機器・デバイス等に関しては、

「革新的な技術の確立」と「その開発成果の普及促進」を図る。 

【目標】 

・情報通信機器・デバイス産業の付加価値額を、２０２０年度において、２００８年度比で、約５０％

増加させる。 

・半導体の微細化に係る革新的基盤技術の開発（テクノロジーノード４５ｎｍ以細） 

・革新的な大型ディスプレイ技術の開発（消費電力を現状機器と比較して約５０％以下） 

・革新的なネットワーク機器技術の開発（消費電力を現状機器と比較して６０％以下） 
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（２）経済社会システムの信頼性確保に大きく寄与する情報システム・ソフトウェアに関しては、品質、

信頼性及び生産性の向上や産学官の開発リソースの連携強化により、「人材育成」と「ソフトウェア

工学の開発」等を積極的に推進する。 

【目標】 

・情報サービス・ソフトウェア産業の付加価値額を、２０１５年度において、２００４年度比で、約

２５％増加させる。 

・組込みシステム等の不具合発生率（２０１１年度までに２００６年度比５０％減） 

 

 

４．研究開発内容 

［プロジェクト］ 

 

Ⅰ．ＩＴコア技術の革新 

［ｉ］世界最先端デバイスの先導開発 

（１）次世代半導体材料・プロセス基盤プロジェクト（ＭＩＲＡＩ）（運営費交付金） 

（２）次世代低消費電力半導体基盤技術開発（ＭＩＲＡＩ）（運営費交付金）（再掲） 

（３）ドリームチップ開発プロジェクト（運営費交付金） 

（４）次世代プロセスフレンドリー設計技術開発（運営費交付金） 

（５）ナノエレクトロニクス半導体新材料・新構造技術開発－うち新材料・新構造ナノ電子デバイス（再

掲） 

（６）スピントロニクス不揮発性機能技術プロジェクト（運営費交付金）（再掲） 

（７）半導体機能性材料の高度評価基盤開発（運営費交付金）（再掲） 

 

［ii］半導体アーキテクチャの革新 

（１）半導体アプリケーションチッププロジェクト（運営費交付金）（再掲） 

（２）次世代回路アーキテクチャ技術開発事業 

 

［iii］光技術の革新利用 

（１）低損失オプティカル新機能部材技術開発（運営費交付金）（再掲） 

（２）次世代光波制御材料・素子化技術（運営費交付金）（再掲） 

（３）三次元光デバイス高効率製造技術（運営費交付金）（再掲） 

 

 

Ⅱ．省エネ革新 

［i］情報ネットワークシステムの徹底的省エネの実現 

（１）グリーンＩＴプロジェクト（運営費交付金）（再掲） 

（２）次世代高効率ネットワークデバイス技術開発（運営費交付金）（再掲） 

（３）次世代高効率エネルギー利用型住宅システム技術開発・実証事業（再掲） 

 

［ii］情報機器の徹底的省エネの実現 

（１）次世代大型低消費電力ディスプレイ基盤技術開発（運営費交付金）（再掲） 

①概要 

本プロジェクト 
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エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものであり、次世代の大型液晶及び大型プラ

ズマディスプレイに関する低消費電力ディスプレイを実現するための研究開発を行う。 

②技術的目標及び達成時期 

２０１１年度までに、液晶に関しては、高効率バックライト、革新的なＴＦＴアレイプロセス

技術・製造装置及び低消費電力型の画像処理エンジン等に係る技術を確立する。また、プラズマデ

ィスプレイに関しては、超低電圧駆動等に係る技術を確立する。 

③研究開発期間 

２００７年度～２０１１年度 

 

 

［iii］省エネを支えるプロセス基盤技術 

（１）ナノエレクトロニクス半導体新材料・新構造技術開発－うち窒化物系化合物半導体基板・エピタキ

シャル成長技術の開発（運営費交付金）（再掲） 

 

 

Ⅲ．情報爆発への対応 

ＩＴの利活用による知の創造 

（１）情報大航海プロジェクト 

（２）ITとサービスの融合による新市場創出促進事業 

 

 

Ⅳ．情報システム・ソフトウェアの安全性・信頼性・生産性の向上とオープンスタンダードの普及推進 

（１）セキュアプラットフォームプロジェクト 

（２）産学連携ソフトウェア工学の実践（運営費交付金を含む） 

（３）オープンソフトウェア利用促進事業（運営費交付金） 

（４）ＩＴ投資効率向上のための共通基盤開発プロジェクト 

（５）ＩＴＳの規格化事業（第２フェーズ） 

 

 

 

５．政策目標の実現に向けた環境整備 

【法律】 

・ 情報処理の進行を目的に、昭和４５年に情報処理の促進に関する法律が制定。 

・ 半導体集積回路の回路配置の適正な利用の確保を目的に、昭和６３年に半導体集積回路の回路配置

に関する法律が制定。 

 

【税制】 

・ 情報セキュリティ強化を確保しつつ生産性の向上を図るためのＩＴ投資に対し、３５％特別償却又

は７％税額控除（情報基盤強化税制）。 

・ ソフトウェアを含む機械装置等に対し、３０％特別償却又は７％税額控除（中小企業投資促進税制）。 

 

【国際標準化】 
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各プロジェクトで得られた成果のうち、標準化すべきものについては、適切な標準化活動（国際規

格（ＩＳＯ／ＩＥＣ））、日本工業規格（ＪＩＳ）、その他国際的に認知された標準の提案等）を実施す

る。特に、産学連携ソフトウェア工学の実践における組込みソフトウェア開発については、国際標準の

動向を踏まえた開発を促進することにより、プロジェクトの成果の幅広い普及を促進する。 

 

【関係機関との連携】 

各プロジェクトのうち、研究開発を効率的・効果的に推進する観点から関係機関との連携が必要なも

のについては、これを積極的に行う。 

但し、関係機関が行う研究開発等の独自性を妨げるものではない。 

 

【導入普及促進〕 

成果の普及を図るため、これまでの終了プロジェクトの成果の全部または、一部についてはオープンソー

スソフトウェアとして公開する。また、高信頼な組込みソフトウェアの開発では、ソフトウェアエンジニ

アリングセンター（ＳＥＣ）において提供される各種エンジニアリング手法を開発現場に適用し、当該技

術の効果を明らかにしながら開発を進める。 

 

【その他】 

・グラント事業 

ＮＥＤＯの産業技術研究助成事業を活用し、萌芽的・革新的な情報通信関係の技術シーズの発掘

を行う。また、ソフトウェア分野の独創的な技術やビジネスシーズを有した人材を発掘する。 

・事業終了後の連携 

産学官連携の研究体制を通して活動を行い、これらの事業の終了後も各分野の研究者・技術者が有

機的に連携し、更に新たな研究を作り出す環境を構築する。 

・人材育成 

 ハードウェア分野においては、出来る限り大学との連携を重視し、各種フェローシップ制度を活

用しつつ、最先端の情報通信基盤研究現場への学生等の参画を推進することにより次世代の研究開発

人材の育成を図る。また、ソフトウェア分野における独創的な人材を発掘し、育成するとともに、優

秀な人材が集うコミュニティを構築するなど、発掘された人材の才能をさらに伸ばすための取組を進

める。 

・広報／啓発 

 毎年１０月を「情報化月間」としている。 

 

 

６．研究開発の実施に当たっての留意事項 

事業の全部又は一部について独立行政法人の運営費交付金により実施されるもの（事業名に（運営費

交付金）と記載したもの）は、中期目標、中期計画等に基づき、運営費交付金の総額の範囲内で、当該

独立行政法人の裁量によって実施されるものである。 

 

 

７．改訂履歴 

（１） 平成１２年１２月２８日付け、情報通信基盤高度化プログラム基本計画を制定。 
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（２） 平成１４年２月２８日付け、情報通信基盤高度化プログラム基本計画及び次世代半導体デバイスプ

ロセス等基盤技術プログラム基本計画を制定。情報通信基盤高度化プログラム基本計画（平成１２・

１２・２７工総第１２号）は廃止。 

（３） 平成１５年１月３１日付け、情報通信基盤高度化プログラム基本計画及び次世代半導体デバイスプ

ロセス等基盤技術プログラム基本計画を制定。情報通信基盤高度化プログラム基本計画（平成１４・

０２・２５産局第１７号）及び次世代半導体デバイスプロセス等基盤技術プログラム基本計画（平成

１４・０２・２５産局第１８号）は、廃止。 

（４） 平成１５年３月１０日付け、情報通信基盤高度化プログラム基本計画、次世代半導体デバイスプロ

セス等基盤技術プログラム基本計画、次世代ディスプレイ技術開発プログラム基本計画及び情報通信

基盤ソフトウェア開発推進プログラム基本計画を制定。情報通信基盤高度化プログラム基本計画（平

成１５・０１・２９産局第１号）及び次世代半導体デバイスプロセス等基盤技術プログラム基本計画

（平成１５・０１・２９産局第２号）は、廃止。 

なお、情報通信機器高度化プログラム基本計画（平成１５・０１・２９産局第１号）及び次世代

半導体デバイスプロセス等基盤技術プログラム基本計画（平成１５・０１・２９産局第２号）の一

部は、次世代ディスプレイ技術開発プログラム基本計画及び情報通信基盤ソフトウェア開発推進プ

ログラム基本計画へ移行。 

（５） 平成１６年２月３日付け、高度情報通信機器・デバイス基盤プログラム基本計画及び情報通信基盤

ソフトウェア開発推進プログラム基本計画を制定。情報通信機器高度化プログラム基本計画（平成１

５・０３・０７産局第１４号）、次世代半導体デバイスプロセス等基盤技術プログラム基本計画（平

成１５・０３・０７産局第７号）、次世代ディスプレイ技術開発プログラム基本計画（平成１５・０

３・０７産局第４号）は、高度情報通信機器・デバイス基盤プログラム基本計画に統合することとし、

廃止。また、情報通信基盤ソフトウェア開発推進プログラム基本計画（平成１５・０３・０７産局第

１４号）は、廃止。 

（６） 平成１７年３月２５日付け、高度情報通信機器・デバイス基盤プログラム基本計画を制定。高度情

報通信機器・デバイス基盤プログラム基本計画（平成１６・０２・０３産局第１号）は廃止。また、

平成１７年３月３１日付け、情報通信基盤ソフトウェア開発推進プログラム基本計画を制定。情報通

信基盤ソフトウェア開発推進プログラム基本計画（平成１６・０２・０３産局第２号）は廃止。 

（７） 平成１８年３月３１日付け、高度情報通信機器・デバイス基盤プログラム基本計画及び情報通信基

盤ソフトウェア開発推進プログラム基本計画を制定。高度情報通信機器・デバイス基盤プログラム基

本計画（平成１７・０３・２５産局第７号）及び情報通信基盤ソフトウェア開発推進プログラム基本

計画（平成１７・０３・２５産局第６号）は廃止。 

（８） 平成１９年４月２日付け、高度情報通信機器・デバイス基盤プログラム基本計画及び情報通信基盤

ソフトウェア開発推進プログラム基本計画を制定。高度情報通信機器・デバイス基盤プログラム基本

計画（平成１８・０３・３１産局第４号）及び情報通信基盤ソフトウェア開発推進プログラム基本計

画（平成１８・０３・３１産局第５号）は廃止。 

（９） 平成２０年４月１日付け、ＩＴイノベーションプログラム基本計画を制定。情報通信機器高度化・

デバイス基盤プログラム基本計画（平成１９・０３・１２産局第７号）及び情報通信基盤ソフトウェ

ア開発推進プログラム基本計画（平成１９・０３・１２産局第８号）は、本プログラム基本計画に統

合することとし、廃止。 

（９） 平成２１年４月１日付け、ＩＴイノベーションプログラム基本計画を制定。ＩＴイノベーションプ

ログラム基本計画（平成２０・０３・２７産局第１号）は、廃止。 
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（抜粋） 
平 成 ２ １ ・ ０ ３ ・ ２ ６ 産 局 第 １ 号 

平 成 ２  １  年 ４  月 １  日 
 

エネルギーイノベーションプログラム基本計画 

１． 目的 

資源に乏しい我が国が、将来にわたり持続的発展を達成するためには、革新的なエネルギー技術の開

発、導入・普及によって、各国に先んじて次世代型のエネルギー利用社会の構築に取り組んでいくことが不

可欠である。他方、エネルギー技術開発は、長期間を要するとともに大規模投資を伴う一方で将来の不確実

性が大きいことから、民間企業が持続的な取組を行うことは必ずしも容易ではない。このため、政府が長期

を見据えた将来の技術進展の方向性を示し、官民双方がこの方向性を共有することで、長期にわたり軸のぶ

れない取組の実施が可能となる。 

エネルギー安全保障の確立や、世界全体の温室効果ガスを２０５０年までに半減するという長期目標

を達成するため、以下に政策の柱毎に目的を示す。 

１－Ⅰ．総合エネルギー効率の向上 

１９７０年代以来、官民をあげて省エネルギーに取り組み、産業構造の転換や新たな製造技術の導

入、民生機器の効率改善等により世界最高水準の省エネルギーを達成している。今後、「新・国家エネ

ルギー戦略」に掲げる、２０３０年までにＧＤＰあたりのエネルギー利用効率を約３０％向上を実現

していくためには、産業部門はもとより、全部門において、総合エネルギー効率の向上に資する技術

開発とその成果の導入を促進する。 

１－Ⅱ．運輸部門の燃料多様化 

ほぼ１００％を石油に依存する運輸部門は、わが国エネルギー需給構造上、最も脆弱性が高く、そ

の需給構造の次世代化は、将来に向けた早急な対策が不可欠な課題となっている。 

「新・国家エネルギー戦略」に掲げる目標（２０３０年に向け、運輸部門の石油依存度が８０％程

度となることを目指す）の実現のためにも、官民が中長期的な展望・方向性を共有しつつ、技術開発

と関連施策を推進する。 

１－Ⅲ．新エネルギー等の開発・導入促進 

太陽光、風力、バイオマスなどの新エネルギーは、エネルギー源の多様化や地球温暖化対策の観点か

ら重要である。しかし、現時点では経済性や出力安定性といった普及へ向けての課題が存在する。 

そのため、これらの課題解決に向けた技術開発の推進及び新エネルギーの導入促進のための関連施策

の実施により、更なる新エネルギーの普及を推進する。 

１－Ⅳ．原子力等利用の推進とその大前提となる安全の確保 

原子力発電は供給安定性に優れ、運用時にＣＯ２を排出しないクリーンなエネルギー源である。安

全確保を大前提に核燃料サイクルを含む原子力発電を着実に推進する。 

１－Ⅴ．化石燃料の安定供給確保と有効かつクリーンな利用 

化石燃料資源の大宗を輸入に依存する我が国にとって、その安定供給の確保は国家安全保障に直結

する課題である。このため、石油・天然ガス等の安定供給確保を目指し、我が国企業による資源国に

おける資源開発等に対する支援等の施策を進めるとともに、その有効かつクリーンな利用を図る。
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２．政策的位置付け 

○ 低炭素社会づくり行動計画（２００８年７月閣議決定） 

２００８年６月の福田総理（当時）のスピーチ「福田ビジョン」等を受け、我が国が低炭素社会

へ移行していくための具体的な道筋を示すため、国全体を低炭素化へ動かす仕組みや革新的な技

術開発、国民一人ひとりの行動を促すための取組について策定。 

「環境エネルギー技術革新計画」や「Cool Earth－エネルギー革新技術計画」等に示された革

新的技術の開発に５年間で３００億ドル程度を投入するという具体的な目標が示された。 

○ 環境エネルギー技術革新計画（２００８年５月） 

温室効果ガスの大幅な削減を目指すだけでなく、エネルギー安全保障、環境と経済の両立、開発

途上国への貢献等を考慮し、以下の戦略等を策定。 

１．低炭素社会実現に向けた我が国の技術戦略 

２．国際的な温室効果ガス削減策への貢献策 

３．革新的環境エネルギー技術開発の推進方策 

○ Cool Earth－エネルギー革新技術計画（２００８年３月） 

２００７年５月の総理イニシアティブ「クールアース５０」を受け、世界全体の温室効果ガス

の排出量を現状に比して２０５０年までに半減するという長期目標を達成するため、エネルギー

分野における革新的な技術開発について検討をおこない、２１の技術を選定。 

○ エネルギー基本計画（２００７年３月閣議決定） 

重点的に研究開発のための施策を講ずべきエネルギーに関する技術及びその施策として、 

１． 総合エネルギー効率の向上に資する技術 

２． 原子力利用の推進とその大前提となる安全の確保に資する技術 

３． 運輸部門のエネルギー多様化に資する技術 

４． 新エネルギーに関する技術 

５． 化石燃料の安定供給確保と有効かつクリーンな利用に資する技術 

 以上が位置づけられている。 

○ 新・国家エネルギー戦略（２００６年５月） 

世界最先端のエネルギー需給構造の実現を図るため 

１． 省エネルギーフロントランナー計画 

２． 運輸エネルギーの次世代化計画 

３． 新エネルギーイノベーション計画 

４． 原子力立国計画 

以上の計画が位置づけられている。また、資源外交、エネルギー環境協力の総合的な強化を

図るため、「総合資源確保戦略」が位置づけられている。 

○ 第３期科学技術基本計画（２００６年３月閣議決定） 

国の存立にとって基盤的であり国として取り組むことが不可欠な研究開発課題を重視して研

究開発を推進する「推進４分野」であるエネルギー分野、分野別推進戦略（２００６年３月総合

科学技術会議）における「推進４分野」であるエネルギー分野に位置付けられている。 

 

○ 経済成長戦略大綱（２００６年７月財政・経済一体改革会議） 

資源・エネルギー政策の戦略的展開として 

１． 省エネルギーフロントランナー計画 

２． 次世代自動車・燃料イニシアティブ等による運輸エネルギー次世代化 
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３． 新エネルギーイノベーション計画 

４． 原子力立国計画 

５． 資源外交、環境・エネルギー協力等の総合的な強化 

 以上が位置づけられている。 

○ 京都議定書目標達成計画（２００５年４月閣議決定） 

「京都議定書の約束を達成するとともに、更に「脱温暖化社会」に向けて長期的・継続的な排

出削減を進めるには、究極的には化石燃料への依存を減らすことが必要である。環境と経済の両

立を図りつつ、これらの目標を達成するため、省エネルギー、未利用エネルギーの利用等の技術

革新を加速し、効率的な機器や先進的なシステムの普及を図り、世界をリードする環境立国を目

指す。」とされている。 

 

 

３．達成目標 

３－Ⅰ．総合エネルギー効率の向上 

転換部門における「エネルギー転換効率向上」、産業部門における「製造プロセス効率向上」、民生・

運輸部門における「省エネルギー」などにより、ＧＤＰ当たりのエネルギー消費指数を２０３０年度

までに少なくても３０％改善することを目指す。 

３－Ⅱ．運輸部門の燃料多様化 

バイオマス由来燃料、ＧＴＬ、ＢＴＬ、ＣＴＬなどの新燃料、電気自動車や燃料電池自動車などの

導入により、現在ほぼ１００％の運輸部門の石油依存度を２０３０年までに８０％程度とすること

を目指す。 

３－Ⅲ．新エネルギー等の開発・導入促進 

太陽光、風力、バイオマスなどの新エネルギーの技術開発や燃料電池など革新的なエネルギー高度

利用を促進することにより、新エネルギー等の自立的な普及を目指すことで、エネルギー源の多様

化及び地球温暖化対策に貢献する。 

３－Ⅳ．原子力等利用の推進とその大前提となる安全の確保 

２０３０年以降においても、発電電力量に占める比率を３０～４０％程度以上とすることを目指

すため、高速増殖炉サイクルの早期実用化、既設軽水炉代替へ対応する次世代軽水炉の開発、軽水

炉技術を前提とした核燃料サイクルの確立、放射性廃棄物対策などの技術開発を推進する。 

３－Ⅴ．化石燃料の安定供給確保と有効かつクリーンな利用 

石油・天然ガスの化石燃料の安定供給確保を目指し、資源獲得能力の強化に資する先端的な技術開

発を推進するとともに、環境負荷低減のために化石燃料の効率的かつクリーンな利用を促進するため

の技術開発・導入を目指す。 
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４．研究開発内容 

４－Ⅰ．総合エネルギー効率の向上 

４－Ⅰ－ⅰ．共通 

（１）省エネルギー革新技術開発事業（運営費交付金） 

（２）エネルギー使用合理化産業技術研究助成事業（運営費交付金） 

（３）新エネルギー技術実用化補助事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅰ参照） 

（４）非化石エネルギー産業技術研究助成事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅰ参照） 

 

４－Ⅰ－ⅱ．超燃焼システム技術 

（１）環境調和型製鉄プロセス技術開発（運営費交付金）（再掲） 

（２）資源対応力強化のための革新的製銑プロセス技術開発（運営費交付金） 

（３）革新的ガラス溶融プロセス技術開発（運営費交付金） 

（４）革新的マイクロ反応場利用部材技術開発（運営費交付金） 

（５）鉄鋼材料の革新的高強度・高機能化基盤研究開発（運営費交付金） 

（６）希少金属等高効率回収システム開発 

（７）低品位鉱石・難処理鉱石に対応した革新的製錬プロセス技術の研究開発 

（８）環境調和型水循環技術開発 

（９）微生物機能を活用した環境調和型製造基盤技術開発 

（１０）省エネルギー型化学技術創成研究開発補助事業 

（１１）エネルギー使用合理化繊維関連次世代技術開発 

（１２）高効率ガスタービン実用化技術開発 

（１３）エネルギー使用合理化高効率パルプ工程技術開発（運営費交付金） 

（１４）革新的省エネセラミックス製造技術開発（運営費交付金） 

（１５）発電プラント用超高純度金属材料開発（運営費交付金）（４－Ⅳ－ⅴ参照） 

（１６）先進超々臨界圧火力発電実用化要素技術開発（４－Ⅴ－ⅳ参照） 

（１７）噴流床石炭ガス化発電プラント開発（４－Ⅴ－ⅳ参照） 

（１８）石油精製高度機能融合技術開発（４－Ⅴ－ⅱ参照） 

 

４－Ⅰ－ⅲ．時空を超えたエネルギー利用技術 

（１）カーボンナノチューブキャパシタ開発プロジェクト（運営費交付金） 

（２）イットリウム系超電導電力機器技術開発（運営費交付金）（４－Ⅳ－ⅳ参照） 

（３）高温超電導電力ケーブル実証プロジェクト（運営費交付金）（４－Ⅳ－ⅳ参照） 

（４）固体高分子形燃料電池実用化戦略的技術開発(運営費交付金)(４－Ⅲ－ⅴ参照) 

（５）燃料電池先端科学研究（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（６）固体酸化物形燃料電池システム要素技術開発(運営費交付金）(４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（７）水素貯蔵材料先端基礎研究事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（８）水素製造・輸送・貯蔵システム等技術開発（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（９）固体酸化物形燃料電池実証研究（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（１０）大規模電力供給用太陽光発電系統安定化等実証事業（運営費交付金）（４－Ⅳ－ⅴ参照） 

（１１）次世代蓄電システム実用化戦略的技術開発(運営費交付金)(４－Ⅳ－ⅴ参照) 

（１２）革新型蓄電池先端科学基礎研究（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅲ参照） 
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４－Ⅰ－ⅳ．省エネ型情報生活空間創生技術 

（１）グリーンＩＴプロジェクト（運営費交付金） 

（２）次世代高効率ネットワークデバイス技術開発（運営費交付金） 

 

（３）次世代大型低消費電力ディスプレイ基盤技術開発（運営費交付金） 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものであり、次世代の大型液晶及び大

型プラズマディスプレイに関する低消費電力ディスプレイを実現するための研究開発を行う。 

②技術的目標及び達成時期 

２０１１年度までに、液晶に関しては、高効率バックライト、革新的なＴＦＴアレイプロセ

ス技術・製造装置及び低消費電力型の画像処理エンジン等に係る技術を確立する。また、プラ

ズマディスプレイに関しては、超低電圧駆動等に係る技術を確立する。 

③研究開発期間 

２００７年度～２０１１年度 

 

（４）有機発光機構を用いた高効率照明の開発（運営費交付金） 

（５）マルチセラミックス膜新断熱材料の開発（運営費交付金） 

（６）超フレキシブルディスプレイ部材技術開発（運営費交付金） 

（７）低損失オプティカル新機能部材技術開発（運営費交付金） 

（８）次世代光波制御材料・素子化技術（運営費交付金） 

（９）次世代高効率エネルギー利用型住宅システム技術開発・実証事業（運営費交付金） 

 

４－Ⅰ－ⅴ．先進交通社会確立技術 

（１）エネルギーＩＴＳ（運営費交付金） 

（２）サステナブルハイパーコンポジット技術の開発（運営費交付金） 

（３）次世代構造部材創製・加工技術開発（次世代航空機用） 

（４）環境適応型小型航空機用エンジン研究開発（運営費交付金） 

（５）省エネ用炭素繊維複合材技術開発 

（６）燃料電池システム等実証研究（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（７）次世代蓄電システム実用化戦略的技術開発（運営費交付金）（４－Ⅳ－ⅴ参照） 

 

４－Ⅰ－ⅵ．次世代省エネデバイス技術 

（１）ナノエレクトロニクス半導体新材料・新構造技術開発 －うち窒化物系化合物 

半導体基板・エピタキシャル成長技術の開発（運営費交付金） 

（２）次世代低消費電力半導体基盤技術開発（ＭＩＲＡＩ）（運営費交付金） 

（３）半導体アプリケーションチッププロジェクト（運営費交付金） 

（４）次世代プロセスフレンドリー設計技術開発（運営費交付金） 

（５）半導体機能性材料の高度評価基盤開発（運営費交付金） 

 

４－Ⅰ－ⅶ．その他 

（１）次世代構造部材創製・加工技術開発（次世代衛星基盤） 

 

本プロジェクト 
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４－Ⅱ．運輸部門の燃料多様化 

４－Ⅱ－ⅰ．共通 

（１）新エネルギー技術実用化補助事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅰ参照） 

（２）非化石エネルギー産業技術研究助成事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅰ参照） 

 

４－Ⅱ－ⅱ．バイオマス由来燃料 

（１）新エネルギー技術研究開発（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅳ参照） 

（２）Ｅ３地域流通スタンダードモデル（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅳ参照） 

（３）バイオマス等未活用エネルギー実証事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅳ参照） 

（４）バイオマスエネルギー地域システム化実験事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅳ参照） 

（５）セルロース系エタノール革新的生産システム開発（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅳ参照） 

 

４－Ⅱ－ⅲ．ＧＴＬ等の合成液体燃料 

（１）天然ガスの液体燃料化（ＧＴＬ）技術実証研究（運営費交付金）（４－Ⅴ－ⅱ参照） 

 

４－Ⅱ－ⅳ．燃料電池自動車および水素関連技術 

（１）固体高分子形燃料電池実用化戦略的技術開発（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（２）燃料電池先端科学研究（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（３）水素製造・輸送・貯蔵システム等技術開発（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（４）水素貯蔵材料先端基盤研究事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（５）水素社会構築共通基盤整備事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（６）燃料電池システム等実証研究（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

 

４－Ⅱ－ⅴ．電気自動車 

（１）次世代蓄電システム実用化戦略的技術開発（運営費交付金）（４－Ⅳ－ⅴ参照） 

（２）革新型蓄電池先端科学基礎研究（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅲ参照） 

 

 

４－Ⅲ．新エネルギー等の開発・導入促進 

４－Ⅲ－ⅰ．共通 

（１）新エネルギー技術研究開発（運営費交付金） 

（２）新エネルギー技術フィールドテスト事業（運営費交付金） 

（３）新エネルギー技術実用化補助金（運営費交付金） 

（４）非化石エネルギー産業技術研究助成事業（運営費交付金） 

 

４－Ⅲ－ⅱ．太陽・風力 

（１）太陽光発電無線送受電技術の研究開発 

 

４－Ⅲ－ⅲ．電力系統制御・電力貯蔵 

（１）革新型蓄電池先端科学基礎研究（運営費交付金） 

（２）次世代蓄電システム実用化戦略的技術開発（運営費交付金）（４－Ⅳ－ⅴ参照） 
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（３）大規模電力供給用太陽光発電系統安定化等実証事業（運営費交付金）（４－Ⅳ－ⅴ参照） 

 

４－Ⅲ－ⅳ．バイオマス・廃棄物・地熱等 

（１）Ｅ３地域流通スタンダードモデル創成事業（運営費交付金） 

（２）バイオマス等未活用エネルギー実証事業（運営費交付金） 

（３）バイオマスエネルギー地域システム化実験事業（運営費交付金） 

（４）セルロース系エタノール革新的生産システム開発（運営費交付金） 

 

４－Ⅲ－ⅴ．燃料電池 

（１）固体高分子形燃料電池実用化戦略的技術開発（運営費交付金） 

（２）燃料電池先端科学研究（運営費交付金） 

（３）固体酸化物形燃料電池システム要素技術開発（運営費交付金） 

（４）セラミックリアクター開発（運営費交付金） 

（５）水素製造・輸送・貯蔵システム等技術開発（運営費交付金） 

（６）水素貯蔵材料先端基盤研究事業（運営費交付金） 

（７）水素先端科学基礎研究事業（運営費交付金） 

（８）水素社会構築共通基盤整備事業（運営費交付金） 

（９）固体酸化物形燃料電池実証研究（運営費交付金） 

（１０）燃料電池システム等実証研究（運営費交付金） 

（１１ ）将来型燃料高度利用技術開発（４－Ⅴ－ⅱ参照） 

 

４－Ⅳ．原子力等利用の推進とその大前提となる安全の確保 

４－Ⅳ－ⅰ．軽水炉・軽水炉核燃料サイクル 

＜新型軽水炉＞ 

（１）次世代軽水炉等技術開発 

＜軽水炉使用済燃料再処理技術の高度化＞ 

（２）使用済燃料再処理事業高度化 

＜プルサーマルの推進＞ 

（３）全炉心混合酸化物燃料原子炉施設技術開発 

＜軽水炉サイクルから高速増殖炉サイクルへの円滑な移行のための技術開発＞ 

（４）高速炉再処理回収ウラン等除染技術開発 

＜ウラン濃縮技術の高度化＞ 

（５）遠心法ウラン濃縮技術開発 

＜回収ウラン＞ 

（６）回収ウラン利用技術開発 

＜共通基盤技術開発＞ 

（７）革新的実用原子力技術開発 

 

４－Ⅳ－ⅱ．高速増殖炉（ＦＢＲ）サイクル 

（１）発電用新型炉等技術開発 

（２）高速炉再処理回収ウラン等除染技術開発（４－Ⅳ－ⅰ参照） 
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４－Ⅳ－ⅲ．放射性廃棄物処理処分 

（１）地層処分技術開発 

（２）管理型処分技術開発 

（３）放射性廃棄物共通技術開発 

 

４－Ⅳ－ⅳ．原子力利用推進に資する電力系統技術 

（１）イットリウム系超電導電力機器技術開発（運営費交付金） 

（２）高温超電導ケーブル実証プロジェクト（運営費交付金） 

 

４－Ⅳ－ⅴ．その他電力供給安定化技術 

（１）大規模電力供給用太陽光発電系統安定化等実証事業（運営費交付金） 

（２）次世代蓄電システム実用化戦略的技術開発（運営費交付金） 

（３）発電プラント用超高純度金属材料の開発（運営費交付金） 

 

４－Ⅴ．化石燃料の安定供給確保と有効かつクリーンな利用 

４－Ⅴ－ⅰ．石油・天然ガス・石炭の探鉱・開発・生産技術 

（１）石油・天然ガス開発・利用促進型大型／特別研究（運営費交付金） 

（２）石炭生産技術開発 

（３）石油精製物質等簡易有害性評価手法開発（運営費交付金） 

（４）石油資源遠隔探知技術の研究開発 

（５）ハイパースペクトルセンサ等の研究開発（運営費交付金） 

（６）次世代合成開口レーダ等の研究開発 

（７）極軌道プラットフォーム搭載用資源探査観測システムの研究開発 

 

４－Ⅴ－ⅱ．石油・天然ガスの有効利用技術 

（１）石油燃料次世代環境対策技術開発 

（２）石油精製高度機能融合技術開発 

（３）将来型燃料高度利用技術開発 

（４）革新的次世代石油精製等技術開発 

（５）次世代高信頼性ガスセンサー技術開発 

（６）天然ガスの液体燃料化（ＧＴＬ）技術実証研究（運営費交付金） 

（７）石油・天然ガス開発・利用促進型大型／特別研究（運営費交付金）（４－Ⅴ－ⅰ参照） 

（８）高効率ガスタービン実用化技術開発（４－Ⅰ－ⅱ参照） 

 

４－Ⅴ－ⅲ．オイルサンド等非在来化石資源の利用技術 

（１）メタンハイドレート開発促進委託費 

（２）革新的次世代石油精製等技術開発（４－Ⅴ－ⅱ参照） 

 

４－Ⅴ－ⅳ．石炭クリーン利用技術 

（１）革新的ゼロエミッション石炭火力発電プロジェクト 

（２）国際革新的ゼロエミッション石炭火力発電プロジェクト補助金 

（３）先進超々臨界圧火力発電実用化要素技術開発費補助金 
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（４）石炭利用技術開発（一部、運営費交付金）（クリーン・コール・テクノロジーの研究開発の一

部） 

（５）噴流床石炭ガス化発電プラント開発費補助金 

（６）資源対応力強化のための革新的製銑プロセス技術開発（運営費交付金）（４－Ⅰ－ⅱ参照） 

 

４－Ⅴ－ⅴ．その他共通 

（１）新エネルギー技術実用化補助事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅰ参照） 

（２）非化石エネルギー産業技術研究助成事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅰ参照） 

（３）固体高分子形燃料電池実用化戦略的技術開発(運営費交付金)(４－Ⅲ－ⅴ参照) 

（４）燃料電池先端科学研究（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（５）固体酸化物形燃料電池システム要素技術開発(運営費交付金）(４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（６）水素製造・輸送・貯蔵システム等技術開発（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（７）水素貯蔵材料先端基盤研究事（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（８）水素社会構築共通基盤整備事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（９）水素先端科学基礎研究事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（１０）固体酸化物形燃料電池実証研究（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（１１）燃料電池システム等実証研究（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

 

５．政策目標の実現に向けた環境整備（成果の実用化、導入普及に向けた取組） 

５－Ⅰ．総合エネルギー効率の向上 

 事業者単位の規制体系の導入 

 住宅・建築物に係る省エネルギー対策の強化 

 セクター別ベンチマークアプローチの導入と初期需要創出（高効率機器の導入補助等） 

 トップランナー基準の対象機器の拡充等 

 アジアにおける省エネルギー対策の推進を通じた我が国の国際競争力の向上 

 国民の省エネルギー意識の高まりに向けた取組 

５－Ⅱ．運輸部門の燃料多様化 

 公共的車両への積極的導入 

 燃費基準の策定・改定 

 アジアにおける新エネルギー協力 

 国際標準化による国際競争力向上 

５－Ⅲ．新エネルギー等の開発・導入促進 

 補助金等による導入支援 

 新エネルギーベンチャービジネスに対する支援の拡大 

 新エネルギー産業構造の形成 

 電気事業制度・ガス事業制度の在り方の検討 

５－Ⅳ．原子力利用の推進とその大前提となる安全の確保 

 電力自由化環境下での原子力発電の新・増設の実現 

 資源確保戦略の展開 

 次世代を支える人材育成 

 中小型炉の海外市場への展開、我が国原子力産業の国際展開支援 

 原子力発電拡大と核不拡散の両立に向けた国際的枠組み作りへの積極的関与 
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 国と地域の信頼強化 

５－Ⅴ．化石燃料の安定供給確保と有効かつクリーンな利用 

 資源国等との総合的な関係強化（研究開発の推進・協力、人材育成・技術移転、経済関係強化な

ど） 

 化石燃料のクリーンな利用の開拓 

 

 

６．研究開発の実施に当たっての留意事項 

事業の全部又は一部について独立行政法人の運営費交付金による実施されるもの（事業名に（運営費交

付金）と記載したもの）は、中期目標、中期計画等に基づき、運営費交付金の総額の範囲内で当該独立行政

法人の裁量によって実施されるものである。 

また、事業名に（採択テーマ）と記載された事業は、提案公募事業により採択されたテーマを記載した

ものであり、その採択や評価等は、提案公募事業の実施機関の責任の下、実施されるものである。 

 

７．改訂履歴 

（１）平成１６年７月７日付け、省エネルギー技術開発プログラム基本計画、新エネルギー技術開発プロ

グラム基本計画、燃料技術開発プログラム基本計画、電力技術開発プログラム基本計画、原子力技術

開発プログラム基本計画制定。固体高分子形燃料電池／水素エネルギー利用プログラム基本計画（平

成１６・０２・０３産局第６号）は、新エネルギー技術開発プログラム基本計画に統合することとし、

廃止。 

（２）平成１７年３月３１日付け制定。省エネルギー技術開発プログラム基本計画（平成１６・０６・０

４産局第８号）、新エネルギー技術開発プログラム基本計画（平成１６・０６・０４産局第１０号）、

燃料技術開発プログラム基本計画（平成１６・０６・０４産局第１２号）、電力技術開発プログラム

基本計画（平成１６・０６・０４産局第１１号）、原子力技術開発プログラム基本計画（平成１６・

０６・０４産局第１３号）は、廃止。 

（３）平成１８年３月３１日付け制定。省エネルギー技術開発プログラム基本計画（平成１７・０３・２

５産局第１４号）、新エネルギー技術開発プログラム基本計画（平成１７・０３・２５産局第９号）、

燃料技術開発プログラム基本計画（平成１７・０３・２５産局第１７号）、電力技術開発プログラム基

本計画（平成１７・０３・２５産局第１２号）、原子力技術開発プログラム基本計画（平成１７・０

３・２５産局第１３号）は、廃止。また、次世代低公害車技術開発プログラム基本計画（平成１７・

０３・２９産局第２号）は、省エネルギー技術開発プログラム基本計画及び燃料技術開発プログラ

ム基本計画に統合することとし、廃止。 

（４）平成１９年４月２日付け制定。省エネルギー技術開発プログラム基本計画（平成１７・０３・

３１産局第１９号）、新エネルギー技術開発プログラム基本計画（平成１８・０３・３１産局第１５号）、

燃料技術開発プログラム基本計画（平成１８・０３・３１産局第１８号）、電力技術開発プログラム

基本計画（平成１８・０３・３１産局第１７号）、原子力技術開発プログラム基本計画（平成１８・

０３・３１産局第１６号）は、廃止。 

（５）平成２０年４月１日付け、エネルギーイノベーションプログラム基本計画制定。省エネルギー技

術開発プログラム基本計画（平成１９・０３・２６産局第１号）、新エネルギー技術開発プログラ

ム基本計画（平成１９・０３・２０産局第４号）、燃料技術開発プログラム基本計画（平成１９・０

３・１９産局第７号）、電力技術開発プログラム基本計画（平成１９・０３・１６産局第３号）、原子

力技術開発プログラム基本計画（平成１９・０３・２３産局第２号）は、本プログラム基本計画に
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統合することとし、廃止。 

（６）平成２１年４月１日付け制定。エネルギーイノベーションプログラム基本計画（平成２０・０

３・２５産局第５号）は廃止。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（Ｃ）技術戦略マップ－１ 

（Ｃ）技術戦略マップ（分野別技術ロードマップ） 

 

 技術戦略マップ4は、新産業を創造していくために必要な技術目標や製品・サービス・コンテンツの

需要を創造するための方策を示したものであり、経済産業省およびＮＥＤＯが、産学官の専門家の英

知を結集してとりまとめたものである。ディスプレイは、ユーザビリティ分野の中に位置付けられて

おり、下記のように大型化・高精細化に伴う技術の研究開発として実施している。次ページにはディ

スプレイ分野のロードマップを示す。 

 

 

 

 

  

                                                
4 技術戦略マップ： http://www.nedo.go.jp/content/100109915.pdf または 

http://www.meti.go.jp/policy/economy/gijutsu_kakushin/kenkyu_kaihatu/str2009/1_5.pdf 

図 ユーザビリティ分野におけるディスプレイ技術の位置付け 

（「技術戦略2009」より） 
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本プロジェクトに関連した技術 



（Ｄ）NEDOPOST および事前評価書－１ 

（Ｄ）ＮＥＤＯ ＰＯＳＴ および事前評価書 

 

 ＮＥＤＯ ＰＯＳＴ5とは、ＮＥＤＯが新規に研究開発プロジェクトを開始するにあたって、プロジ

ェクト案の概要を示し、ウェブを活用して広くパブリック・コメントを集める手段であり、その結果

をプロジェクト検討に役立てることによって、より社会のニーズに適合したプロジェクトを効率的に

実施するためのコミュニケーション・ツールである。図のように、３つのフェーズごとに意見収集を

行い、プロジェクト基本計画の策定などに利用している。 

 事前評価書は、新規に事業を開始する際に事業の推進部自らが、別途定められた評価項目・基準に

よって評価するものである。これによって、事業目的、目標設定根拠の明確化、実施内容の重複排除

等を行い、事業の効率的かつ効果的な実施を行っている。本プロジェクト立ち上げにあたって公開さ

れたＮＥＤＯ ＰＯＳＴおよび事前評価書を次ページ以降に示す。 

 

 

 

＜ＮＥＤＯ ＰＯＳＴ１＞  

 ＮＥＤＯの新規研究開発プロジェクトに関し

て、主にプロジェクト実施の必要性、有効性の観

点からのご意見を求める。 

 

 

 

＜ＮＥＤＯ ＰＯＳＴ２＞ 

 ＮＥＤＯの新規研究開発プロジェクトに関し

て、主にプロジェクトの実施内容についてご意見

を求める。 

 

 

＜ＮＥＤＯ ＰＯＳＴ３＞ 

ＮＥＤＯの新規/拡充研究開発プロジェクトの基

本計画（案）を提示してパブリック・コメントを

求め、かつ公募に先立って計画の概要をお知らせ

する。 

 

 

 

                                                
5 NEDOPOST：http://www.nedo.go.jp/nedopost/index.html 
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（ＮＥＤＯＰＯＳＴの案内） 



（Ｄ）NEDOPOST および事前評価書－３ 

  



（Ｄ）NEDOPOST および事前評価書－４ 

 

 

  

ＮＥＤＯＰＯＳＴ １ 



（Ｄ）NEDOPOST および事前評価書－５ 

 

  



（Ｄ）NEDOPOST および事前評価書－６ 

 

  

ＮＥＤＯＰＯＳＴ ２ 



（Ｄ）NEDOPOST および事前評価書－７ 

 

 



（Ｄ）NEDOPOST および事前評価書－８ 

ＮＥＤＯＰＯＳＴ ３ 



（Ｄ）NEDOPOST および事前評価書－９ 
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（Ｄ）NEDOPOST および事前評価書－１１ 
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２．分科会における説明資料 

次ページより、プロジェクト推進・実施者が、分科会においてプロジェクト

を説明する際に使用した資料を示す。 
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参考資料１ 評価の実施方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参考資料 1-1 
 

 

 

本評価は、「技術評価実施規程」（平成 15 年 10 月制定）に基づいて研究評価

を実施する。 

 

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）における研究

評価の手順は、以下のように被評価プロジェクトごとに分科会を設置し、同分

科会にて研究評価を行い、評価報告書（案）を策定の上、研究評価委員会にお

いて確定している。 

● 「NEDO 技術委員・技術委員会等規程」に基づき研究評価委員会を設置 

● 研究評価委員会はその下に分科会を設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＥＤＯ 

評価報告書（案）審議・確定 

理事長 

評価書報告 

評価報告書（案）作成 

実施者 
プロジェクトの説明 

評価結果公開 

推進部署 

分科会Ｂ 分科会Ｄ 

分科会Ａ 分科会Ｃ 

事務局 

研究評価部 

研究評価委員会 

推進部署 
評価結果の事業等への反映 

ＮＥＤＯ 

評価報告書（案）審議・確定 

理事長 

評価書報告 

評価報告書（案）作成 

実施者 プロジェクトの説明 

推進部署 

分科会Ｂ 分科会Ｄ 

分科会Ａ 分科会Ｃ 

事務局 

評価部 

研究評価委員会 

推進部署 
評価結果の事業等への反映 

国 民 
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１．評価の目的 

 

評価の目的は「技術評価実施規程」において。 

● 業務の高度化等の自己改革を促進する 

● 社会に対する説明責任を履行するとともに、 

経済・社会ニーズを取り込む 

● 評価結果を資源配分に反映させ、資源の重点化及び業務の効率化を 

促進する 

としている。 

本評価においては、この趣旨を踏まえ、本事業の意義、研究開発目標・計画

の妥当性、計画を比較した達成度、成果の意義、成果の実用化の可能性等につ

いて検討・評価した。 

 

２．評価者 

 

技術評価実施規程に基づき、事業の目的や態様に即した外部の専門家、有識

者からなる委員会方式により評価を行う。分科会委員選定に当たっては以下の

事項に配慮して行う。 

● 科学技術全般に知見のある専門家、有識者 

● 当該研究開発の分野の知見を有する専門家 

● 研究開発マネジメントの専門家、経済学、環境問題、国際標準、その他

社会的ニーズ関連の専門家、有識者 

● 産業界の専門家、有識者 

● ジャーナリスト 

また、評価に対する中立性確保の観点から事業の推進側関係者を選任対象か

ら除外し、また、事前評価の妥当性を判断するとの側面にかんがみ、事前評価

に関与していない者を主体とする。 

これらに基づき、分科会委員名簿にある 7 名を選任した。 

なお、本分科会の事務局については、独立行政法人新エネルギー・産業技術

総合開発機構評価部が担当した。 

 

３．評価対象 

 

平成１９年度に開始された「次世代大型低消費電力液晶ディスプレイ基盤技

術開発」プロジェクトを評価対象とした。 

なお、分科会においては、当該事業の推進部署から提出された事業原簿、プ
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ロジェクトの内容、成果に関する資料をもって評価した。 

 

４．評価方法 

 

分科会においては、当該事業の推進部署及び研究実施者からのヒアリングと、

それを踏まえた分科会委員による評価コメント作成、評点法による評価及び実

施者側等との議論等により評価作業を進めた。 

なお、評価の透明性確保の観点から、知的財産保護の上で支障が生じると認

められる場合等を除き、原則として分科会は公開とし、研究実施者と意見を交

換する形で審議を行うこととした。 

 

５．評価項目・評価基準 

 

分科会においては、次に掲げる「評価項目・評価基準」で評価を行った。こ

れは、研究評価委員会による『各分科会における評価項目・評価基準は、被評

価プロジェクトの性格、中間・事後評価の別等に応じて、各分科会において判

断すべきものである。』との考え方に従い、第 1 回分科会において、事務局が、

研究評価委員会により示された「標準的評価項目・評価基準」（参考資料 1-7 頁

参照）をもとに改定案を提示し、承認されたものである。 

プロジェクト全体に係わる評価においては、主に事業の目的、計画、運営、

達成度、成果の意義や実用化への見通し等について評価した。各個別テーマに

係る評価については、主にその目標に対する達成度等について評価した。 
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評価項目・評価基準（事後評価） 

 

 

１．事業の位置付け・必要性について 

(1)ＮＥＤＯの事業としての妥当性 

・ IT イノベーションプログラム、エネルギーイノベーションプログラムの

目標達成のために寄与しているか。 

・ 民間活動のみでは改善できないものであること、又は公共性が高いことに

より、ＮＥＤＯの関与が必要とされる事業か。 

・ 当該事業を実施することによりもたらされる効果が、投じた予算との比較

において十分であるか。 

 

(2)事業目的の妥当性 

・ 内外の技術開発動向、国際競争力の状況、エネルギー需給動向、市場動向、

政策動向等から見て、事業の目的は妥当か。 

 

 

２．研究開発マネジメントについて 

(1)研究開発目標の妥当性 

・ 内外の技術動向、市場動向等を踏まえて、戦略的な目標が設定されている

か。 

・ 具体的かつ明確な開発目標を可能な限り定量的に設定しているか。 

・ 目標達成度を測定・判断するための適切な指標が設定されているか。 

 

(2)研究開発計画の妥当性 

・ 目標達成のために妥当なスケジュール、予算（各個別研究テーマ毎の配分

を含む）となっているか。 

・ 目標達成に必要な要素技術を取り上げているか。 

・ 研究開発フローにおける要素技術間の関係、順序は適切か。 

・ 継続プロジェクトや長期プロジェクトの場合、技術蓄積を、実用化の観点

から絞り込んだうえで活用が図られているか。 

 

(3)研究開発実施の事業体制の妥当性 

・ 適切な研究開発チーム構成での実施体制になっているか。 

・ 真に技術力と事業化能力を有する企業を実施者として選定しているか。 
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・ 全体を統括するプロジェクトリーダー等が選任され、十分に活躍できる環

境が整備されているか。 

・ 目標達成及び効率的実施のために必要な実施者間の連携が十分に行われ

る体制となっているか。 

・ 実用化シナリオに基づき、成果の受け取り手（ユーザー、活用・実用化の

想定者等）に対して、関与を求める体制を整えているか。 

 

(4)  研究開発成果の実用化、事業化に向けたマネジメントの妥当性 

・ 成果の実用化、事業化につなげる戦略が明確になっているか。 

・ 成果の実用化、事業化につなげる知財マネジメントの方針が明確に示され、

かつ妥当なものか。 

 

(5)情勢変化への対応等 

・ 進捗状況を常に把握し、社会・経済の情勢の変化及び政策・技術動向に機

敏かつ適切に対応しているか。 

・ 計画見直しの方針は一貫しているか（中途半端な計画見直しが研究方針の

揺らぎとなっていないか）。計画見直しを適切に実施しているか。 

 

３．研究開発成果について 

(1)目標の達成度 

・ 成果は目標値をクリアしているか。 

・ 全体としての目標達成はどの程度か。 

・ 目標未達成の場合、目標達成までの課題を把握し、課題解決の方針が明確

になっているか。 

 

(2)成果の意義 

・ 成果は市場の拡大或いは市場の創造につながることが期待できるか。 

・ 成果は、世界初あるいは世界最高水準か。 

・ 成果は、新たな技術領域を開拓することが期待できるか。 

・ 成果は汎用性があるか。 

・ 投入された予算に見合った成果が得られているか。 

・ 成果は、他の競合技術と比較して優位性があるか。 

 

(3)知的財産権等の取得及び標準化の取組 

・ 知的財産権等の取扱（特許や意匠登録出願、著作権や回路配置利用権の登

録、品種登録出願、営業機密の管理等）は事業戦略、または実用化計画に
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沿って国内外に適切に行われているか。 

 

(4)成果の普及 

・ 論文の発表は、研究内容を踏まえ適切に行われているか。 

・ 成果の受取手（ユーザー、活用・実用化の想定者等）に対して、適切に成

果を普及しているか。また、普及の見通しは立っているか。 

・ 一般に向けて広く情報発信をしているか。 

 

 

 

４．実用化、事業化の見通しについて 

(1)成果の実用化可能性 

・ 産業技術としての見極め（適用可能性の明確化）ができているか。 

・ 実用化に向けて課題が明確になっているか。課題解決の方針が明確になっ

ているか。 

 

(2)事業化までのシナリオ 

・ ＮＥＤＯ後継プロジェクト、ＮＥＤＯ実用化助成、企業内研究等、プロジ

ェクト終了後の事業化までの道筋は明確か。 

・ 市場の規模や成長性、コストダウン、競合技術との比較、導入普及、事業

化までの期間、事業化とそれに伴う経済効果等の見通しは立っているか。 

 

(3)波及効果 

・ 成果は関連分野への波及効果（技術的・経済的・社会的）を期待できるも

のか。 

・ プロジェクトの実施自体が当該分野の研究開発や人材育成等を促進する

などの波及効果を生じているか。 
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標準的評価項目・評価基準（事後評価） 

２０１０．３．２６ 

【事後評価 標準的評価項目・評価基準の位置付け（基本的考え方）】 

 

標準的評価項目・評価基準は、第２５回研究評価委員会（平成２２年３月２

６日付）において以下のとおり定められている。（本文中の記載例による１･･･、

２･･･、３･･･、４･･･が標準的評価項目、それぞれの項目中の(1)･･･、(2)･･･が

標準的評価基準、それぞれの基準中の・ ･･･が視点） 

 

ただし、これらの標準的評価項目・評価基準は、研究開発プロジェクトの事

後評価における標準的な評価の視点であり、各分科会における評価項目・評価

基準は、被評価プロジェクトの性格等に応じて、各分科会において判断すべき

ものである。 

 

１．事業の位置付け・必要性について 

(1)ＮＥＤＯの事業としての妥当性 

・ 特定の施策（プログラム）、制度の下で実施する事業の場合、当該施策・

制度の目標達成のために寄与しているか。 

・ 民間活動のみでは改善できないものであること、又は公共性が高いことに

より、ＮＥＤＯの関与が必要とされる事業か。 

・ 当該事業を実施することによりもたらされる効果が、投じた予算との比較

において十分であるか。 

 

(2)事業目的の妥当性 

・ 内外の技術開発動向、国際競争力の状況、エネルギー需給動向、市場動向、

政策動向、国際貢献の可能性等から見て、事業の目的は妥当か。 

 

 

２．研究開発マネジメントについて 

(1)研究開発目標の妥当性 

・ 内外の技術動向、市場動向等を踏まえて、戦略的な目標が設定されている

か。 

・ 具体的かつ明確な開発目標を可能な限り定量的に設定しているか。 

・ 目標達成度を測定・判断するための適切な指標が設定されているか。 
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(2)研究開発計画の妥当性 

・ 目標達成のために妥当なスケジュール、予算（各個別研究テーマ毎の配分

を含む）となっているか。 

・ 目標達成に必要な要素技術を取り上げているか。 

・ 研究開発フローにおける要素技術間の関係、順序は適切か。 

・ 継続プロジェクトや長期プロジェクトの場合、技術蓄積を、実用化の観点

から絞り込んだうえで活用が図られているか。 

 

(3)研究開発実施の事業体制の妥当性 

・ 適切な研究開発チーム構成での実施体制になっているか。 

・ 真に技術力と事業化能力を有する企業を実施者として選定しているか。 

・ 研究管理法人を経由する場合、研究管理法人が真に必要な役割を担ってい

るか。 

・ 全体を統括するプロジェクトリーダー等が選任され、十分に活躍できる環

境が整備されているか。 

・ 目標達成及び効率的実施のために必要な実施者間の連携 and／or 競争が

十分に行われる体制となっているか。 

・ 実用化シナリオに基づき、成果の受け取り手（ユーザー、活用・実用化の

想定者等）に対して、関与を求める体制を整えているか。 

 

(4) 研究開発成果の実用化、事業化に向けたマネジメントの妥当性 

・ 成果の実用化、事業化につなげる戦略が明確になっているか。 

・ 成果の実用化、事業化につなげる知財マネジメントの方針が明確に示され、

かつ妥当なものか。 

 

(5)情勢変化への対応等 

・ 進捗状況を常に把握し、社会・経済の情勢の変化及び政策・技術動向に機

敏かつ適切に対応しているか。 

・ 計画見直しの方針は一貫しているか（中途半端な計画見直しが研究方針の

揺らぎとなっていないか）。計画見直しを適切に実施しているか。 

 

 

３．研究開発成果について 

(1)目標の達成度 

・ 成果は目標値をクリアしているか。 

・ 全体としての目標達成はどの程度か。 
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・ 目標未達成の場合、目標達成までの課題を把握し、課題解決の方針が明確

になっているか。 

 

(2)成果の意義 

・ 成果は市場の拡大或いは市場の創造につながることが期待できるか。 

・ 成果は、世界初あるいは世界最高水準か。 

・ 成果は、新たな技術領域を開拓することが期待できるか。 

・ 成果は汎用性があるか。 

・ 投入された予算に見合った成果が得られているか。 

・ 成果は、他の競合技術と比較して優位性があるか。 

 

(3)知的財産権等の取得及び標準化の取組 

・ 知的財産権等の取扱（特許や意匠登録出願、著作権や回路配置利用権の登

録、品種登録出願、営業機密の管理等）は事業戦略、または実用化計画に

沿って国内外に適切に行われているか。 

・ 国際標準化に関する事項が計画されている場合、得られた研究開発の成果

に基づく国際標準化に向けた提案等の取組が適切に行われているか。 

 

(4)成果の普及 

・ 論文の発表は、研究内容を踏まえ適切に行われているか。 

・ 成果の受取手（ユーザー、活用・実用化の想定者等）に対して、適切に成

果を普及しているか。また、普及の見通しは立っているか。 

・ 一般に向けて広く情報発信をしているか。 

 

 

４．実用化、事業化の見通しについて 

(1)成果の実用化可能性 

・ 産業技術としての見極め（適用可能性の明確化）ができているか。 

・ 実用化に向けて課題が明確になっているか。課題解決の方針が明確になっ

ているか。 

・ 国際標準化に関する事項が計画されている場合、国際規格化等、標準整備

に向けた見通しが得られているか。 

 

(2)事業化までのシナリオ 

・ ＮＥＤＯ後継プロジェクト、ＮＥＤＯ実用化助成、企業内研究等、プロ

ジェクト終了後の事業化までの道筋は明確か。 
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・ 市場の規模や成長性、コストダウン、競合技術との比較、導入普及、事

業化までの期間、事業化とそれに伴う経済効果等の見通しは立っている

か。 

 

(3)波及効果 

・ 成果は関連分野への波及効果（技術的・経済的・社会的）を期待できるも

のか。 

・ プロジェクトの実施自体が当該分野の研究開発や人材育成等を促進する

などの波及効果を生じているか。 
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※基礎的・基盤的研究及び知的基盤・標準整備等の研究開発の場合は、以下の

項目・基準による。 

 

＊基礎的・基盤的研究開発の場合 

２．研究開発マネジメントについて 

(1)研究開発目標の妥当性 

・ 内外の技術動向、市場動向等を踏まえて、戦略的な目標が設定されている

か。 

・ 具体的かつ明確な開発目標を可能な限り定量的に設定しているか。 

・ 目標達成度を測定・判断するための適切な指標が設定されているか。 

 

(2)研究開発計画の妥当性 

・ 目標達成のために妥当なスケジュール、予算（各個別研究テーマ毎の配分

を含む）となっているか。 

・ 目標達成に必要な要素技術を取り上げているか。 

・ 研究開発フローにおける要素技術間の関係、順序は適切か。 

・ 継続プロジェクトや長期プロジェクトの場合、技術蓄積を、実用化の観点

から絞り込んだうえで活用が図られているか。 

 

(3)研究開発実施の事業体制の妥当性 

・ 適切な研究開発チーム構成での実施体制になっているか。 

・ 真に技術力と事業化能力を有する企業を実施者として選定しているか。 

・ 研究管理法人を経由する場合、研究管理法人が真に必要な役割を担ってい

るか。 

・ 全体を統括するプロジェクトリーダー等が選任され、十分に活躍できる環

境が整備されているか。 

・ 目標達成及び効率的実施のために必要な実施者間の連携 and／or 競争が

十分に行われる体制となっているか。 

・ 実用化シナリオに基づき、成果の受け取り手（ユーザー、活用・実用化の

想定者等）に対して、関与を求める体制を整えているか。 

 

(4)研究開発成果の実用化に向けたマネジメントの妥当性 

・ 成果の実用化につなげる戦略が明確になっているか。 

・ 成果の実用化につなげる知財マネジメントの方針が明確に示され、かつ妥

当なものか。 
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(5)情勢変化への対応等 

・ 進捗状況を常に把握し、社会・経済の情勢の変化及び政策・技術動向に機

敏かつ適切に対応しているか。 

・ 計画見直しの方針は一貫しているか（中途半端な計画見直しが研究方針の

揺らぎとなっていないか）。計画見直しを適切に実施しているか。 

 

３．研究開発成果について 

(1)目標の達成度 

・ 成果は目標値をクリアしているか。（※） 

（※事後評価前倒し実施の場合は、「成果は目標値をクリアする見込みか。」） 

・ 全体としての目標達成はどの程度か。 

・ 目標未達成の場合、目標達成までの課題を把握し、課題解決の方針が明確

になっているか。 

 

(2)成果の意義 

・ 成果は市場の拡大或いは市場の創造につながることが期待できるか。 

・ 成果は、世界初あるいは世界最高水準か。 

・ 成果は、新たな技術領域を開拓することが期待できるか。 

・ 成果は汎用性があるか。 

・ 投入された予算に見合った成果が得られているか。 

・ 成果は、他の競合技術と比較して優位性があるか。 

 

(3)知的財産権等の取得及び標準化の取組 

・ 知的財産権等の取扱（特許や意匠登録出願、著作権や回路配置利用権の登

録、品種登録出願、営業機密の管理等）は事業戦略、または実用化計画に

沿って国内外に適切に行われているか。 

・ 国際標準化に関する事項が計画されている場合、得られた研究開発の成果

に基づく国際標準化に向けた提案等の取組が適切に行われているか。 

 

(4)成果の普及 

・ 論文の発表は、研究内容を踏まえ適切に行われているか。 

・ 成果の受取手（ユーザー、活用・実用化の想定者等）に対して、適切に成

果を普及しているか。また、普及の見通しは立っているか。 

・ 一般に向けて広く情報発信をしているか。 
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４．実用化の見通しについて 

(1)成果の実用化可能性 

・ 実用化イメージ・出口イメージが明確になっているか。 

・ 実用化イメージ・出口イメージに基づき、開発の各段階でマイルストーン

を明確にしているか。それを踏まえ、引き続き研究開発が行われる見通し

は立っているか。 

・ 国際標準化に関する事項が計画されている場合、国際規格化等、標準整備

に向けた見通しが得られているか。 

 

(2)波及効果 

・ 成果は関連分野への波及効果（技術的・経済的・社会的）を期待できるも

のか。 

・ プロジェクトの実施自体が当該分野の研究開発や人材育成等を促進する

などの波及効果を生じているか。 

 

 

＊知的基盤・標準整備等の研究開発の場合 

２．研究開発マネジメントについて 

(1)研究開発目標の妥当性 

・ 内外の技術動向、市場動向等を踏まえて、戦略的な目標が設定されている

か。 

・ 具体的かつ明確な開発目標を可能な限り定量的に設定しているか。 

・ 目標達成度を測定・判断するための適切な指標が設定されているか。 

 

(2)研究開発計画の妥当性 

・ 目標達成のために妥当なスケジュール、予算（各個別研究テーマ毎の配分

を含む）となっているか。 

・ 目標達成に必要な要素技術を取り上げているか。 

・ 研究開発フローにおける要素技術間の関係、順序は適切か。 

・ 継続プロジェクトや長期プロジェクトの場合、技術蓄積を、実用化の観点

から絞り込んだうえで活用が図られているか。 

 

(3)研究開発実施の事業体制の妥当性 

・ 適切な研究開発チーム構成での実施体制になっているか。 

・ 真に技術力と事業化能力を有する企業を実施者として選定しているか。 

・ 研究管理法人を経由する場合、研究管理法人が真に必要な役割を担ってい
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るか。 

・ 全体を統括するプロジェクトリーダー等が選任され、十分に活躍できる環

境が整備されているか。 

・ 目標達成及び効率的実施のために必要な実施者間の連携 and／or 競争が

十分に行われる体制となっているか。 

・ 実用化シナリオに基づき、成果の受け取り手（ユーザー、活用・実用化の

想定者等）に対して、関与を求める体制を整えているか。 

 

(4) 研究開発成果の実用化に向けたマネジメントの妥当性 

・ 成果の実用化につなげる戦略が明確になっているか。 

・ 成果の実用化につなげる知財マネジメントの方針が明確に示され、かつ妥

当なものか。 

 

(5)情勢変化への対応等 

・ 進捗状況を常に把握し、社会・経済の情勢の変化及び政策・技術動向に機

敏かつ適切に対応しているか。 

・ 計画見直しの方針は一貫しているか（中途半端な計画見直しが研究方針の

揺らぎとなっていないか）。計画見直しを適切に実施しているか。 

 

 

３．研究開発成果について 

(1)目標の達成度 

・ 成果は目標値をクリアしているか。（※） 

（※事後評価前倒し実施の場合は、「成果は目標値をクリアする見込みか。」） 

・ 全体としての目標達成はどの程度か。 

・ 目標未達成の場合、目標達成までの課題を把握し、課題解決の方針が明確

になっているか。 

 

(2)成果の意義 

・ 成果は市場の拡大或いは市場の創造につながることが期待できるか。 

・ 成果は、世界初あるいは世界最高水準か。 

・ 成果は、新たな技術領域を開拓することが期待できるか。 

・ 成果は汎用性があるか。 

・ 投入された予算に見合った成果が得られているか。 

・ 成果は公開性が確保されているか。 
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(3)知的財産権等の取得及び標準化の取組 

・ 研究内容に新規性がある場合、知的財産権等の取扱（特許や意匠登録出願、

著作権や回路配置利用権の登録、品種登録出願、営業機密の管理等）は事

業戦略、または実用化計画に沿って国内外に適切に行われているか。 

・ 国際標準化に関する事項が計画されている場合、得られた研究開発の成果

に基づく国際標準化に向けた提案等の取組が適切に行われているか。 

 

(4)成果の普及 

・ 論文の発表は、研究内容を踏まえ適切に行われているか。 

・ 成果の受取手（ユーザー、活用・実用化の想定者等）に対して、適切に成

果を普及しているか。また、普及の見通しは立っているか。 

・ 一般に向けて広く情報発信をしているか。 

 

 

４．実用化の見通しについて 

(1)成果の実用化可能性 

・ 整備した知的基盤についての利用は実際にあるか、その見通しが得られて

いるか。 

・ 公共財として知的基盤を供給、維持するための体制は整備されているか、

その見込みはあるか。 

・ 国際標準化に関する事項が計画されている場合、国際規格化等、標準整備

に向けた見通しが得られているか。 

・ ＪＩＳ化、標準整備に向けた見通しが得られているか。注）国内標準に限る 

・ 一般向け広報は積極的になされているか。 

 

(2)波及効果 

・ 成果は関連分野への波及効果（技術的・経済的・社会的）を期待できるも

のか。 

・ プロジェクトの実施自体が当該分野の研究開発や人材育成等を促進する

などの波及効果を生じているか。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料２ 評価に係る被評価者意見 
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研究評価委員会（分科会）は、評価結果を確定するにあたり、あらかじめ当

該実施者に対して評価結果を示し、その内容が、事実関係から正確性を欠くな

どの意見がある場合に、補足説明、反論などの意見を求めた。研究評価委員会

（分科会）では、意見があったものに対し、必要に応じて評価結果を修正の上、

最終的な評価結果を確定した。 

評価結果に対する被評価者意見は全て反映された。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料３ 分科会議事録 
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研究評価委員会 

「次世代大型低消費電力液晶ディスプレイ基盤技術開発」（事後評価）分科会 

議事録 

 

日 時：平成２４年８月９日（木）10：00～18：30 

場 所：WTC コンファレンスセンター Room A（世界貿易センタービル 3 階） 

 

出席者（敬称略、順不同） 

＜分科会委員＞ 

分科会長   半那 純一 東京工業大学 像情報工学研究所 教授 

分科会長代理 高頭 孝毅 山口東京理科大学 工学部 電気工学科 教授 

委員     飯村 靖文 東京農工大学 大学院共生科学研究部 准教授 

委員     浦岡 行治 奈良先端科学技術大学院大学 物質創成科学研究科 教授 

委員     北原 洋明 テック・アンド・ビズ株式会社 代表取締役  

委員     木村  睦  龍谷大学 理工学部 電子情報学科 教授 

委員     松尾 直人 兵庫県立大学 大学院 工学研究科 物質系工学専攻 教授 

 

＜オブザーバ＞ 

内山 弘行 経済産業省 商務情報政策局 情報通信機器課 課長補佐 

菊地 克弥 経済産業省 商務情報政策局 情報通信機器課 課長補佐 

大江 朋久 経済産業省 商務情報政策局 情報通信機器課 係長 

 

＜推進者＞ 

和泉  章  NEDO 電子・材料・ナノテクノロジー部 部長 

関根  久  NEDO 電子・材料・ナノテクノロジー部 統括  

吉木 政行 NEDO 電子・材料・ナノテクノロジー部  主幹 

吉田  学  NEDO 電子・材料・ナノテクノロジー部 主任研究員 

田中 宏典 NEDO 電子・材料・ナノテクノロジー部 主査 

田沼 清治 NEDO 電子・材料・ナノテクノロジー部 主査 

橋本  薫  NEDO 電子・材料・ナノテクノロジー部 職員 

 

＜実施者＞ 

石井  裕 （PL）シャープ(株) 研究開発本部  顧問 

岡元 謙次 シャープ(株) 研究開発本部  ディスプレイ技術研究所長 

山元 良高 シャープ(株) 研究開発本部 エネルギー技術研究所 副所長 

伊藤 康尚  シャープ(株) 研究開発本部 ディスプレイ技術研究所 チーフ 
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藪田 哲史 シャープ(株) 研究開発本部 産学協同開発センター 副参事 

橋本 佳拡 シャープ(株) 研究開発本部 ディスプレイ技術研究所 主事 

大和田 淳一 パナソニック液晶ディスプレイ(株) 商品開発センター 顧問 

五十嵐 陽一 パナソニック液晶ディスプレイ(株) 商品開発センター 主幹技師 

盛  育子 パナソニック液晶ディスプレイ(株) 商品開発センター ユニットリーダ 

嶋  秀一 ソニー(株) コアデバイス開発本部（CDDG）ディスプレイ開発部門 課長 

植田 充紀 ソニー(株) メディカル事業ユニット 研究開発部門 課長 

長谷川 真 ソニー(株) 生産本部 生産技術開発部門 課長 

稲井  肇 ソニー(株) 生産本部 生産技術開発部門 課長 

玉井 正信 ソニー(株) 生産本部 生産技術開発部門 係長 

松浦 康二 ソニー(株) 生産本部 生産技術開発部門 係長 

中枝 武弘 ソニー(株) CDDG ディスプレイ開発部門 課長 

芳賀 秀一 ソニー(株) CDDG ディスプレイ開発部門 課長 

冨岡  聡 ソニー(株) CDDG ディスプレイ開発部門 課長 

荒井 敏明 ソニー(株) CDDG ディスプレイ開発部門 部長 

大迫 純一 ソニー(株) CDDG 開発企画部 課長 

大幸 宏行 ソニー(株) CDDG 開発企画部 課長 

牛島  満 東京エレクトロン(株) PVE本部 参事 

岩渕 勝彦 東京エレクトロン(株) PVE本部 副参事 

安部 正泰 芝浦メカトロニクス(株) 技術本部  技術本部長 

西部 幸伸 芝浦メカトロニクス(株) ファインメカトロニクス事業部 主査 

水村 通伸 (株)ブイ・テクノロジー 研究開発部 執行役員 研究開発部長 

 

＜企画調整＞ 

中谷 充良  NEDO 総務企画部 課長代理 

＜事務局＞ 

竹下 満  NEDO 評価部 部長 

三上 強  NEDO 評価部 主幹 

柳川 裕彦 NEDO 評価部 主査 

松下 智子 NEDO 評価部 職員 

山下 勝  NEDO 評価部 主任研究員 

 

一般傍聴者 なし 
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議事次第 

（公開セッション） 

1．開会、分科会の設置、資料の確認 

2．分科会の公開について 

3．評価の実施方法及び評価報告書の構成について 

4．プロジェクトの概要説明（公開） 

4.1 「事業の位置付け・必要性」及び「研究開発マネジメント」 

4.2 「研究開発成果」及び「実用化等の見通し」 

4.3  質疑応答 

（非公開セッション） 

開発品デモ 1 

開発品デモ 2 

5．プロジェクトの詳細説明 

5.1  プロジェクト詳細の概要  

5.2  装置技術およびプロセス技術の開発 

(1)大画面用高性能 TFT アレイ技術開発 

(2)新規プラズマ成膜装置技術の開発  

(3)新規ウエット洗浄装置技術の開発 

(4)新規露光装置技術の開発 

5.3  画像表示技術の開発 

(1)人間工学による画質指針 

(2)色再現指標による画質指針 

5.4  高効率部材の開発 

(1)バックライトシステムの光利用効率向上技術の開発 

(2) LEDを搭載した高効率・高品質バックライトの開発 

(3) バックライトの新規検査システムの構築  

5.5  総括 

6．実用化、事業化の見通しについて 

(0)NEDO 

(1)シャープ株式会社 

(2)パナソニック液晶ディスプレイ株式会社 

(3)ソニー株式会社 

(4)東京エレクトロン株式会社 

(5)芝浦メカトロニクス株式会社 

(6)株式会社ブイ・テクノロジー 

7．全体を通しての質疑 
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（公開セッション） 

8．まとめ・講評 

9．今後の予定、その他 

10．閉会 
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議事内容 

（公開セッション） 

１． 開会（分科会成立の確認、挨拶、資料の確認） 

・開会宣言（事務局） 

・研究評価委員会分科会の設置について、資料1-1、1-2に基づき事務局より説明。 

・半那分科会長挨拶 

・出席者（委員、推進者、実施者、事務局）の紹介（事務局、推進者） 

・配布資料確認（事務局） 

２． 分科会の公開について 

事務局より資料 2-1 及び 2-2 に基づき説明し、開発品デモ 1、 2、および議題 5.「プロ

ジェクトの詳細説明」、議題 6.「実用化、事業化の見通しについて」、全議題 7.「全体

を通しての質疑」を非公開とすることが了承された。 

３． 評価の実施方法及び評価報告書の構成について 

評価の手順を事務局より資料3-1～3-5に基づき説明し、了承された。 

また、評価報告書の構成を事務局より資料 3-6 に基づき説明し、事務局案どおり了承された。 

４．プロジェクトの概要説明 

（１）事業の位置付け・必要性、研究開発マネジメント 

推進者より資料5-1に基づき説明が行われた。 

（２）研究開発成果及び実用化等の見通し 

実施者より資料 5-2 に基づき説明が行われた。 

 

【半那分科会長】 ご発表、ありがとうございました。ただいまの説明に対して、ご意見、ご質

問等があれば、お願いいたします。なお技術の詳細については、後ほど議題 5 で議論いた

しますので、ここでは主に事業の位置付け、必要性、マネジメントについて、ご意見をい

ただければ幸いです。よろしくお願いいたします。 

【木村委員】 どうもありがとうございました。NEDO への質問になると思います。私が NEDO

のプロジェクトに対して不勉強なところもあると思いますが、具体的な目標設定について

は非常にいいものをわかりやすく教えていただきました。 

そもそもこのプロジェクトは世界の液晶産業を何とかしようと思っているのか、日本の

液晶産業を何とかしようと思っているのか、あるいは参画企業の利益を上げることが目的

なのか、この三つのうち、どこを目標としているのですか。全部というのもあるかと思い

ますが。 

【和泉（推進者）】 プロジェクトとしては、スライド 11 番にありますように、これは助成事業

ですので、基本的にはプロジェクトに参加いただいている会社に対する裨益ということが

一番で、もちろん今おっしゃったように、三つのうちのどれか１つに絞られるものではな

くて、ウエイトづけの話になるかと思いますが、そういう観点からしますと、参加いただ
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いている会社が比率的には一番高くなるということもあります。 

ただ参加いただいている会社の中には製造装置メーカーもありますし、これからビジネ

スの形態も今後自分でやるということだけで進めるかどうかわかりませんので、そういう

意味では、そこだけに波及があるわけではないのです。そうなりますと、その他の日本の

会社、あるいは世界の会社に技術的に広がるということは可能性としてはあると理解して

おります。 

【高頭分科会長代理】 ご説明ありがとうございました。私は中間評価でも分科会長代理をさせ

ていただきまして、中間評価への対応について、ちょっとコメントしたいのですが、あの

とき議論になったことを非常に真摯に受け止められていると感じまして、そのことについ

て敬意を表したいと思います。 

少し難しいテーマだと思いますが、あのときに一つの指摘事項として、横のつながりが

不十分なのではないかということで、技術委員会の開催についてのご説明がありました。

パネルメーカーで年に 4～6 回ということだった思いますが、あれも非常に難しいところで

すので、十分かなと感じました。 

質問ですが、この分野は特許、知財の取り方が非常に重要だと思います。特に国内出願だ

けというのは、たぶんほとんど意味のない出願形態だと思います。87 件ということでした

が、そのうち外国出願されたのがどのぐらいの比率かということと、外国出願の場合、ポ

リシーとして、どういう地域での出願をされたのですか。 

【田中（推進者）】 特許は全 87 件を出願と申し上げました。そのうち外国出願が正確に何件と

いうのは、（全体での）集計が取れていなくて出ていません。出願国については韓国、台湾、

中国が中心になります。これはやはりパネル産業自体が非常にアジア主導で動いていると

いうことで、主にその辺を中心に狙っていますが、テーマによっては米国、欧州も含めて

出していると思います。具体的にそのテーマにおいて何件というのは、この場でお答えで

きなくて申し訳ありません。できればこのあと何らかの形で調べた結果を回答させていた

だこうと思います。 

【石井（実施者 PL）】 補足させていただきます。非公開セッションの各テーマの説明のところ

で、外国出願はこれだけですという話はさせていただこうと思っておりますので、よろし

くお願いします。 

【浦岡委員】 大変興味深く聞かせていただきました。当然のことですが、やはりコストに関し

ては、私自身も企業にいた経験がありますので、テレビと聞いただけで、コストダウンで

すごく大変だと思います。 

今回コストの話はありませんでした。こういった低消費電力も大事ですが、有効に資源

を活用して、コスト競争力で低消費電力デバイスが普及していかなければいけないと思い

ます。そのへんはもちろん企業のことですから、十分に考えておられると思いますが、コ

メントをお願いしたいと思います。 

【石井（実施者 PL）】 コストに関しては非常に重要なポイントであると認識しております。た
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だ今回のテーマについては基盤技術ということになっておりますので、その基盤技術をど

のように実用化して、それをどう商品に結びつけていくかといったところは、各社での今

後の一つ大きな検討事項になります。 

もちろんコストダウンを意識して、テーマを設定しておりますが、具体的な数字につい

ては、各テーマそれぞれでの案件がありますので、その総合的な話かと思います。もう一

つはテレビに関しては、かなり普及していますから、新興国も含めて考えていかないとい

けない話ですが、やはり次のテレビをどうしていくか、あるいは次の大型ディスプレイを

どうしていくかというところが重要だと思っておりますので、それも含めて、今後各社で

検討していきたいと思っております。 

【北原委員】 プロジェクトの目標数値について質問させていただきます。資料 5－1 の 13 ペー

ジで、液晶モジュールの消費電力を半分という大きな目標があって、その下の14ページに、

中身としては三つ、装置技術、画像表示、それから高効率部材があります。 

1 番目の装置技術及びプロセス技術の開発には、生産能力向上とプロセスエネルギー低減

という項目がありますが、これは直接、液晶モジュールの消費電力には効かないと思いま

すが、ここに挙げている以上は、これに対する目標値というのが何かあったのかというこ

とを、先ずお聞きしたいと思います。装置開発をやってこられたと思いますので、その装

置の生産エネルギーに対する目標値があったのかということです。 

それから、1 番目、2 番目、3 番目の内容は、いまの説明をお聞きした感じでは、お互い

に入り組んでいて、それぞれに切り出して議論するのは難しいと思いますが、それの成果

として、資料 5－2 の最後にあった実用化に向けた基本的な考え方ということで、2020 年

にかなり消費電力の削減効果があるという図を見せていただきました。 

実際にこのプロジェクトの中のいろいろな項目をこれからご紹介いただけると思います

が、どの項目が実際に実用化できて、どの項目がチャレンジャブルなのか。そこの詳細は、

午後にかなり突っ込んでご説明いただけると理解してよろしいですか。 

【石井（実施者 PL）】 その通りです。 

【北原委員】 質問は 2 点なのですが、まず前半の質問に対する回答をお願いします。 

【石井（実施者 PL）】 製造装置のエネルギーに関しては、まだ実用化の段階ではないので、装

置自身のコンセプトについて、どのサイズかといった具体的な仕様がないと、それは出て

きません。装置自身の消費電力という観点では、ここでは考えておりません。 

考えたのは、その装置を使ってパネル、モジュールをつくったとしたら、それがどのよ

うに従来の消費電力に対して効果を発揮するのかというところです。そのために装置とし

ては、たとえば開口率を上げなければいけないのであれば、その開口率を上げるための装

置はどうあるべきかというポイントです。 

それからもう一つは製造エネルギーということに関しては、やはり歩留まりが 1％変わる

と、ものすごく大きな製造エネルギーの削減になります。歩留まりに影響を与えるベース

は洗浄であろうと考え、いろいろな要因はあるのですが、そんなに多くはできませんので、
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洗浄にターゲットを絞ってやったという経緯です。 

【北原委員】 追加でご質問させていただきます。プロジェクトの題目、大きな目標値としては

モジュールの消費電力 50％ということを挙げられていますが、装置のところは特に目標値

なしで進めたという理解でよろしいですか。 

【石井（実施者 PL）】 その通りです。 

【松尾委員】 テーマはいいところに設定されていると思いますが、最初の説明にもあった情勢

の変化というものがかなりあります。たとえば円高の進行、海外メーカーの攻勢などです

が、ここに挙げられたテーマは、海外メーカーの追随ということを考えたときは、簡単に

は追いつけないような技術なのですか。そうでなければ、こういう技術を開発しても、ま

たすぐいまと同じような状況になるということで、そのへんがすごく心配になります。 

【石井（実施者 PL）】 それについては、一つは知財というところでブロックをかけると

いうことと、この技術を使って日本で商品を生み出すということを最優先でやる、そうい

う視点で行いました。今後の情勢がどのようになっていくかというのは、なかなか先が読

めない部分ではあるのですが、現時点ではこのように考えて、進めました。 

【松尾委員】 私は液晶の最初の頃、2000 年ぐらいに始まったプロジェクトの評価委員をやった

ことがあるのですが、そのときにたしか担当者の方が、この技術は海外に追随されること

がないような技術ですと言われて、やはりそれがないと、かなり難しいという話をされて

いましたので、それでお聞きしたのです。 

【石井（実施者 PL）】 各テーマについての詳細が、まだここでは言えておりませんので、非公

開のセッションのところで、少しその辺りの議論が個別にあるかと思います。その時にご

議論をよろしくお願いします。 

【飯村委員】 全体的に省エネの目標、2007 年度の標準的なディスプレイに対して半分以下を達

成したと伺いました。私も中間でいろいろお話を聞いて、非常におもしろい技術があった

ので、期待しているのですが、実際に世界的な規模で見た場合に、先ほどご説明いただい

た消費電力はどの程度優位性があるのか。サムスンなどの韓国メーカーも技術開発をされ

ていると思います。 

たとえば 24 番のデータは、このプロジェクトを使えば、使わない場合に比べて、2020

年にはかない優位性があるということだと思いますが、ほかのメーカーも省エネというこ

とで、かなりいろいろな技術が出てくると思います。そういうものがあっても、かなり優

位性があるのかどうかという現状の認識については、どうお考えでしょうか。 

【石井（実施者 PL）】 基本的にここで開発した技術はいずれも革新的でチャレンジャブルと考

えております。したがってこの技術はそう簡単に追従できないのではないかと、いまのと

ころは考えております。そのベースでこの数字をはじき出しているので、現時点で言える

ことは、まずこの数字を実現すれば、ほかの技術に対して競争力があると認識しておりま

す。 

ただ 2020 年にどうなのかというのは、これから 10 年ほど先の話ですので、絶対にそう
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であるとはなかなか断言できないと感じているところです。 

【飯村委員】 先ほど特許の関係でお話がありましたが、いろいろ特許を出されているというこ

とです。いま特許の問題でサムスンとアップルがやっていますが、特にサムスンはあまり

評判が良くないですから、特許を無視して使っている場合もあると思います。そういうと

きに、たとえばこういう開発をした場合、そこがしっかりしている知財管理をやられてい

るのでしょうか。 

【石井（実施者 PL）】 知財に関しては、いま出願している状況でして、これでどのように企業

の間で戦うかというのは、実際にはその場でないとわからないと思います。 

ただ細心の注意を払いながら、また独禁法の問題もありますので、その辺りも考慮しな

がら競争力のある運用をしていきたいと思っております。 

【北原委員】 いま出たいくつかの質問に関連して、追加で質問させていただきます。24/29 のグ

ラフもそうですし、それから最初にご説明いただいた経済的な付加価値の創造ということ

で、この技術が実現できれば、20％、1.6 兆円の市場をつくり出せるというお話がありまし

た。 

一方で今回ご参加のメーカーを含めて、日本のメーカーのシェアが 10％だということを

考えると、20％の製品に適用しようとしたら、日本の企業だけでつくっていたのでは間に

合いません。そこのギャップをどう考えていらっしゃるのか。 

はっきり言ってしまえば、この成果を日本だけで所有していたら、世界にこれだけの貢

献ができない。逆にパテントを積極的に活用して、どんどん世界の産業の中で使ってもら

うことを考えないといけないという考え方もできると思います。そのへんはいかがですか。 

【田中（推進者）】 現状のシェアから行くと、ご指摘のとおりかと思います。結局は知財をどう

守って、今後それを広めていくか。もちろん日本産のパネルだけにそれが入るということ

であればいいのですが、われわれの考えは、世界の潮流として電力を下げるということが

間違いなく望まれるので、どういうかたちであっても広めていきたい。これが基本的なと

ころだと思っています。 

これから日本のパネル産業が復活して、それこそ生産量が上がるような動きがあれば、

それも望ましいですが、仮にそうならないとした場合に、この成果が広く行き渡っていく

には、作戦は慎重に考えなければいけないと思います。特許の防御をうまく利用したかた

ちで、間接的に海外でつくられる製品にも広めていくということは、選択肢としてはあっ

てもいいのではないかと思います。 

【和泉（推進者）】 補足いたしますと、先ほどの 20％の件は、どのぐらい影響するかを算出す

るのはなかなか難しいことです。液晶テレビでのマーケットシェアでは、昨年度、日本の

企業を合計しますと、20％を超えるレベルをお持ちになっていますので、そういう意味か

らすると、2015 年でどのぐらいのシェアかということを予想するのは難しいところはあり

ますが、20％とすれば、年額はこのぐらいあるのではないかと考えているところです。 

どういうふうにこの成果を活用していくかということについては、直接、企業で使われ
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る場合もあれば、製造装置メーカーが売られる場合もあります。さらにパテントのライセ

ンスもあります。どれが全体として一番、国内の裨益になるかということは、いまからビ

ジネスの動向を見ながら判断されていくものと理解しております。 

【半那分科会長】 よろしいですか。時間が押しておりますが、これが公開の場での最後の時間

ということで、質問が出ませんでしたので、一つだけお話しさせていただきたいことがあ

ります。 

昨今のテレビセットメーカーの状況は大変厳しいものがあるというのはよく存じておりま

す。かつこのプロジェクトは国内メーカーの支援が第 1 にあるということも含めて、改め

てご質問させていただきたいのですが、今回の実施者の一つであるシャープについては、

鴻海（ホンハイ）精密工業との資本提携という問題があります。 

そういう意味で、このプロジェクトの成果が、将来にわたってどういう位置付けになる

かということは、たぶん国民の皆の関心事の一つであろうかと思いますので、簡単で結構

ですから、そのへんの基本的な考え方をご説明いただけたらと思います。 

【石井（実施者 PL）】 答えにならないかもしれませんが、鴻海との件に関しては、これは 1 企

業と 1 企業の間の話でして、皆様が集まっておられる中では、踏み込んだ回答はなかなか

難しいと思います。 

したがって、申し訳ないのですが、午後の非公開のセッションのところで、各企業のコ

メント、考え方がありますので、できればそこで話をさせていただきたいと思います。よ

ろしいでしょうか。 

【半那分科会長】 どうもありがとうございました。ほかに何かありますか。ないようでしたら、

どうもありがとうございました。このほかにもいろいろご質問等があると思いますが、ま

た午後の非公開のセッションでご質問等をいただきたいと思います。 

それでは一応、予定の時間がまいりましたので、開発品のデモに移りたいと思いますが、

その前に事務局よりご連絡があります。よろしくお願いいたします。 

【柳川（事務局）】 このあとデモを含めた議題 5 のプロジェクトの詳細、議題 6 の実用化、事業

化の見通しについては、知的財産権の保護の観点から非公開となります。本プロジェクト

の評価対象テーマ及び非公開資料の取り扱いについて、事務局から説明をいたします。 

事務局より、非公開資料の取り扱いについて、説明がなされ、デモ会場にて開発品を見学後、非

公開セッションへ移った。 

 

（非公開セッション） 

５．プロジェクトの詳細説明 

省略 

６．実用化、事業化の見通しについて 

省略 

７．全体を通しての質疑 
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省略 

 

（公開セッション） 

８．まとめ・講評 

【半那分科会長】 それでは最後になりますが、各委員の皆様から講評をいただきたいと思いま

す。今回は一般の傍聴者の方はいらっしゃらないので、このまま続けたいと思います。最

初に松尾委員から始めて、最後に私が行うという順序で講評したいと思います。よろしく

お願いいたします。 

【柳川（事務局）】 ここから先の皆様のご発言は公開として議事録に記載させていただきますの

で、ご留意ください。よろしくお願いします。 

【松尾委員】 いろいろな技術を聞かせていただいて、非常に難しい技術、いい技術をテーマに

取り上げられてやられているとすごく感じました。 

先ほどもお話ししたように、プロジェクトが 22 年度に終わって、プロジェクト期間も非

常に重要だと思いますが、これから完成した技術、あるいは完成しつつある技術を今後 5

年、6 年かけて、どういうふうにまとめていくかということが非常に重要なのではないかな

と思います。 

このプロジェクトが終わったあとも、各企業でお互いに意見交換して、さらにブラッシュ

アップしていくという話はいいと思いますし、たとえば経済産業省や NEDO も、あまり深

く立ち入って邪魔をしてはいけないと思いますが、いま液晶産業が少し悪いので、国とし

てどういうふうにやっていくのか、やはりリーダーシップを取ってやっていくことが重要

なのではないかと思います。今日いろいろお話を聞いていて、それを強く感じました。 

LSI は 70 年代に LSI 研究所があって、あれはすごく成功したと思います。90 年代にも

LSI に関していろいろなコンソーシアムが数多くできたのですが、はたして成功したかど

うかはクェスチョンが付くところがあると思います。 

90 年代、2000 年代は、LSI にしても、技術が成熟したので、うまく行かせようとすると、

なかなか難しいところがあったと思いますが、これからの数年間あるいは 10 年間を考えた

ら、さらに難しい時代になるので、韓国のように国が主導するというところがあってもい

いのではないかと思います。これが今日感じた事柄です。 

【木村委員】 どうもありがとうございました。お聞きしていて、個々の内容は大変素晴らしく

て、感服いたしました。十分な成果ではないかなと思います。 

あえて個人的に言わせていただくと、途中でも言わせてもらいましたが、もっと成果を

公表できないかということです。松尾先生からもありましたが、いままで公表してこなく

ても、今後は公表することもできるわけです。 

なぜかというと、二つの目的が考えられます。一つはこれも途中でお話ししましたが、

テクノロジーのトレンドをそっち方向に向かせるという意味があるかと思います。たとえ

ば韓国の S 社ぐらいのジャイアントならば 1 社でトレンドをつくれると思いますが、なか
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なか 1 社だけではトレンドはつくれない。特にディスプレイ関係では、二つ以上の技術が

一つのプロダクトに残らないのです。 

たとえば大型であれば、いまはアモルファスですし、その次の世代を考えれば中小型は

LTPS (Low Temperature Polycrystalline Silicon：低温多結晶シリコン、低温ポリシリコ

ン)、その次の世代の大型というと、いま世の中は IGZO (InGaZnO4：インジウム・ガリウ

ム・酸化亜鉛)を向いているところで、IGZO と、いまお話に出たものが二つ共存するとい

うのはなかなか難しい可能性がある。ですからこちらの話を出して、全体のトレンドをそ

ちらの方向へ持っていったほうがいいのではないかというのが一つ目の理由です。 

もう一つは、先ほど松尾先生からもありましたが、公的な資金が投入されているという

ことで、われわれが公立場からこういう評価に入るということや、あるいは公開部分の事

業原簿があるということは、要は世の中に貢献しないといけないということです。予算額

では 1/2 ですから、成果の 1/2 というのは大袈裟かもしれませんが、公的資金を入れたとい

う意味から、もう少し世の中に出しても良かったのではないか。 

いろいろなことが書いてあって、特に人間工学の話については、発表も多くされている

し、そのへんのところはほとんど問題はないと思います。ただ事業原簿の公開部分を見て

も、たとえばマスクレスというのは、マスクを使わないと言っているだけで、実際に何を

使っているかということは言っていないのは、少しずるいという気もします。またカラー

フィルタレスもカラーフィルタを使わないと言っているのですが、何を使っているという

ことは言っていないのはずるいという感じがします。 

こういったところで、予算では半分ですが、半分は出ていない。結果が多くあっただけ

にそうなったところもあるのかもしれませんが、そういった観点からも、もう少し公表さ

れると、われわれ一般の研究者、一般の国民の立場から良かったのではないか。個人的な

感想です。 

【北原委員】 途中で何度も質問とコメントをさせていただきましたが、このプロジェクトの当

初の目標の消費電力半減というのは大変素晴らしいものです。ただ世の中の流れは、おそ

らく半減以上していると思います。その世の中の流れ以上のことが達成できているかどう

かということです。 

たしかに数値的に 40 インチで 30W を達成できれば、世の中より少し良いというのが私

の感触です。いまパネルだけであれば 40 インチでも 40W ぐらいのものはあちらこちらで

発表されています。 

今回のプロジェクトでは、いろいろなことをやられていて、ここで発表いただいた低消

費電力を実現するという技術が本当に実現できれば、それはそれですばらしいと思います。

ただやはりまだ実用化には時間はかかるかなと感じています。 

それから、低消費電力という目標以外に、装置技術、プロセス技術の開発、さらに画像

表示技術、バックライト評価技術、いろいろな項目があります。今日の事後評価だけを聞

かせていただくと、非常に多岐にわたることをやられていて、皆さんそれぞれに成果を挙
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げられているということは理解できたのですが、それを体系的に 5 年間できちんと目標を

立てて、今日の結果に到達したのかというと、何となくあやふやなような感じがしていま

す。 

それから成果としてはよろしいと思いますが、これをどうやって展開していくかという

ところで、装置技術、画像表示、そしてバックライト、この三つの展開の仕方はそれぞれ

違うのではないかと思っています。 

ディスプレイとしてのハードウェアはノウハウが詰まったもので、やはり各パネルメー

カー、セットメーカーのノウハウがあって、それぞれの知財を確保しながら競争していく

というところは従来どおりあると思いますが、一方で装置メーカーは海外に装置を売って

いかないと、いまは生き残れない時代なので、ここで得たものも結果的には海外展開せざ

るを得ない。 

それはもういまの時代は当然ですので、むしろそういう方向で、ここで得た技術である

けれども、それを装置メーカー、あるいは日本の産業としてさらに発展させていくことを

念頭に置いて、考えていくべきだろう。 

さらに言うと、評価技術のところです。これは逆にもっと世界の FPD (Flat Panel 

Display：フラットパネルディスプレイ)の産業にかかわっている人を引っ張り込んで、日

本が主導権を持ってやっていくべきだろうということです。評価技術のところでも特許等

を取られていると思いますが、あまりそれにこだわらずに、当然、知財は確保しなければ

いけませんが、むしろ積極的にそれを活用して主導権を持っていく。そういう主導権を持

ちながら、ディスプレイのビジネスをもっと広げていくという発想の転換が必要だと思い

ます。 

結果的に消費電力半という目処が立ったのはいいのですが、世の中の技術の進歩も非常

に激しいですし、それに見合ったかたちでの見直しが常に要ると思います。特にいま世の

中ではエネルギー標準、ENERGY STAR（エネルギースター）もありますし、中国も 6 月

にエネルギー標準を発表されました。そういうものに合わせていかなければいけないので、

ここは各パネルメーカーがそれぞれ頑張ってやっていくべきところですから、今回の知財

が活用できればいいですし、おそらくそれ以外にもいろいろなことをやらないと、ついて

いけない世界だと思います。そこはパネルメーカーとセットメーカーに頑張っていただく

ところとなります。 

今回の成果は、各企業あるいは各分野での考え方を整理しながら、それぞれに合った方

向で、今後、日本の産業トータルとして、どうすればこの産業を大きくできるかを考える

ことが重要になります。産業活性化のために税金を投入しているわけですから、結果とし

て、日本の産業として装置が海外へ出ていく、あるいはセットも当然どんどん海外へ出て

いくでしょうが、そういうかたちで市場を広げ日本の企業が発展していけば、それはそれ

でいいかなと思います。いろいろな状況に合わせて、発想をフレキシブルに変えていただ

ければと思っています。 
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【浦岡委員】 朝から非常に素晴らしい技術をいろいろ発表していただいて、大変勉強になりま

したし、昨今の非常に厳しい中で、液晶の発展のためにいろいろ頑張っておられるという

ことで、大変刺激になりました。 

私は大学の教員として一言、言わせていただきます。私の研究室もいま TFT (Thin Film 

Transistor：薄膜トランジスタ)を中心に太陽電池も含めて、学生が 20 人強、みんなドクタ

ーコースで頑張っているのですが、彼らは TFT とか、薄膜の作製技術ですごく頑張ってい

ますし、夢を持っています。彼らが卒業したときに、頑張れる場所をぜひ確保していただ

きたいという意味からも、今日いろいろご発表いただいた技術を成功させていただいて、

ぜひ日本として生き残っていただきたい。 

それからやはり学会等でも、できる限り報告していただいて、業界自身を活性化してい

ただいて、そういった中で学生も一緒に育てていただきたい。やはり業界を盛り上げると

いうことは、学生の成長にもつながると思います。私はいろいろな学会で学生に発表させ

ているのですが、そういったときに企業からのエールは、彼らにとってすごく力になると

思います。 

理科離れという話はありますが、TFT をつくりたい、研究したい、それから新しいディ

スプレイをつくりたいという学生はたくさん育っているので、そういった学生が活躍でき

る場をこれからもつくっていただきたい。ノウハウが漏れるとか、いろいろあるかもしれ

ませんが、できれば大学も巻き込んで研究を展開していただければと思います。 

最近は暗い話ばかりだったのですが、今日はいろいろな話を聞かせていただいて、1 日、

楽しい思いをさせていただきました。どうもありがとうございました。 

【飯村委員】 私は中間から聞かせていただいていて、中間のときは「アッ」と思うような技術

をいろいろお聞きしました。ただ最初はおもしろい発想で、ある程度進むのですが、今日

いただいたお話では、やはりなかなか苦労されている。それでもコツコツやられたなとい

う気はします。 

私も大学なので、現状、一番困るのは、ディスプレイをやっていても、ディスプレイの

会社には行かないということです。いま学生はインフラ関係に行ってしまいます。半導体

もディスプレイも競争がものすごく厳しいですから、そういう現状があると思いますが、

今回聞かせていただいて、会社の方に希望するのは、今回の成果を見えるかたちにする。

たとえば今回の技術を使ったディスプレイを展示会で見せていただくということです。 

今回の SID（Society for Information Display）に行っても、技術的にどうかということ

はわかりませんが、韓国の会社はプレゼンテーションが非常に上手なのです。ああいうの

を見ると、韓国の学生は韓国の技術は素晴らしいと思う。 

ただ韓国も日本以上に大変だと思います。どこも大変ですし、苦しいのはわかりますが、

日本の会社も学生に夢を与えるようなこと、たとえば極端に省電力のディスプレイで、画

質がきれいなものを展示していただくとか、そういうことをやっていただけると、「日本も

やるな」ということになると思いますので、ぜひ見えるかたちで、そういうことをしてい
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ただけると非常にありがたいと思います。よろしくお願いします。 

【高頭分科会長代理】 今日はどうもありがとうございました。だいたい皆さんと同じ意見なの

ですが、8 年前まで同じ業界にいた者として、非常に素晴らしい技術開発の話を聞かせてい

ただいて、敬意を表したいと思います。またマネジメントに関しても、大変うまくされて

いるのではないかと感じました。 

ただ皆さん、少し辛めの意見が多かったと思います。各技術を聞かせていただいて、石井

様から総括があって良かったなと思ったのですが、そのあと各社のそれぞれの計画を聞か

せていただいて、皆さん戸惑いを感じたと思います。 

私のいたところもそうですし、韓国の大きなメーカーでも、総括のあとは、こういう計

画で行こうということで製品計画が出てきて、頑張りましょうという話で終わると思いま

すが、今日は 6 社からお話があって、全体像がぼやけてしまったという印象を皆さんが持

たれて、こういうお話になったのではないかと思います。 

そこは新しいビジネスモデルというか、開発モデルがあってもいいと思います。それで

フレキシブルにいろいろな連結があって、一つの動きが外から見えると、われわれも非常

に納得しやすかったのではないかと思います。今後はそういうモデルをつくるという発想

も含めて、フレキシブルに取り組んでいただければと思います。 

【半那分科会長】 それでは最後に私からコメントさせていただきます。最初に、今日は朝早く

から実施者の方、評価委員の皆様にお集まりいただきまして、遅くまで熱心にご議論いた

だきましたことにまずお礼申し上げたいと思います。 

本事業はある意味では省エネが一つのキーワードですが、どちらかというと、次世代の

液晶ディスプレイの技術開発をやろうという視点で捉えますと、大変意義の深い事業だっ

たのではないかと思います。具体的には材料の面、プロセス、評価技術、あるいは高画質

化に向けての新しい取り組みも含めて、新しい技術の一端をご紹介いただいたという気が

します。個々の技術については、大変夢のある、あるいは発展性のある技術かと思います

が、一方で今日お話を伺いますと、実用化という観点では、これからまだまだやらなけれ

ばいけないことがたくさんあるということを私自身は感じております。ですからぜひこう

いう機会をうまく生かしながら、また委員の方からいただいたコメントをうまく生かしな

がら、ぜひ実用化に向けて邁進していただきたいと思います。 

特に日本の産業の一つの大きな核ですので、ぜひこれを発展させながら、将来の新しい

技術の展開に向けて、頑張っていただきたいと思います。以上です。よろしくお願いいた

します。 

それでは本当に最後になりますが、プロジェクトリーダーから一言あれば、お願いした

いと思います。 

【石井（実施者 PL）】 本日は本当にありがとうございました。5 年ということでスタートして

から、社会情勢も非常に変わる中でやってまいりました。経済産業省、NEDO、それから

評価委員の諸先生方には非常に感謝申し上げます。 
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今後、6 社は今回いただいたコメントを頭に入れながら、ご指導いただいた大学とともに、

輪を広げながら、頑張っていきたいと思っております。本当に本日はありがとうございま

した。 

【半那分科会長】 これにて分科会は終了させていただきます。 

 事務局から今後の予定について説明がなされた。 

 

９．今後の予定 

１０．閉会 
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評価結果を受けた今後の取り組み方針について 
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「次世代大型低消費電力液晶ディスプレイ基盤技術開発」（事後評価）の評価結果を受けた今後の取り組み方針について 

評価における主な今後の提言 今後の取り組み方針 

・事業化時期が、プロジェクト終了から更に数年程度の年月を

要するが、一刻も早くプロジェクトの成果を実際の製品に展開し

て、世の中に成果をアピールすべきである。 

 

・「画像表示技術の開発」では、「標準化」等の活動を主導権を

持って進め、世界のFPD（フラットパネルディスプレイ）産業をリー

ドし、各国のパネルメーカー、セットメーカーも巻き込んだ積極的

な展開を望む。 

・本プロジェクト成果の事業化については、プロジェクト参

画企業において、業界動向や各社の企業戦略に基づき、必要

に応じて各企業間での連携も検討した上で、早期の製品化に

向けて進めて頂いている。 

 

 

 

 



 

 

 
 

本研究評価委員会報告は、独立行政法人新エネルギー・産業技術

総合開発機構（NEDO）評価部が委員会の事務局として編集して

います。 
 

平成２５年１月 
 
 NEDO 評価部 
 部長 竹下  満 
 主幹 三上  強 

 担当 柳川 裕彦 

 

＊研究評価委員会に関する情報は NEDO のホームページに掲載していま

す。 

（http://www.nedo.go.jp/introducing/iinkai/kenkyuu_index.html） 
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